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 国立健康・栄養研究所は、1920（大正 9）年に設立されて以来、９０年近くにわたり、厚生労働省を

はじめとする国の行政施策を下支えする研究機関として、栄養学を中心に広く健康・栄養に関する調

査研究を行ってまいりました。 

 歴史を遡りますと、設立後 20 年経った昭和 15 年に公衆衛生院、体育研究所と合併され、厚生科学

研究所国民栄養部に、昭和 17 年には厚生省所管の研究所となりました。大戦末期には、国民の食物の

消費実態を調査し、これが戦後 GHQ により実施された栄養調査に活かされ、食糧配給対策の基礎デー

タとして、深刻な食糧難を乗り切ることに大きく貢献しました。 

 そして、昭和 22 年に新宿区戸山に「国立栄養研究所」として再建されて以来、これまで逐次の栄養

所要量(現在の食事摂取基準)策定や毎年の国民栄養調査(現在の国民健康・栄養調査)をはじめ、各般

にわたる調査研究を行ってまいりました。平成元年には、「国立健康・栄養研究所」と改称され、栄

養・食生活のみならず、運動を取り入れた、より幅広い健康の保持増進の研究に取り組む体制となり、

国民の健康づくりに不可欠な、食事や運動・休養に関する国の基準やガイドライン作成に寄与してき

ました。 

 さらに、平成 13 年には独立行政法人化され、第１期中期目標・計画期間には、新しい「日本人の食

事摂取基準 2005」の策定に主体的に参画したこと、国民健康・栄養調査により肥満者や糖尿病患者の

増加の実態を明らかにしたこと、また健康食品の安全性・有効性に関する情報の収集・発信を開始す

るとともに、それを正しく消費者に伝えられるよう NR（栄養情報担当者）制度を発足させました。 

 平成 18 年 4 月からは第２期中期目標・計画期間に入り、職員の身分を非公務員化するとともに、従

前の部室制から、プログラム・プロジェクト制へ移行しました。栄養疫学、健康増進、臨床栄養、栄

養教育、基礎栄養、食品保健機能の 6 つのプログラムは研究部門の柱として、また情報センター、国

際産学連携センターは外部に向けた情報発信や産学官連携の拠点として位置づけています。 

 長寿社会の進展やライフスタイルの変化に伴い、肥満者やメタボリックシンドロームの増加、食育

の問題など、食と健康に絡むさまざまな問題が生じています。広く国民に健康と栄養に関する正しい

知識を普及するとともに、地方自治体、保健所、病院、学校給食などの実践の場で活躍する管理栄養

士等の方々に的確な科学的エビデンスを提供することが当研究所に求められています。 

 平成 20 年度においては、国際的に評価の高い欧米学術誌を中心に、中期目標を上回る数多くの論文

を発表するとともに、開かれた研究所として、海外への研究者の派遣・招聘をはじめ、国内外の大学・

研究機関や民間企業等との連携強化に努めました。 

  皆様には、今後とも一層のご支援とご指導を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

   平成 21 年 3 月 31 日 

 

独立行政法人国立健康・栄養研究所 

理事長 渡 邊  昌 
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1.平成 20 年度研究・業務の概況 
 当研究所は、平成 13(2001)年度より独立行政法人

となり、平成 20 年度は第 2 期中期計画(～平成 22 年

度)の第 3 年度に当たる。人々の栄養･食生活、運動と

健康との関わりについて、基礎から応用に至るまでの

調査及び研究を包括的かつ国際的な水準で行い得る試

験研究機関として、「特にヒトを対象とした研究に関

して、わが国の大学・研究機関の中心的存在として、

総合的・統合的な研究を推進するとともに、研究者を

育成する役割を果たす。厚生労働行政上の重要な健

康･栄養施策を推進する上で不可欠な科学的根拠を質

の高い研究によって示し、それらを専門的立場から要

約して発信するとともに、健康科学･栄養学領域にお

いて、アジア地域への貢献を含め、国際的なリーダー

シップを担う」(中期目標)ことが、当研究所に求めら

れる役割である。 
 こうした目標を達成するために、三つの重点調査研

究業務を行っている。 
①生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に関

する研究 
②日本人の食生活の多様化と健康への影響に関する栄

養疫学的研究 
③「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価及

び健康影響評価に関する調査研究 
その他にも、外部の競争的研究資金を獲得して、関

連領域の基礎から応用、開発型の研究を行っている。

また、今後の新たな研究展開につながるような萌芽的

研究を若手研究者を中心に活発に行っている。(下表)

（表）外部研究費の獲得状況      （単位：千円） 
  

 
競争的研究費 受託研究費 

計 
補助金 助成金 受託契約 共同契約 寄付金

(件数) 
金額 

(件数)
金額

(件数) 
金額 

(件数) 
金額 

(件 数 )
金額

(件数)
金額

公 的 機 関 
主任 (29) 

285,285 
(-)
-

(3) 
16,430 

(-) 
- 

(-)
-

(32)
301,715

分担 (15) 
20,490 

  (15)
20,490

民間企業等 
主任  (4)

9,450
(6) 

15,939 
(10) 

40,685 
(2)

980
(22)

67,054

分担    

計 
(44) 

305,775 
(4)

9,450
(9) 

32,369 
(10) 

40,685 
(2)

980
(69)

389,259

 
 個々の研究内容及び研究成果の発表については、各

プログラム/センターからの報告及び、研究成果の発

表を参照されたい。研究成果の公表実績の一部を下表

にまとめた。 
 （表）研究成果の公表実績 

原著論文 学会発表(招待講演) 学会発表(一般演題)

英文 和文 国際学会 国内学会 国際学会 国内学会

74 16 12 61 46 109 
 
 また、研究の成果を社会に還元し、国民の健康づく

りに役立てていただけるよう、情報センター(情報部

門)及び国際産学連携センター(対外部門)、並びに事

務部業務課が中心となって、ホームページ等を介した

情報提供、NR 事業、セミナー(一般及び専門家向け)、

研究所の公開（オープンハウス）等を行った。NR 事

業としては、平成 20 年 6 月には第 5 回 NR 認定試験を

行い、累計で 3,480 名の NR を世に送り出すとともに、

有資格者へのフォローアップ研修を行った。専門家を

対象としたセミナーとしては、都道府県等の健康・栄

養調査手法の標準化を目指すセミナーを主催した。 
 若手研究者の育成という観点からは、お茶の水女子

大学、東京農業大学、女子栄養大学、早稲田大学及び

名古屋市立大学との連携大学院や、全国の管理栄養士

を養成する大学・大学院での特別講義等を通じて、ネ

ットワーク型の人材育成を着実に進めてきた。また、

国際協力についてもアジア諸国における栄養関係の研

究機関との連携を中心に、研究ネットワークの構築を

進めている。 
 

2.評価委員会 
(1)外部評価委員会 

 下記の 9 名の委員で構成される国立健康･栄養研究

所外部評価委員会については、平成 21 年 3 月 18 日

(水)に平成 20 年度業務実績事後評価及び平成 21 年度

計画事前評価を行った。 
【委 員】 

五十嵐脩 (お茶の水女子大学名誉教授)(委員長) 

伊藤 裕 (慶応義塾大学医学部教授) 

逢坂哲彌 (早稲田大学理工学術院教授) 

加賀谷淳子 (日本女子体育大学客員教授) 

加藤則子 (保健医療科学院研修企画部長) 

川島由起子 (聖マリアンナ医科大学病院栄養部長) 

林  徹 ((独)農業･食品産業技術総合研究機構

食品総合研究所長) 

豊田正武 (実践女子大学教授) 

三保谷智子 (女子栄養大学出版部書籍編集課長) 

(2)内部評価委員会 

 下記により構成される国立健康･栄養研究所内部研

究業務評価委員会については、平成 20 年 11 月 20 日

(木)にプログラム／センター中間報告会を、平成 21
年 3 月 18 日(水)には平成 20 年度事後評価を行った。 
【委 員】 

芝池伸彰 (国際産学連携センター長併任) 

大森豊緑 (研究企画評価主幹) 

森田明美 (栄養疫学プログラムリーダー) 

田畑 泉 (健康増進プログラムリーダー) 

門脇 孝 (臨床栄養プログラムリーダー) 

江崎 治 (基礎栄養プログラムリーダー) 

饗場直美 (栄養教育プログラムリーダー) 

山田和彦 (食品保健機能プログラムリーダー) 

梅垣敬三    (情報センター長) 
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3.研究所主催･共催セミナー 
(1)当研究所主催第 10 回一般公開セミナー 
主 題: 生活習慣と健康－メタボリックシンドローム

を予防するために－ 
日 時: 平成 21 年 2 月 28 日(土) 

場 所: よみうりホール(東京都千代田区) 

主 催: 独立行政法人国立健康･栄養研究所 

後 援: 厚生労働省、文部科学省、東京都、千代田区、

国立保健医療科学院、国立国際医療センター、

社団法人日本医師会、社団法人日本栄養士会、

独立行政法人国民生活センター、財団法人健

康･体力づくり事業財団、特定非営利法人日

本健康運動指導士会 
賛助企業: アサヒ飲料株式会社、エムジーファーマ株式

会社、大塚製薬株式会社、オムロンヘルスケ

ア株式会社、株式会社カーブスジャパン、株

式会社ニチレイフーズ、ネスレ日本株式会社、

不二製油株式会社、マルサンアイ株式会社、

株式会社ミツカングループ本社、株式会社リ

コム 
プログラム: 
○研究所の活動報告(大森豊緑) 
(基調講演)「メタボリックシンドロームとはどんな病

気か」 

（国立国際医療センター研究所長 春日雅人） 

(講演 1)「国民の健康・栄養の現状」(由田克士) 

(講演 2)「食事バランスをいかに改善するか」 

（饗場直美） 

(講演 3)「身体活動量をいかに増やすか」 

（宮地元彦） 

(特別講演)「「ドラゴン」のネバーギブアップ運

動!!」（プロレスラー 藤波辰爾） 

(2)当研究所主催専門家向けセミナー 

ア. 調査実務編 

日時・場所:平成 20 年 8 月 1 日（大阪府） 

平成 20 年 8 月 7 日（愛知県） 

平成 20 年 8 月 8 日（岡山県） 

平成 20 年 8 月 26 日（岩手県） 

平成 20 年 8 月 30 日（東京都） 

プログラム： 

（講義 1）「健康・栄養調査の信頼性を高める－標準

化・精度管理の必要性－」（由田克士） 

（講義 2）「国民健康・栄養調査を行うための準備と精

度向上のための調査手技について」（荒井裕

介） 

（講義 3）「適切な食品番号の選択、調理による変化や

栄養素が強化されている食品の考え方につ

いて」（野末みほ） 

（演習 1）調査票を使った食事調査のデータ処理 

（情報提供 1・演習 2）調査票記入及び確認のポイント 

（情報提供 2）新たな栄養摂取状況調査集計ソフト

「食事しらべ（仮称）」の紹介について 

（意見交換）より効率的、効果的な調査の実施に向けて 

イ. 調査企画・解析・評価編 

日時・場所：平成 20 年 8 月 28 日（東京都） 

プログラム： 

（講義 1）「健康・栄養調査の設計のポイント～事業評

価や次期施策立案に向けての視点～」（国立

保健医療科学院技術評価部研究動向分析室

長 横山徹爾） 

（講義 2）「健康・栄養調査の企画と事業評価のポイン

ト～継続的な結果比較、評価のための企画、

結果評価～」（由田克士） 

（講義 3）「近年の管理栄養士・栄養士を取り巻く状況

について」（厚生労働省健康局総務課生活習

慣病対策室栄養・食育指導官 田中弘之） 

（意見交換）健康・栄養調査の企画・解析・評価に向

けて 

ウ.食事しらべ編 

日時・場所：平成 20 年 10 月 29 日午前・午後の 2 回

開催（東京都）、平成 20 年 10 月 30 日

午前・午後の 2 回開催（大阪府） 

プログラム： 

（講義）「「食事しらべ」の使用方法について」（野末 
みほ） 

（演習 1）「模擬調査票による、データの入力、エラー

チェック、調査票提出時の対応方法」（由田

克士、荒井裕介、野末みほ） 

（演習 2）「処理データの活用方法等について」（由田

克士、荒井裕介、野末みほ） 
 

4.意見交換会 
(1)独立行政法人農業･食品産業技術総合研究機構  

食品総合研究所 
日 時: 平成 20 年 12 月 18 日(木) 

議 題: 研究所の動向について 
 共同研究等について 

(2)独立行政法人国民生活センター 
日 時: 平成 21 年 1 月 16 日(金) 

議 題: 国立健康・栄養研究所における健康食品

に関する情報の収集と公開状況等、国民

生活センターにおける健康食品関連の対

応状況等、今後の連携について 

(3) 特定非営利法人日本健康運動指導士会 

日 時: 平成 21 年 2 月 4 日(水) 

議 題: 活動の現状について 

健康運動指導者養成における役割と今後

の両機関の連携について 

(4)社団法人日本栄養士会 

日 時: 平成 21 年 2 月 15 日(日) 

議 題: 平成 21 年度の事業協力、連携に関して、

国立健康・栄養研究所「栄養療法データ

ベース」運営の連携に関して、 

日本栄養士会「文献システム」の構築に向

けての検討について 
(5)東京都健康安全研究センター 

日 時: 平成 21 年 3 月 5 日(木) 

議 題: 国立健康・栄養研究所における健康食品
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に関する情報の収集と公開状況等、 
東京都健康安全研究センターにおける健

康食品等の関連業務、 
今後の連携の可能性を踏まえた意見交換 

(6)財団法人健康・体力づくり事業財団 
日 時: 平成 21 年 3 月 12 日(木) 

議 題: 国立健康・栄養研究所の状況について、

健康・体力づくり事業財団の事業計画等、 
今後の連携について 

 

5.研究倫理審査委員会 
 研究倫理審査委員会の各部会において、以下の課題

について、研究計画の倫理的妥当性等を審査した。 
(1)ヒトゲノム･遺伝子解析研究部会 

・オーダーメイドヘルスケアのための生活習慣病危険

因子および運動行動、摂食行動における遺伝的要因

の解明 
(2)実験動物研究部会 

・機能性食品素材の組合せによる有効性と安全性に関

する研究 
・視床下部腹内側核破壊動物の肥満病態に関する研究 
・熱産生における脳および消化管ペプチドの役割 
・睡眠とエネルギー代謝調節の脳機構の解明 
・骨粗鬆症の予防に関する栄養学的研究 
・糖代謝に及ぼす身体活動の影響 
・筋萎縮発症機序の解明 
・運動による生活習慣病予防機序の解明 
・肝臓における脂質代謝・合成の制御による生活習慣

病予防法の開発 
・特定栄養素欠乏による脳血管障害への影響およびそ

のメカニズムの解明 
・血管内皮細胞と膵β細胞における IRS-2 の役割につ

いて 
・鉄過剰負荷の体内葉酸濃度に及ぼす影響 
(3)疫学研究部会 

・現在の子どもの生活スタイルと身体活動レベル

（PAL）に関する研究 
・各種年代・活動レベルの対象における身体活動量の

把握及び簡易な身体活動量調査方法の評価に関する

研究 
・睡眠時代謝量・基礎代謝量および身体活動レベルが

その後の体重変動に及ぼす影響 
・日本人糖尿病患者に於ける食事、運動量の評価のた

めの予備的研究 
・ＩＴを用いた特定保健指導が内臓脂肪減少およびメ

タボリックシンドロームに与える影響 
・「健康づくり・生活習慣病予防のための食育事例」

の収集 
・保護者の栄養とサプリメントに対する意識調査 
・国際栄養分野の人材育成カリキュラム開発のための

ニーズ調査 
・大豆イソフラボン代謝産物の産生能に及ぼすフラク

トオリゴ糖の影響 
 

・生活習慣病予防のためのコホート研究「佐久健康長

寿プロジェクト」 
・ヒト血清免疫グロブリンの食品中アレルゲンに対す

る特異性に関する研究 
・若年成人の朝食欠食に関わる要因の検討 －親の食

習慣や食育実施状況を含めて－ 
・食品及び料理の目安量に関する研究 －食事調査に

おける申告値と摂取重量及び市場調査による検討－ 
・日本人の食育の意識に関する研究（食育の文化的な

分野の統一見解分析） 
・南極越冬隊員の生活習慣と健康状態との関連に関す

る予備的研究 
・新型テレビゲーム実施中のエネルギー消費量定量に

関する研究 
・高齢者を対象としたスローレジスタンストレーニン

グ法の長期的運動効果に関する研究 

【ヒトゲノム･遺伝子解析研究部会委員名簿】 
芝池伸彰 (理事：委員長) 

稲葉 裕 (実践女子大学教授) 

後藤田貴也 (東京大学医学部附属病院助教授) 

辻 誠治  (日本女子大学附属豊明小学校教諭) 

大森豊緑 (研究企画評価主幹) 

森田明美 (栄養疫学プログラムリーダー) 

門脇 孝 (臨床栄養プログラムリーダー) 

江崎 治 (基礎栄養プログラムリーダー) 

【実験動物研究部会委員名簿】 
 江崎 治  (基礎栄養プログラムリーダー：委員長) 

 窪田哲也  (臨床栄養プログラム栄養療法プロジ

ェクトリーダー) 

  永田純一  (食品保健機能プログラム食品分析プ

ロジェクトリーダー) 

 大坂寿雅  (健康増進プログラム上級研究員) 

【疫学研究部会委員名簿】 
 森田明美  (栄養疫学プログラムリーダー：委員長) 

 稲葉 裕  (実践女子大学教授) 

辻 誠治  (日本女子大学附属豊明小学校教諭) 

山口直人  (東京女子医科大学主任教授) 

饗場直美  (栄養教育プログラムリーダー) 

由田克士  (栄養疫学プログラム国民健康・栄養

調査プロジェクトリーダー) 

石見佳子  (栄養疫学プログラム生体指標プロジ

ェクトリーダー) 

田中茂穂  (健康増進プログラムエネルギー代謝

プロジェクトリーダー) 

 

6.栄養情報担当者(ＮＲ)の養成 
(1)第５回栄養情報担当者認定試験 

 日 時: 平成 20 年 6 月 15 日(日) 

 場 所: 明治学院大学(東京都港区) 
     関西大学(大阪市北区) 
 受験者数: 1,404 名 
  合格者数:  798 名 
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(2)第６回栄養情報担当者認定試験受験資格確認試験 

 日 時: 平成 20 年 11 月 16 日(日) 

 場 所: 慶應義塾大学芝校舎(東京都港区) 
 関西大学(大阪市北区) 

 受験者数:217 名 
 合格者数: 83 名 
(3)栄養情報担当者(ＮＲ)研修会の開催 

 仙 台 会 場: 平成 20 年 10 月 4 日(土) 

 東 京 会 場: 平成 20 年 10 月 13 日(月) 

 岡 山 会 場: 平成 20 年 10 月 18 日(土) 
 福 岡 会 場: 平成 20 年 10 月 25 日(土) 

 名古屋会場: 平成 20 年 11 月 22 日(土) 
 大 阪 会 場: 平成 20 年 11 月 29 日(土) 
(4)その他 

ＮＲ制度のあり方検討委員会: 

・第 3 回検討委員会（平成 20 年 6 月 18 日(水)) 
・「栄養情報担当者（NR）制度のあり方検討委員会報

告書」の提出（平成 20 年 8 月 15 日(金)) 

7.連携大学院 
(1)国立大学法人お茶の水女子大学 
(2)東京農業大学大学院 
(3)女子栄養大学大学院 
(4)早稲田大学スポーツ科学学術院 
(5)名古屋市立大学大学院 
 

8.他の研究機関等との連携 
(1)宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ） 
(2)国立極地研究所 
(3)航海訓練所 
(4)陸上自衛隊 
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Ⅱ 研究･業務の進捗及び成果の概要 

栄養疫学プログラム 
 
 
１．プログラム／プロジェクトの概要 
（１）プログラムの概要 

栄養疫学に関する基礎ならびに応用研究を行い、日本

人の食生活の多様化と健康への影響を明らかにするとと

もに、わが国の公衆栄養行政に不可欠な科学的根拠を提

供する。具体的には、国民健康･栄養調査の集計業務を

担当するとともに、結果の質の向上をめざした環境整備

や基礎研究を行う。また、食事摂取基準の改定において

必要とされる学術的資料を作成するとともに、そのため

の基礎研究を行う。 

 

（２）プロジェクトの概要 

ａ．国民健康・栄養調査プロジェクト 

・当研究所の法定業務である国民健康・栄養調査の集

計・解析業務を担当する。 

・国民健康・栄養調査等における調査精度の向上や技術

的・学術的なレベルアップに寄与できる調査・研究等

を実施する。 

・都道府県、政令市、中核市、特別区等に勤務する行政

栄養士を中心に関連する事柄について研修や情報提供

等の支援業務を行う。 

 

ｂ．食事摂取基準プロジェクト 

・５年ごとに改定されている「日本人の食事摂取基準」

の策定に必要な栄養学的知見を系統的、かつ、網羅的

に収集、蓄積、解読し、策定の効率化と質の向上の一

助とする。 

・日本人の食事摂取基準の策定に資する基礎資料を得る

ための、ヒトを対象とした栄養疫学研究を実施する。 

 

ｃ．生体指標プロジェクト 

・ミネラル、ビタミン A、ビタミン K、大豆イソフラボ

ンの栄養生理学的意義を明らかにするとともに、これ

らの血中及び尿中濃度(生体指標)の定量システムを確

立する。また、新規生体指標の開発を目指す。 

 

（３）構成メンバー 

 プログラムリーダー： 

森田明美 

 プロジェクトリーダー： 

由田克士 (国民健康･栄養調査プロジェクト) 

森田明美 (食事摂取基準プロジェクト／併任) 

石見佳子 (生体指標プロジェクト) 

 上級研究員： 

西牟田守 

山内 淳 

 研究員： 

荒井裕介 

野末みほ 

坪田（宇津木）恵 

 特別研究員： 

河嶋伸久 

大瀧裕子 

 客員研究員： 

佐々木敏  (東京大学） 

太田篤胤  (城西国際大学) 

呉  堅  (日清オイリオグループ株式会社中央

研究所) 

吉武 裕 （鹿屋体育大学） 

山本祐司 （東京農業大学） 

藤井康弘 （大塚製薬佐賀栄養製品研究所) 

 協力研究員： 

猿倉薫子 （お茶の水女子大学） 

三宅裕子 （イルシージャパン） 

祐成久美 （川崎市） 

千葉大成 （城西大学） 

王 新祥 （北京中医薬大学） 

武山英麿 （東海学園大学） 

岩本珠美 （県立広島大学） 

島田美恵子（千葉県立衛生短期大学） 

大木和子 （昭和女子大学） 

佐藤七恵 （聖徳大学） 

児玉直子 （東京栄養食糧専門学校） 

吉岡やよい 

森國英子 

松崎伸江 

佐藤裕美 （千葉県立衛生短期大学） 

 技術補助員： 

石井美子、大野尚子、福羅由美、鈴木洋子、 

紙 貴子、峯 恵美、望月恵理子、岡村信子、 

後藤千春、江崎潤子、井上絵里奈、吉田真咲、 

石川由花、谷中かおる(平成 20 年 7月～）、 

小板谷典子 (平成 20 年 12 月～） 

 事務補助員： 

髙橋良子、近藤明子 

 研修生： 

林 早苗 （昭和女子大学） 

安部文子 （実践女子大学） 

脇村智子 （東京栄養食糧専門学校） 

 
２．年度計画 
ａ．国民健康・栄養調査プロジェクト 

・国民健康・栄養調査の集計業務を担当する。 

・国民健康・栄養調査等における調査精度の向上や技術

的・学術的なレベルアップに寄与できる調査・研究等

を実施する。 
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・都道府県、政令市、中核市、特別区等に勤務する行政

栄養士を中心に関連する事柄について研修や情報提供

等の支援業務を行う。 

 

ｂ．食事摂取基準プロジェクト 

・日本人の食事摂取基準（2010 年版）策定に協力し、厚

生労働省並びに策定委員会に基礎資料を提供するため

にその収集と解読（系統的レビュー）およびデータベ

ース化を進める。 

・日本人における栄養素摂取状況と健康状態に関する栄

養疫学研究および食事摂取基準の活用に関する調査研

究を実施する。 

 

ｃ．生体指標プロジェクト 

・マグネシウム、カルシウム、ナトリウム等のミネラル、

脂溶性ビタミン、大豆イソフラボンの栄養生理学的意

義を明らかにするとともに、これらの血中及び尿中濃

度(生体指標)の定量システムを確立する。 

・脂溶性ビタミンの新たな生体指標としての可能性を検

討する。 

 
３．進捗状況（成果） 
ａ．国民健康・栄養調査プロジェクト 

●平成 19 年国民健康・栄養調査の集計 

・平成 19 年国民健康・栄養調査について、厚生労働省

健康局総務課生活習慣病対策室の指示に基づき、基本

集計表一式を 6 月 30 日に生活習慣病対策室へ提出し

た（前年比 40 日の短縮）。なお、平成 19 年国民健

康・栄養調査結果の概要（速報値）は平成 20 年 12 月

25 日に厚生労働省より発表された。 

●平成 20 年国民健康・栄養調査の集計 

・平成 20 年国民健康・栄養調査については、各自治体

からの調査票の提出を確認後､順次集計作業を開始・

継続している。 

●健康・栄養調査技術講習セミナーの開催 

・都道府県、政令市、中核市、特別区等に勤務する行政

栄養士を対象とした「健康・栄養調査技術研修セミナ

ー（調査実務編）」を大阪府豊中市(8 月 1 日)、愛知県

名古屋市(8 月 7 日)、岡山市(8 月 8 日)、岩手県盛岡

市(8 月 26 日)、当研究所(8 月 30 日)において開催し

た。また、「健康・栄養調査技術研修セミナー（調査

企画・解析・評価編）」を当研究所(8 月 28 日)におい

て開催した。 

●健康・栄養調査業務支援ソフトウェア「食事しらべ」

の作成及びこれに関する技術講習セミナーの開催 

・平成 20 年国民健康・栄養調査に向けて、栄養摂取状

況調査ならびに身体状況調査に対応した業務支援ソフ

トウエア「食事しらべ」を新規に作成し、利用を希望

する自治体へ配布するとともに、その利用状況や使い

勝手等についてアンケート調査を実施した。なお、操

作説明を兼ねた「健康・栄養調査技術研修セミナー

（食事しらべ編）」を東京都千代田区（10 月 29 日）で

2 回、大阪市（10 月 30 日）で 2 回（計４回）開催し

た。なお、「食事しらべ」については、名称および著

作権を登録した。 

●平成 20 年国民健康・栄養調査及び各自治体等が実施

する健康・栄養調査に関する情報提供 

・当研究所のホームページ上で平成 20 年国民健康・栄

養調査の適正な実施に資する情報を提供した。今年度

についても、過去に実施された国民健康・栄養調査の

際に問い合わせが多かった事項や誤りが多かった点に

ついて、Q&A 方式の対応事例を追加した。また、実際

の調査主体となる保健所における調査員の研修に用い

る教材や具体的な練習問題についても内容を追加・改

訂し充実させた。 

・国民健康・栄養調査及び各自治体等が独自に実施する

健康・栄養調査等に関して、質問や依頼があった場合

は、個別に技術支援を行った。 

・栄養摂取状況調査の精度向上と標準化を主たる目的と

した「標準的図版ツール（試作第２版）」を作成した。

これは前年度試作した「標準的図版ツール」を利用者

の意見に基づいて発展的に改訂したものである。今年

度も利用希望のあった保健所担当者へ配布し、実際の

調査に試用してもらった後、それらの内容に関してア

ンケート調査を実施した。また、「栄養摂取状況調査

のための標準的図版ツール（試作第２版）に基づく重

量目安表（試作版）」も作成し、同様の対応とした。 

・国民健康・栄養調査を担当した地方自治体主管部局や

保健所の管理栄養士等を対象としたアンケート調査を

実施し、本年度の支援業務の評価と次年度以降におけ

る支援の在り方等について情報収集を行った。 

●厚生労働省健康局総務課生活習慣病対策室との連携 

・「平成 20 年国民健康・栄養調査」の企画、各種調査票

の設計、食品番号表・調査必携の作成並びに厚生労働

省が開催している担当者会議等に関して、生活習慣病

対策室と密接に連携し、適切な調査が実施されるよう

最大限の対応を行った。 

●その他関連する受託業務等 

・厚生労働省医薬食品局食品安全部基準審査課からの受

託業務として平成 16 年度より実施している「食品摂

取頻度・摂取量調査」(国民健康・栄養調査方式の栄

養摂取状況調査等を季節ごとに各 3 日間実施)につい

て、データの集計・解析及び取りまとめを実施した。 

 

ｂ．食事摂取基準プロジェクト 

●日本人の食事摂取基準(2010 年版)策定 

・所内各部署の研究者と協力して、日本人の食事摂取基

準(2010 年版)の策定業務に、策定検討委員、ワーキン

ググループメンバー等として参加するとともに、ワー

キンググループ間の調整、連絡業務を実施した。 

・日本人の食事摂取基準の策定のための REFRENCE 事務

局をプロジェクト内に設置し、厚生労働省をはじめ策

定検討委員等研究所内外からの文献資料の依頼に応じ、

資料提供を行った。 

・今後の日本人の食事摂取基準策定における作業の円滑

化、科学的根拠を明確にするという目的から、実際の

策定に使用した文献並びに参照した文献を登録、管理

するシステム＜データベース＞を構築した。 

・参考資料として、①2005 年版食事摂取基準使用文献、

②2002 年以降の新たな関連文献、③前回検討不十分だ

った栄養素のメタ分析やレビュー、計 3086 件を収録

した新たなデータベースを、食事摂取基準検討委員会



 

 Ⅱ 研究･業務の進捗及び成果の概要 11

開始時に、各策定検討委員およびワーキンググループ

メンバーに配布した。 

●栄養素摂取状況と健康状態に関する栄養疫学研究 

・栄養疫学研究としては、肥満者の栄養教育・運動指導

による介入研究「佐久肥満克服プロジェクト」を所内

外の研究者等と共同で行った。肥満解消を目的とした

1 年間の栄養教育・運動指導の介入を行った結果、介

入群において体格や血中生化学指標に改善が見られる

とともに、エネルギー摂取は減少し緑黄色野菜や豆類

の摂取が増加していた。 

●食事摂取基準活用に関する調査研究 

・全国 6 都道府県の介護保険施設を対象に献立作成時の

食事摂取基準の利用と摂取エネルギー及び栄養素量の

設定に関するアンケート調査を行った。多くの介護保

険施設が、献立作成時に 2005 年版食事摂取基準を利

用・参照しており、基本的な献立の栄養素については、

食事摂取基準の推奨量もしくは目標量を使用している

ことが明らかになった。 

 

ｃ．生体指標プロジェクト 

●ビタミン K の栄養生理学的意義に関する研究 

・ビタミン K2 の骨代謝、脂質代謝及びその他の生体指

標に及ぼす影響について用量依存性を検討するため、

79 名の閉経後女性を対象に、MK-4 の二重盲検無作為

割付比較試験を実施した。 

●大豆イソフラボンの栄養生理学的意義に関する研究 

・大豆イソフラボンの代謝産物であるエクオールの生理

的意義を明らかにするため、閉経後女性を対象に二重

盲検無作為割付比較試験を実施した。 

・閉経後骨粗鬆症モデル動物を用い、エクオール産生を

亢進させる食品成分の検索を行った。 

・「健康食品」中の大豆イソフラボンの成分分析を行う

とともに、食品の表示に関する調査を行った。 

●ミネラルの摂取量に関する研究 

・就学前幼児の食事によるミネラル摂取量を推定した。

対象は三重県Ｔ市在住の 3 歳、4 歳、5 歳の幼児で、

各年齢の男女各 15 名、合計 90 名であった。夏、秋、

冬の１日に摂取した食事を陰膳方式で採取し、化学分

析によりカルシウム、マグネシウム、カリウム、ナト

リウム、鉄、亜鉛、銅、マンガン摂取量を測定した。

摂取量は食事摂取基準と比較すると大きく異なってい

た。ナトリウムの摂取量は体重の増加とともに増加し、

体重当たりカルシウム摂取量は年齢が上昇するにつれ

て低下した。 

・たんぱく質の摂取量とカルシウム、マグネシウム、リ

ンの出納との関係を出納実験のデータをもとに解析し

た。実験で設定したたんぱく質摂取量のレベルでは、

たんぱく質の摂取量はカルシウムの尿中排泄量と正の

相関を示したが、3 元素の出納とは相関せず、食事摂

取基準で言われている、たんぱく質の摂取量がカルシ

ウム出納に与えるという根拠は示されなかった。 

●生体指標の定量システム確立に関する研究 

・昨年度に確立した時間分解蛍光免疫測定法による各種

生体指標の測定系及び RIA 法による血中 25(OH)D の定

量システムを用い、ヒトを対象とした栄養素及び食品

成分の栄養生理学的意義に関する研究で活用した。 

・血中ビタミン K の定量システムの確立に向けた研究を

開始した。 

●新規生体指標の開発に関する研究 

・メタボリックシンドロームの指標となるビタミン A 結

合タンパク(RBP4)遺伝子発現制御機構を明らかにする

ための研究を実施し、脂肪細胞における RBP4 遺伝子

発現制御に関与するプロモーター領域を特定した。 
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健康増進プログラム 
 
 
１．プログラム／プロジェクトの概要 
（１）プログラムの概要 

健康増進プログラムは、（独）国立健康・栄養研究所

中期計画に示された生活習慣病予防のための運動と食事

の併用効果に関する研究を行う。 

厚生労働省が 5 年ごとに行っている「健康づくりのた

めの運動基準」と「健康づくりのための運動指針(エク

ササイズガイド)」及び「日本人の食事摂取基準」の改

定作業に積極的に関与すると同時に、それらの改定のた

めの科学的根拠の提示を行う。 

また、エクササイズガイド達成のための積極的な休養

法についての研究を行う。 

さらに、身体活動・運動量の増加によるメタボリック

シンドローム、生活習慣病の予防等に関する科学的根拠

を明らかにするための研究を行う。 

 

（２）プロジェクトの概要 

ａ．運動ガイドラインプロジェクト 

厚生労働省の「健康づくりのための運動基準」や「健

康づくりのための運動指針（エクササイズガイド）」策

定及びその普及・啓発に資する研究・調査並びに、それ

らを活用した生活習慣病予防の方策に関する以下の研

究・調査を実施する。 

・「健康づくりのための運動基準 2006」に示された生活

習慣病予防のために必要な身体活動量・運動量・体力

の基準の妥当性を検討するための大規模無作為割付介

入研究を行う。 

・安全で効果的な生活習慣病予防と介護予防のための筋

力トレーニング法に関する研究を行う 

・健康づくりのための運動基準ならびに運動指針作成の

ための文献収集並びに検討を行う。 

 

ｂ．エネルギー代謝プロジェクト 

厚生労働省の「日本人の食事摂取基準」における推定

エネルギー必要量、および「健康づくりのための運動基

準」と「健康づくりのための運動指針(エクササイズガイ

ド)」における身体活動量･運動量の把握に資する研究と

して、以下の調査･研究を行う。 
・身体活動・運動の定量化の方法を開発する。 
・身体活動レベルに寄与する活動強度や活動内容を対象

特性別に明らかにする。 
・運動の種類の違い（レジスタンス運動など）がエネル

ギー代謝と基質代謝に及ぼす影響を明らかにする。 
 

ｃ．休養プロジェクト 

「健康づくりのための運動指針 2006(エクササイズガイ

ド 2006)」で示された身体活動量及び運動量の達成を可

能とするために、適切な休養の取り方に関する以下の研

究を行う。 

・休養の必要性また回復をみる目的で、身体疲労と精神

疲労の定量化に関する研究を行う。 

・休養に重要である睡眠に関する研究を行う。 

 

 

（３）構成メンバー 

 プログラムリーダー： 

   田畑 泉 
 プロジェクトリーダー： 

宮地元彦 （運動ガイドラインプロジェクト） 

田中茂穂 （エネルギー代謝プロジェクト） 
田畑 泉 （休養プロジェクト／併任） 

 上級研究員： 

髙田和子 
   熊江 隆 

大坂寿雅 
特別研究員： 

   谷本道哉 
朴 鍾薫 

 流動研究員： 

村上晴香 （循環器病研究振興財団） 
大河原一憲（循環器病研究振興財団） 

客員研究員： 

   木村靖夫 （佐賀大学） 
   川中健太郎（新潟医療福祉大学） 
   寺田 新 （早稲田大学） 

真田樹義 （早稲田大学） 
   山元健太 （早稲田大学） 
   家光素行 （環太平洋大学） 

二見 順 （東日本国際大学） 
田中千晶 （桜美林大学） 
引原有輝 （千葉工業大学） 
井上修二 （共立女子大学） 

 協力研究員： 

安田 剛 （株式会社ティップネス） 
河野 寛 （早稲田大学） 

   片山利恵 （NPO 法人健康早稲田の杜） 
緑川泰史 （早稲田大学） 
別所京子 （聖徳大学） 
鈴木洋子 （株式会社ウェル・ビーイング） 

技術補助員： 

佐々木梓、吉池秀之、曹 振波、大森由美、 

塙 智史、田中憲子、丸藤祐子、川上諒子、 

広佐古愛湖、小暮寛子、三宅理江子、安藤貴史、 

田中祥子、坂田晶子、上野優子、東 保子、 

山本久子、吉田美代子、京須 薫、阿部瑞江 

 研修生： 

藤本恵理 （早稲田大学） 
山口 航 （早稲田大学） 
吉田明日美（昭和女子大学） 
吉川由佳里（昭和女子大学） 
吉田夏美 （昭和女子大学） 
鈴木明子 
魚住佳代 
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２．年度計画 
ａ．運動ガイドラインプロジェクト 

・生活習慣病発症に関する大規模前向き研究に関して

1,500 名のコホートを構築し，ベースラインデータの

分析を行うとともに、介入を開始し、その効果を検討

する。 

・筋力トレーニングの効果と実施方法について，動脈の

スティフネス、血管内皮機能並びに血流量に関して検

討する。 

・メタボリックシンドローム該当者に対して「エクササ

イズガイド 2006」に基づいた運動介入研究を実施する。 

・「健康づくりのための運動指針(エクササイズガイ

ド)」の記載された簡便な持久力測定法の妥当性の検

証を行う。 

 

ｂ．エネルギー代謝プロジェクト 

・成人と子どもの身体活動レベルや総エネルギー消費量

の変動要因を、対象特性別に特定するとともに、質問

紙や歩数を用いた身体活動レベルおよび総エネルギー

消費量の推定法を確立する。 

・小児の代表的な活動の強度（メッツ値）の標準値を再

検討する。 
・レジスタンストレーニングが身体活動量や脂質代謝に

及ぼす影響を明らかにする。 
・体重増加の予防に有効な身体活動レベルを、ＤＬＷ

（二重標識水）法を用いた観察研究により検討する。

また、睡眠時代謝量や基礎代謝量と、その後の体重増

加との関係について検討する。 
 
ｃ．休養プロジェクト 

・健常な成人を被験者とし、一過性の肉体的負荷による

身体疲労と精神疲労の発生・減衰を、睡眠時心臓自律

神経バランスと心理状況アンケート調査を指標として

明らかにする。 

・長距離選手等の運動選手を被験者とし、継続的な肉体

的負荷による身体疲労の変動を血清生化学検査及び非

特異的免疫能により明らかにする。 

・血清及び唾液の総抗酸化能の測定法を確立し、休養の

新しい客観的指標として検討する。 

・成人女性を被験者とし、月経前症候群に代表される生

理周期による精神的影響を心拍スペクトル解析による

睡眠時心臓自律神経バランスの変動により明らかにす

る。 

・実験動物を用い、睡眠とエネルギー代謝調節の脳機構

における視床下部プロスタグランジンと GABA の作用

とその機構を明らかにする。 

 
３．進捗状況（成果） 
ａ．運動ガイドラインプロジェクト 

・運動基準 2006 で示された身体活動量、運動量、体力

の基準値の妥当性について検討するための大規模無作

為割付け介入研究について、本年度は、650 名を 3 群

に割り付け、非活動な介入群に対し三次元加速度計を

用いた身体活動改善指導を実施した。 

ベースライン測定結果を横断的に分析すると、体力

（最大酸素摂取量）の低い者は高い者と比較して、動

脈スティフネス、血圧、体重、腹囲、血糖値などほぼ

全ての生活習慣病危険因子が高いことが示された。ま

た。3 次元活動量計で評価した、3 メッツ以上の強度

の身体活動の量も、体力ほどその関連は強くないが、

動脈スティフネスや中性脂肪と関連することが示唆さ

れた。 

１年間の介入期間終了後、3 メッツ以上の強度の身

体活動の量が介入群のみで有意に増加した。また、介

入群のみで HDL コレステロールの低下が見られなかっ

た。それ以外の生活習慣病リスクファクターの変化に

3群間で有意差は認められなかった。 

・新しい筋力トレーニング方法の一つである緊張力維持

法(スロトレ)の効果を検討するために、37 名の健康男

性を対象として、スロトレ群、通常筋トレ群、対照群

の 3 群を比較する無作為割付介入研究を実施した結果、

通常の筋トレとは対照的に、スロトレは動脈スティフ

ネスを改善すること、通常筋トレ群とスロトレ群両方

で大腿筋厚や四肢血流量が増加すること、安静時代謝

が増加することが示唆された。また、スロトレ実施後

は、自転車運動などの動的運動中の活動筋放電パター

ンが、平坦化し、効果的な筋力発揮ができなくなるこ

とが示唆された。 

・「エクササイズガイド 2006」で示された持久性能力の

簡便な推定法の推定精度は低いことが明らかになった

ことから、より推定精度の高い歩数及び身体活動量等

による最大酸素摂取量の推定法を開発した。 

・健康運動指導士がエビデンスに基づいた身体活動･運

動指導を行うための研究論文データベースを、健康･

体力づくり事業財団と協力して作成した。平成 18 年

度末には約 1,200 本の論文データベースが構築された

が、本年度は歩数、身体活動、運動リスクマネージメ

ントなどのテーマを中心に約 50 編の論文をデータベ

ースに追加した。 

・佐久肥満克服プログラムの身体活動量評価ならびに身

体活動･運動介入を担当した。平成 19 年 7 月の 1 年目

測定から約 12 ヶ月間の身体活動量評価及び活動量計

を活用した自己管理による介入を実施した結果、一日

あたり約 1,800 歩の身体活動量の増加が見られ、収縮

期血圧約 8 mmHg、体重 4.5kg、腹囲 4cm、並びに内臓

脂肪量の低下が観察された。 

 

ｂ．エネルギー代謝プロジェクト 

・20～79 歳の成人男女について、DLW 法で測定した 1
日のエネルギー消費量と内藤らが開発した身体活動量

評価の簡易質問紙により評価した活動量を比較し、そ

の妥当性の評価、身体活動レベルに影響する活動の内

容について検討した。その結果、本質問紙は従来の質

問紙に比べ、DLW 法により測定したエネルギー消費

量との相関は高いが、身体活動レベルで区分する場合

には、誤判別が多いこと、身体活動レベルには、かな

り軽度の活動と中強度の活動の時間が関連しているこ

とが明らかになった。 
・小学生から高校生の身体活動量の評価の研究の一環と

して、高校生男女 65 名について、DLW 法によるエネ

ルギー消費量の測定、生活活動の調査、歩数の調査を

実施した。サンプルの分析を進めており、中学生 78
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名のデータにおいて、総エネルギー消費量は 2,556±
589kcal、身体活動レベルは 1.85±0.28 であった。 

・69 名の小学生を対象に、様々な活動別の活動強度を測

定するとともに、加速度計による推定法の妥当性を検

討した。 
・成人を対象として、市販の加速度計について、歩行ス

ピードとピッチを変えた時のエネルギー消費量及び歩

数の評価の精度に与える影響について検討した。その

結果、一軸の加速度計では、低ピッチの歩行において

エネルギー消費量を過少評価し、その傾向は歩行スピ

ードが速くなるほど大きいことが明らかになった。 
・レジスタンストレーニングによる介入の効果、および

ボディビルダーと一般健常人との比較のいずれにおい

ても、ヒューマンカロリメーターにより評価した脂質

酸化能に、対照群と有意な差はみられなかった。 
・睡眠時代謝量とその後の体重増加との間には、有意な

関係はみられなかった。 
 

 

 

 

 

 

 

ｃ．休養プロジェクト 

・大学生の長距離選手を被験者とし、10 日間の強化合宿

による身体疲労と精神疲労の発生・減衰を、睡眠時心

臓自律神経バランスと心理状況アンケートを指標とし

て調査した。同じ合宿に参加した 44 名の選手につい

ては、心理状況アンケートのみを行ったが、強化合宿

後の方が合宿前よりも疲労を含め心理状況は改善して

いた。 

・女子長距離選手において、夏期合宿による身体疲労が

血清生化学検査における有意の変動として認められな

い場合でも、非特異的免疫である血清オプソニン化能

の低下として認められることを明らかにした。 

・血清の新しい総抗酸化能の測定法を確立し、女子大学

生 127 名について測定を行い、血清の総抗酸化能には

尿酸の寄与が大きいことを明らかとした。 

・女子大学生 11 名を被験者とし、心拍スペクトル解析

による連続した３日間の月経前の睡眠時心臓自律神経

バランスの変動と睡眠に対する主観的満足度及び心理

状況アンケートの関連性について現在解析中である。 

・プロスタグランジン E2 による熱産生誘起に視床下部

終板器官周囲部で GABA の作用を抑制する機構が存在

する可能性、及び中枢性肥満の誘起に腹部臓器でアセ

チルコリン受容体を介した細胞増殖機構がある可能性

を明らかにした。  



 

 Ⅱ 研究･業務の進捗及び成果の概要 15

臨床栄養プログラム 
 
 
 
１．プログラム／プロジェクトの概要 
（１）プログラムの概要 

臨床栄養プログラムは、「重点調査研究に関する事

項」の「生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果

に関する研究」に対応し、運動･身体活動による生活習

慣病の一次予防、食事と遺伝的因子の相互作用の解明並

びに運動と食事とによるテーラーメード予防法に関して、

ヒトを対象とした試験、動物や細胞等を用いた研究を行

う。近年、我が国において糖尿病患者は増加の一途をた

どり、罹患者数は約 890 万人を数えるに到っている。糖

尿病は高齢者における主要な疾患の１つであり、糖尿病

に肥満･高脂血症･高血圧が合併するメタボリックシンド

ロームは動脈硬化を促進し、心筋梗塞･脳卒中のリスク

増大を介して日本人の健康寿命を短縮する最大の原因と

なっている。糖尿病などの生活習慣病は、複数の遺伝因

子に加えて環境要因が組み合わさって発症する多因子病

であり、その 1 つ 1 つの因子は単独では生活習慣病を発

症させる効果は弱いが、複数の因子が組み合わさって生

活習慣病を発症させると考えられている。また近年の我

が国における糖尿病患者数の急増については、日本人が

欧米人に比べ、膵β細胞のインスリン分泌能が低い(遺

伝的素因)ために、高脂肪食などの食事内容の欧米化や

運動量の低下といった変化(生活習慣要因)による肥満･

インスリン抵抗性状態に対して、膵β細胞がこれを十分

に代償できないことがその一因と考えられている。この

ような生活習慣病の特性を踏まえて、本プログラムでは

糖尿病や動脈硬化症の発症･進展の遺伝的要因、環境要

因並びにその分子メカニズムを解明する。 

  
（２）プロジェクトの概要 

ａ．メタボリックシンドロームプロジェクト 

生活習慣病を効果的に予防するためには、生活習慣病

の根本的な分子病態の解明とそれに立脚した生活習慣へ

の介入が必須である。現在急増している２型糖尿病は、

複数の遺伝因子に加えて環境要因が組み合わさって発症

する多因子病である。そこで本プロジェクトは、2 型糖

尿病を発症しやすくする遺伝子多型を同定し、その機能

が未知のものに対しては、動物モデルを用いて解析する。

また半定量食品摂取頻度調査に基づいた個々人の各栄養

素摂取量並びに身体活動量と、これまでに同定した 2 型

糖尿病を発症しやすくする遺伝子多型の組み合わせが、

肥満度や血糖値などの臨床指標にどのように影響を及ぼ

しているか、コホート集団を対象に調査・解析する。 
 

ｂ．栄養療法プロジェクト 

近年の我が国における糖尿病患者数の急増については、

高脂肪食に代表される食習慣の欧米化や車の普及などに

よる運動不足といった生活習慣に基因する肥満・インス

リン抵抗性に対して、膵β細胞がこれを十分に代償でき

ないことがその一因と考えられている。そこで、本プロ

ジェクトでは高脂肪食負荷に伴うインスリン抵抗性と代

償性のインスリン分泌増加の分子メカニズムについてモ

デル動物を用いて詳細に検討する。 
 

（３）構成メンバー 

プログラムリーダー： 

門脇 孝 

プロジェクトリーダー： 

窪田直人 （メタボリックシンドロームプロジェ

クト） 
窪田哲也 （栄養療法プロジェクト） 

特別研究員： 

粟澤元晴 

客員研究員： 

門脇弘子 （東京家政学院大学大学院・家政学部

児童学科教授、保健管理センター所

長） 

野田光彦 （国立国際医療センター研究所･内分

泌 代謝･臨床検査部長） 
原 一雄 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

協力研究員： 

眞鍋一郎 （東京大学医学系研究科循環器内科） 

窪田直人 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

松下由実 （国立国際医療センター研究所･国際

臨床研究センター･国際保健医療研

究部国際疫学研究室長） 
流動研究員： 

大石由美子（東京大学医学系研究科循環器内科） 

技術補助員： 

加藤美智子、河野小由紀（～10 月）、 

篠原清子（2月～） 

研修生： 

高本偉碩 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 
泉 和生 （財団法人国際協力医学研究振興財

団） 

加藤昌之 （財団法人国際協力医学研究振興財

団） 

井上真理子（東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

勝山修行 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

小島敏弥 （東京大学医学系研究科循環器内科） 

笹本さやか（東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

内山弓子 （東京家政学院大学大学院・人間生活

学研究科） 
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２．年度計画 
ａ．メタボリックシンドロームプロジェクト 

●各栄養素摂取量と遺伝子多型の相互作用の検討 

これまで罹患同胞対法を用いた全ゲノム解析と候補遺

伝子アプローチを組み合わせた統合的解析によって PPAR

γ遺伝子、アディポネクチン遺伝子、PGC-1 遺伝子、AMP

キナーゼα２サブユニット遺伝子、HNF4α遺伝子が日本

人におけるインスリン抵抗性や２型糖尿病の感受性遺伝

子であることを明らかにしている。しかしながら、糖尿

病をはじめとする生活習慣病は遺伝素因に環境因子の影

響が組み合わさって発症する多因子病であり、個々人の

易罹患性を予測するためには、個々の遺伝素因と環境因

子に加えて遺伝素因・環境因子の相互作用を考慮に入れ

た解析を行いそのデータに立脚した易罹患性予測式を構

築する必要がある。これまでアディポネクチン遺伝子多

型は肥満者でより強く血中アディポネクチン値に影響を

与えていることを明らかにしているが、本プロジェクト

では、これまでに明らかにしたインスリン抵抗性やイン

スリン分泌、２型糖尿病に関与する遺伝子多型、各栄養

素摂取量、身体活動量、それらの相互作用項を説明因子

として、肥満度、血糖値、糖尿病の有無などの従属変数

をどのように説明しうるかをロジスティック解析によっ

て検討する。コホートの対象者についてアディポネクチ

ン遺伝子、アディポネクチン受容体１および２遺伝子、

AMPKα2 サブユニット遺伝子、レジスチン遺伝子、HNF4

α遺伝子、PPARγ2 遺伝子、β3 アドレナリン受容体遺

伝子、PGC-1 遺伝子に加えて、欧米で報告され日本人で

も２型糖尿病感受性遺伝子であることを確認した TCF7L2

遺伝子、HHEX 遺伝子のタイピングを行い、ロジスティッ

ク解析によってインスリン抵抗性、２型糖尿病発症に関

与する遺伝素因と環境因子の組み合わせを抽出する。 

●遺伝素因の機能解析 

これまでに２型糖尿病を発症させやすくしていること

が遺伝子多型を利用した患者対照相関解析によって明ら

かにした遺伝子で、その機能が未知のものについては、

遺伝子欠損マウスの解析を行う。実際に糖尿病を発症す

るかどうか高脂肪食などの環境因子を負荷して表現型を

解析し、栄養と遺伝子多型の相互作用について検討する。 

 

ｂ．栄養療法プロジェクト 

●糖尿病の研究（インスリン分泌を中心に） 

 ２型糖尿病モデル動物、肥満モデル動物に高脂肪食を

負荷した時の膵β細胞に与える影響について in vivo の

系で解析を行うとともに、遺伝子操作動物の膵β細胞株

を樹立して in vitro でも解析可能な系を確立すること

により、膵β細胞増殖機構の分子メカニズムをさらに詳

細に検討する。 

●メタボリックシンドロームの研究（インスリン抵抗

性を中心に） 

 高脂肪食は、肝臓や骨格筋の中性脂肪含量を増加させ、

肝臓や骨格筋のインスリンシグナルを様々な分子メカニ

ズムにより障害することで、インスリン抵抗性を惹起す

ると考えられるが、我々は最近、高脂肪食を負荷した生

活習慣病モデル動物では、血管や血管内皮におけるイン

スリンシグナルが低下しており、このことが骨格筋のイ

ンスリン抵抗性ならびに動脈硬化の進展に関与している

可能性があるという興味深い知見を得た。そこで本プロ

ジェクトでは、血管内皮をターゲットにした遺伝子操作

動物を作出しその解析を行うことで、血管内皮における

インスリンシグナルが全身のインスリン抵抗性や動脈硬

化の進展に果たす役割を検討する。 
 
３．進捗状況（成果） 
ａ．メタボリックシンドロームプロジェクト 

●各栄養素摂取量と遺伝子多型の相互作用の検討 

これまで罹患同胞対法を用いた全ゲノム解析と候補遺

伝子アプローチを組み合わせた統合的解析によって PPAR

γ遺伝子、アディポネクチン遺伝子、PGC-1 遺伝子、

AMPKα２サブユニット遺伝子、HNF4α遺伝子、TCF7L2 遺

伝子と HHEX 遺伝子が日本人におけるインスリン抵抗性

や２型糖尿病の感受性遺伝子であることを明らかにした。

さらに平成 20 年度は Whole Genome Association Study

による解析から 6 回膜貫通型の電位依存性カリウムチャ

ンネルである KCNQ1 が日本人の 2 型糖尿病感受性遺伝子

であることを明らかにした。本遺伝子のリスクアリル頻

度は 0.4～0.6 で、また糖尿病発症のオッズ比が 1.3～

1.4 と非常に高く、今まで明らかにされた日本人の 2 型

糖尿病感受性遺伝子の中でも最も主要な遺伝子の一つで

あると考えられた。さらに KCNQ1 遺伝子多型はアジア人

においても日本人と同様に 2 型糖尿病感受性遺伝子であ

ることが確認された。その機能については、リスクアリ

ル保持者ではインスリン抵抗性の指標である HOMA-IR と

は相関が認められなかったが、インスリン分泌能の指標

である HOMA-βが有意に低下していたことから、KCNQ1

はインスリン分泌にかかわっている可能性が示唆された。 

●基礎代謝に影響を与える遺伝素因の研究 

これまでに２型糖尿病を発症させやすくしていること

が遺伝子多型を利用した患者対照相関解析によって明ら

かになった遺伝子で、その機能が未知のものについて、

遺伝子欠損マウスを作製し解析を行った。当該遺伝子欠

損マウスに対してインスリン負荷試験と糖負荷試験を行

ったところ、インスリン抵抗性は認めず、インスリン分

泌低下に伴う耐糖能異常を呈していることが明らかにな

った。インスリン分泌低下のメカニズムを明らかにする

ために、膵島の面積を検討したところコントロールマウ

スと差を認めなかったが、当該遺伝子欠損マウスから単

離した膵島では、グルコース刺激後の細胞内 Ca 濃度が

有意に低下しており、当該遺伝子はグルコース応答性イ

ンスリン分泌機構において重要な役割を果たしている可

能性が示唆された。また、当該遺伝子 SNP17 の 2 型糖尿

病リスクアリル保持者は非保持者に比べて遺伝子発現が

低下していることを確認した。 

 
ｂ．栄養療法プロジェクト 

●糖尿病の研究 (インスリン分泌を中心に)  

我々はこれまでに 2 型糖尿病モデル動物、肥満モデル

動物を用いた検討から、高脂肪食誘導性のインスリン抵

抗性に対する代償性インスリン分泌亢進において膵β細

胞の代償性過形成が生じていること、その代償性過形成

にインスリン受容体基質(IRS)-2 が重要な役割を果たし

ていることを明らかにした。平成 20 年度は、その分子

メカニズムをさらに解析するために、まず IRS-2 欠損膵
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β細胞株の樹立を試みた。これまでに樹立した IRS-

2flox/flox 膵β細胞株に Adeno-Cre を感染させると、

Adeno-Cre 濃度依存的にゲノムレベルで IRS-2 が欠失し、

さらに mRNA レベルや蛋白レベルでも IRS-2 の発現は 90%

近く抑制された。一方同じファミリーである IRS-1 の発

現には影響は認められず、IRS-2 だけ欠損した膵β細胞

株の樹立に成功した。この IRS-2 欠損膵β細胞株を用い

てグルコース応答性インスリン分泌について検討を行っ

たところ、Adeno-LacZ を感染させたコントロール株とほ

ぼ同程度に保たれていた。一方、細胞の増殖については

コントロール群に比し、IRS-2 を欠損した膵β細胞株で

は増殖が有意に障害されており、IRS-2 が膵β細胞の機

能ではなくむしろ増殖に関与していることが示唆された。 

●メタボリックシンドロームの研究 (インスリン抵抗

性を中心に) 

これまで、我々は血管内皮細胞において主要な IRS で

ある IRS-2 に着目し、インスリン抵抗性と血管内皮機能

について、血管内皮細胞特異的 IRS-2 欠損マウス

(ETIRS2KO マウス)および高脂肪食誘導性肥満モデル動物

を用いて検討を行った。その結果、血管内皮細胞のイン

スリンシグナル障害による血管内皮機能障害の結果、骨

格筋の間質へのインスリンの移行が低下し、骨格筋の糖

取り込みが低下するというメカニズムが存在することが

示唆された。そこで平成 20 年度は、血管内皮機能改善

薬を ETIRS2KO マウスと高脂肪食誘導性肥満モデル動物

に投与し、骨格筋のインスリン抵抗性が改善するかどう

かについて検討した。ETIRS2KO に血管内皮機能改善薬を

投与すると eNOS の mRNA と蛋白レベルがコントロールマ

ウスの約 2 倍に増加した。また、ETIRS2KO で認めたイン

スリン刺激後の eNOS のリン酸化の低下は、コントロー

ルマウスとほぼ同程度まで増加し、血管内皮機能が改善

した。さらに ETIRS2KO で認めた骨格筋の間質のインス

リン濃度の低下は、血管内皮機能改善薬投与によりコン

トロールマウスとほぼ同程度まで増加し、骨格筋のイン

スリン抵抗性が改善した。同様に高脂肪食誘導性肥満モ

デル動物に血管内皮機能改善薬を投与したところ、高脂

肪食誘導性肥満モデル動物で認めた血管内皮機能障害が

改善し、骨格筋の間質のインスリン濃度がコントロール

マウスと同程度まで増加し、骨格筋のインスリン抵抗性

が改善した。以上の結果から血管内皮機能が骨格筋イン

スリン感受性調節に重要な役割を果たしていることが明

らかになった。 
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栄養教育プログラム 
 
 
１．プログラム／プロジェクトの概要 
（１）プログラムの概要 

生涯を通じた健康づくりのための健康・栄養教育のあ

り方や環境整備について、食育･生活習慣病予防･栄養ケ

ア･マネジメント(食介護)の 3 プロジェクトで研究する。 

栄養教育（保健指導）や食育、食介護の実践現場で抱

える問題点を掘り起こし、より効果的な事業展開をする

ための方法論や評価法の開発を含める実践的研究を産官

学共同で取り組む。子供、成人、高齢者それぞれのライ

フステージにおける食生活および食習慣と健康に関する

問題を明らかにする。また、コホートを使った研究によ

って、生活習慣病等の疾患発症とそれら疾患の発症に関

連する種々の要因（環境要因、遺伝的要因）との関連性

を検討し、栄養教育、食育等の実施への基礎データを構

築し、テーラーメードヌトリションの確立を目指す。 

 
（２）プロジェクトの概要 

ａ．食育プロジェクト 

平成１７年に施行された「食育基本法」に基づいて、

多くの団体（国、地方自治体、地域ボランティア、生産

者、企業など）が積極的に展開している食育の実践活動

を支援する。また、食育基本計画の中には、５年後の見

直しを視野に入れた、数値目標が設定されており、その

達成状況を評価する。食育活動展開の為の科学的基盤を

得るためにフィールドでの調査研究を実施すると共に食

育の現状解析と評価法について研究する。特に、食育の

教育方法や評価法の開発に重点をおく。また、海外での

食育の現状を把握するため、海外の食育に関する論文を

レビューし、日本と海外の食教育に関する意識の差異に

ついて比較検討する。 
 

ｂ．生活習慣病予防プロジェクト 

生涯を通じた健康づくりに有効な栄養教育方法の確立

を目指して、特に成人期の生活習慣病予防のためのリス

ク因子抽出･介入方法検討の基礎的基盤を築く。 

新規健診･保健指導に寄与するため、メタボリックシ

ンドローム予備群･有病者群を減少させる効果的介入の

科学的基盤を確立する。肥満者を対象に運動および栄養

教育による介入研究を実施し、肥満や生活習慣病の発症

にかかる様々な環境要因（食事・生活習慣・社会環境

等）や遺伝的要因を総合的に検討し、効果的な栄養教育

の方法や成果にかかる評価指標について研究する。 

また、大規模コホートを設定し、肥満や糖尿病などの

リスク因子抽出のための縦断研究を行い、肥満や糖尿病

予防のための栄養教育法を確立する。 

 

ｃ．栄養ケア・マネジメントプロジェクト 

高齢者の食環境を調査研究し、QOL を高く保つ方法を

研究する。摂食･嚥下困難を有する高齢者に対する食事

療法･栄養療法のあり方について問題の把握と対策を立

案する。異分野の専門家によるワークショップを開催し、

実行に向けて改善案を提言する。高齢者施設や在宅での

摂食・嚥下困難を伴う高齢者への栄養ケア・マネジメン

トの質的向上を目指して、わが国の高齢者の介護現場で

の食をめぐる問題点を抽出し、その改善策を検討する。

特に、食介護（食を通じた介護）を食事を通じての全人

的ケア・マネジメントとして位置づけ、「最期まで口か

ら食べる幸せ」を維持できる、食介護を目指して、産官

学共同で食介護のあり方について検討する。 

 

（３）構成メンバー 

プログラムリーダー： 

饗場直美 
プロジェクトリーダー： 

饗場直美 （生活習慣病予防プロジェクト） 

Melissa Melby（食育プロジェクト） 

手嶋登志子（栄養ケア･マネジメントプロジェクト） 

上級研究員： 

山田晃一 
特別研究員： 

中出麻紀子 
客員研究員： 

石渡尚子 （跡見学園） 

川上純子 （相模女子大学短期大学部） 

協力研究員： 

平川あずさ（「食生活」編集員） 

日比野佐和子（同志社大学） 

石田淳子 （浜松大学） 

山田五月 （多摩小平保健所） 

技術補助員： 

須田尚美、三上陽子、竹沢純 
研修生： 

清水智美 （御茶の水女子大学） 
 
２．年度計画 
ａ．食育プロジェクト 

・食育に関係する文化的要素を把握するため、共通認識

分析(Weller 2007)を行い、食育実践にかかる問題に

ついて、食育に対する専門家と一般の人との間の認識

の乖離や共通認識を明らかにする。 

・若年成人における朝食欠食に関する要因を解析するた

めの親子を対象としたアンケート調査を実施する。大

学生とその親に対して食生活や食習慣、食嗜好につい

ての調査を実施する。特に幼児期の親の子どもへの食

態度や食意識について検討し、親の意識や食態度が子

どもにどの様に伝播するのか明らかにする。 

・DOHaD 仮説（バーカー仮説）を検証するため、母子健

康手帳を使って、妊娠期の母親の状況、胎児期の発育

状況から出生後 6 年間の母子の情報を収集し、胎児期、

出生期、乳児・幼児期の発育状況と学童期の健康状態

（肥満等）の関連性を明らかにする。 

・海外の食育に関する論文のレビューを用いて、日本と

海外の食育に対する意識の比較し、日本の食育を世界

に紹介する。 
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ｂ．生活習慣病予防プロジェクト 

・平成 18 年度から継続して行っている減量プログラム

のフォローアップ調査を実施する。減量成功と不成功

にかかる要因、リバウンドにかかる要因を明らかにす

るために、質的研究と量的研究の両面から解析し、介

入後の体重維持へ向けたアプローチ（フォローアッ

プ）を明らかにする。 

・大規模コホートを設定し、肥満および糖尿病のリスク

因子解析のためのデータ収集とデータベース作成を行

う。 

・特殊環境での生活習慣病予防のための栄養教育の在り

方や給食サービスの在り方について明らかにするため

に、南極越冬隊および長期航海船舶での食事提供の実

態と隊員（船員）の食事摂取や生活状況、健康状態に

ついての実態調査を行う（食育プロジェクトと共同）。 

 

ｃ．栄養ケア・マネジメントプロジェクト 

・昨年度実施した全国 6 地域の全高齢者施設における咀

嚼・嚥下困難者に対する食介護に関するアンケート調

査データを解析し、わが国の高齢者施設における食事

提供に関する問題点を明らかにする。 

・ワークショップを開催し、産官学共同で、食事提供に

ついて共通認識のもとで、食介護の観点から咀嚼・嚥

下困難者に対する食事提供のあり方について確立する

ことを図る。 

 
３．進捗状況（成果） 
ａ．食育プロジェクト 

食育に関する問題把握とその背景調査に関する準備を

行った。 

・Cultural Domains 調査ではアンケート調査表およびフ

リーリストを作成し、パイロットテストを実施し、調

査法の有効性を検証した。 

・若年成人（２０歳代）の朝食欠食の要因を明らかにす

るために、親子を対象とした食意識・食態度、親の子

どもへの食育・食事提供態度日本語版（ＣＦＳＱ）な

どの項目を含むアンケートを作成し、フィールドの設

定を行った。 

・DOHaD 仮説(バーカー仮説)の検証のために、現在の肥

満の有無と出生およびその後の体格・生活状況との関

連を母子手帳およびアンケート調査を行う準備として

アンケートの作成およびフィールドの設定等を行った。 

・日本の食育を国際学会や国際シンポジウムにおいて紹

介した。 

・内閣府における食育推進のための企業との連携のあり

方についての提言作りを行った。 

・第 3 回食育推進全国大会（群馬・前橋）へ出典し食事

バランスについての考え方について紹介した。 

 

ｂ．生活習慣病予防プロジェクト 

・佐久総合病院人間ドック受診者を対象とした肥満克服

のための介入研究を継続している。対象者は、235 名

(男性 116 名、女性 119 名)で、無作為に 2 群に分け介

入効果を検証中である。医師･栄養士･運動指導士など

で構成するチームによる食事及び運動への行動変容教

育を実施し、これまで食事･運動と本人の意欲の改善

による肥満解消への効果及びその要因(血液生化学、

エネルギー消費量および基礎代謝、遺伝性素因や性格

傾向など)を解析している。本年度は、Ａ軍（RCT 介入

群）における 1 年フォローアップ調査を実施した。現

在データベースの更新を行っている。また、対象者に

おける肥満に関連すると報告されている遺伝子多型解

析を継続実施し、女性において血清グレリン遺伝子多

型と肥満との関連性について明らかにした。減量成功

と不成功における意識やストレスの有無などの関連に

ついて解析し、減量成功の要因としてストレスの有無、

目的達成への意欲や目標達成への障害の有無が影響し

ていることを明らかにした。 

・縦断的大規模コホートを確立し、肥満および糖尿病の

リスク因子解析のためのデータ（食生活、生活、生活

活動、ストレス、身体計測、血液検査データ等）の収

集を開始した。 

・がん予防の基礎研究として、癌細胞の障害修復機構に

関与する新しい因子を発見し、癌の化学療法等との併

用による、癌治療への方向性を見出し、成果として論

文を発表した。 

・特殊環境における食事のあり方と健康との関連性を明

らかにするために、２研究所と共同で（南極昭和基

地：国立極地研究所との共同研究、航海中船舶：航海

訓練所との共同研究）給食内容および摂食状況等につ

いての調査研究の準備を行った。南極越冬隊における

給食における食事提供と隊員の摂食状況や活動状況に

関するデータ収集を開始した。 

 

ｃ．栄養ケア・マネジメントプロジェクト 

・昨年度全国 6 地域の全高齢者施設(2,767 ヶ所)を対象

として実施した食介護に関するアンケートのデータベ

ースの作成を行い、高齢者施設における摂食・嚥下困

難者に対する食事提供に関わる現状について把握し、

その問題点について検討した。その結果、食事提供の

ための食形態の決定には、多職種（栄養士・看護師・

医師・介護職・言語聴覚士）が関わり、ミールラウン

ズや本人の意志によって主に決定されていることを明

らかにした。また、その実際に提供される食形態は、

食事決定に関わる職種の種類によって異なる可能性が

あることを明らかにした。 

・国の咀嚼・嚥下困難者を対象とした特別用途食品の基

準の見直しに際し、これまでワークショップを通じて

検討してきた基準を基に、科学的根拠を提供し、新た

な基準作りに関与した。 

・介護にかかわる異職種参加のワークショップを開催し、

全国調査結果から得られた科学的根拠を基に、産官学

で食介護の在り方や今後の方向性ついて共通認識を確

認した。 
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基礎栄養プログラム 
 
 
１．プログラム（プロジェクト）の概要 
（１）プログラムの概要 

マクロニュートリエント（脂質、炭水化物、蛋白質）

の過剰摂取、過少摂取によって生じる病態や疾病の発症

機序を分子レベルで解明し、その機序から疾病の予防、

治療法を考案する。 

 

（２）構成メンバー 

プログラムリーダー： 

江崎 治 

プロジェクトリーダー： 

三浦進司 （脂質・糖代謝プロジェクト） 

上級研究員： 

山﨑聖美 

研究員： 

千葉 剛 

客員研究員： 

亀井康富 （東京医科歯科大学） 

渡辺光博 （慶應義塾大学） 

高橋真由美（お茶の水女子大学）（1月～） 

技術補助員： 

甲斐裕子、白石冴香（～12 月）、白石梨沙、 

   岸本杏子 （2月～）、榊原圭代子 

研修生： 

只石 幹（東京農業大学）（3月～） 

 
２．年度計画 
ａ．脂質・糖代謝プロジェクト 

●運動による肥満/糖尿病予防機序の解明 

・運動は脂肪組織で脂肪分解（リポリシス）を亢進させ、

遊離された脂肪酸は筋収縮に用いられる。運動トレー

ニング（運動を繰り返すこと）を行うと脂肪を燃焼し

易い体質になる。これらの機序に交感神経の活性化や

AMP-activated protein kinase(AMPK)がどのように関

与しているか、トランスジェニックマウスを用いて明

らかにする。 

●肥満／脂肪肝発症原因別の食事療法の考案 

・飽和脂肪酸、一価不飽和脂肪酸、砂糖、アルコールを

多く摂取すると、脂肪肝や肥満を発症する。これらの

機序は栄養素により異なる。一方、魚、お茶（カテキ

ン）、大豆の摂取は脂肪肝や肥満を予防するように働

く。これらの予防機序も食品により異なる。どのよう

な機序で生じる脂肪肝・肥満に対して、どのような食

品を摂取することが最適か明らかにする。 

●エネルギー摂取制限及び栄養素欠乏時に於ける代謝変

動の分子メカニズムの研究       

・エネルギー摂取制限は主要な肥満治療法であり、小動

物に於いては寿命を延長させる。一方、栄養素の欠乏

は脳血管障害,皮膚炎、発育障害などを生じるおそれ

がある。これらの機序については殆ど研究が行われて

いない。このため、エネルギー摂取制限によって生じ

る脂質、糖質代謝の変化、 エネルギー消費量減少な

どの生体適応現象の機序及び臓器障害発症機序などを

分子レベルで明らかにする。  

 
３．進捗状況（成果）  
ａ. 脂質・糖代謝プロジェクト 

●運動による肥満/糖尿病予防機序の解明 

・定期的な運動はβ2 アドレナリン受容体を活性化し、

転写共役因子 PGC-1α発現量を増加させる。PGC-1αを

筋肉で増加させると、ミトコンドリア量が増加しエネ

ルギー消費量も増える。今年度、PGC-1αには 3 つの

アイソフォームがあることを見いだした。β2 アドレ

ナリン受容体刺激や運動によって発現増加するのはこ

れまでに知られていた PGC-1α（PGC-1α-a）ではなく、

新しい種類の PGC-1α（PGC-1α-b および PGC-1α-c）

であった。 

・運動による脂肪酸酸化亢進に関与する情報伝達系とし

て、これまで AMPK の関与が想定されていたが、骨格

筋のα2-AMPK 活性を抑制した「骨格筋特異的優性抑制

型変異体α1-AMPK 発現マウス」を作製し、骨格筋での

脂肪酸代謝亢進作用を調べた結果、低強度の運動によ

る脂肪酸酸化亢進作用はα2-AMPK 活性化によるもので

ないことが明らかになった。 

●肥満／脂肪肝発症原因別の食事療法の考案 

・ddY マウスは、人と同じように、砂糖の多量飲料又は

高脂肪食により脂肪肝が発症する。この疾患モデルで

は、魚油摂取により砂糖摂取による脂肪肝は予防でき

るが、高脂肪食による脂肪肝に対しては予防ができな

い。今年度は高脂肪食により脂肪肝に対して有効な食

品成分を見いだすため、スクリーニングを行い、β-

コングリシニンが砂糖摂取と高脂肪食による両方の脂

肪肝に対して有効であることを見いだした。その機序

として、砂糖摂取による脂肪肝に対しては SREBP-1c

の活性低下、高脂肪食による脂肪肝に対しては、脂肪

吸収の低下と PPARγ2 活性の低下が推定された。 

●エネルギー摂取制限及び栄養素欠乏時に於ける代謝変

動の分子メカニズムの研究       

・脳出血を発症する SHRSP ラットに於いて、マクロニュ

ートリエントの中で、蛋白質比率が脳出血罹患に最も

大きな影響を与えていることがわかった。通常の 10 

en%～20en%の蛋白食に比べて、低蛋白食（7.5en%以

下）で脳出血の増加、高蛋白食（45en%）で脳出血の

著しい減少が認められた。炭水化物比率、脂質比率は

脳出血罹患に影響は与えなかった。 
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食品保健機能プログラム 
 
 

（３）構成メンバー 1. プログラム／プロジェクトの概要 
プログラムリーダー: （１）プログラムの概要 

山田和彦  中期目標は、健康増進法に基づく業務、及び、「健康

食品」を対象とした食品成分の有効性評価及び健康影響

評価に関する調査研究を行う。 

プロジェクトリーダー: 

永田純一 （食品分析プロジェクト） 
矢野友啓 （補完成分プロジェクト） 

○健康増進法に基づく業務 
山田和彦 （食品機能プロジェクト／併任） 

・厚生労働省が収去した特別用途食品、栄養表示された

食品の試験業務を的確かつ迅速に実施する。 
研究員: 

竹林 純 
・特別用途食品の許可に係る試験業務について、分析技

術が確立している食品成分の試験業務は、検体の受理

から試験の回答までを 2 ヶ月以内に行うことを目指す。 

松本輝樹 
特別研究員: 

遠藤 香 
・分析技術の確立していない特定保健用食品の関与成分

等の新たな食品成分技術的対応については、他登録試

験機関での応用も可能な分析技術の規格化及び当該食

品成分の標準品の開発の実現を図る。 

客員研究員: 

江指隆年 
中嶋洋子 
中川靖枝 

○健康食品を対象とした食品成分の有効性及び健康影

響評価に関する調査研究 
清瀬千佳子 
久保和弘 

協力研究員: ・保健機能食品等の健康志向に基づく食品の使用実態等

の情報を収集･把握し、栄養表示及び健康表示の側面

から、健康影響について調査検討する。 
石田達也 
佐藤洋美 
木戸和貴子 ・栄養素以外の食品成分から広く健康影響を持つ食品素

材をスクリーニングして、癌抑制及び動脈硬化抑制効

果等、ヒトにおける有効性評価について細胞モデル及

び動物モデルを用いて検討する。 

花井美保 
馬場貴司 
渡部景子 

 前田剛希、 
室田一貴 （２）プロジェクトの概要 

技術補助員: 
ａ．食品分析プロジェクト 

佐賀加奈子、中村 礼、小林 香、伊南和佳奈、 
・食品分析業務(厚生労働省新開発食品保健対策室との

連携) 
二井千日、陳 健斌 

研修生: 
・特別用途食品(病者用食品、乳児用調製粉乳、高齢者

用食品、特定保健用食品など)許可時の食品成分分析

を行う。 

高野泰幸 
中島啓介 
原島恵美子 

・収去食品の分析を行う。 
 ・「特定保健用食品関与成分分析方法」の規格化及び技

術的示唆。 ２．年度計画 

ａ．食品分析プロジェクト ・食品行政における分析に関する技術的サポート 
・収去した特別用途食品、栄養表示がなされた食品につ

いて表示とおりの栄養素や成分が入っているか確認す

る。 

 
ｂ．補完成分プロジェクト 

・予防･治療が望まれる慢性疾患に対して栄養素以外の

食品成分から有効な成分を検索し、その有効性を評価

する。 

・特定保健用食品の新食品成分への技術的対応を図るた

めの分析技術の規格化。 
・厚生労働省への特定保健用食品許可申請時の関与成分

分析及びそのヒアリング対応。  
ｃ．食品機能プロジェクト ・分析精度管理を行うため、機械器具の保守、試薬等の

管理、試験品取扱い及び確認試験実施に関する標準作

業書に従った運用を行う。併せて、分析方法及び標準

品等の見直し・規格化に関する検討を行う。 

・食品の持つ抗酸化能の生体影響を明らかにするため、

日常的に摂取している食品に着目して抗酸化力及び含

有抗酸化成分の測定に関する基礎的研究を行う。 
 ・食品の抗酸化能について、他機関と連携して統一的な

指標の確立を目指す。  
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ｂ．補完成分プロジェクト   厚生労働省新開発食品保健対策室と連携し、食品行

政における適正な分析法の確立と運用に関する対応を

適宜行っている。 
・大豆食品加工の際に未利用な画分に多く含まれる機能

性成分として特定されたＢＢＩについて、補完成分と

しての有用性をマウスモデルを用いて評価すると同時

に、ＢＢＩの体内動態を解析するための評価法の開発

に着手する。 

  分析精度の向上と結果に関する適正な評価および情

報管理を行うための標準書に基づいた内部管理の実施。 

 

・トコトリエノールの補完成分としての有効性を高める

技術開発を行い、その有用性を評価する。 
ｂ．補完成分プロジェクト 

・慢性疾患の補完･代替医療に幅広く適用可能な新たな

成分として特定した大豆由来の Bowman-Birk protease 

inhibitor(BBI)の抗腫瘍活性をマウス腫瘍移植モデル

を用いて評価したところ、毒性が認められない経口摂

取条件で腫瘍の有意な増殖抑制と肝臓への転移をほぼ

完全に抑制した。また、その主な抑制機構として癌抑

制遺伝子であるコネキシン 43 遺伝子の機能回復が関

与していることを明らかにした。また、現在機能性の

高いサプリメント成分として注目されているトコトリ

エノールを包接・安定化することにより、生体利用性

が改善されることを確認し、in vivo でのトコトリエ

ノールの作用が増強される可能性が推測された。 

 
ｃ．食品機能プロジェクト 
・食品からの抗酸化力の摂取量と生活習慣病の発症リス

クなどの因果関係を明らかとする研究の第一段階とし

て、日本食品標準成分表に記載されている食品の中か

ら、多数の食品（野菜・果物類を中心に 100 品目以上

を目標）の抗酸化力を測定し、食品の抗酸化力データ

ベースを構築する。 

・食品の持つ抗酸化力を個々の物質レベルで明らかにし、

その抗酸化物質の吸収率などの体内動態を考慮した抗

酸化力評価を目的に、Oxygen Radical Absorbance 

Capacity （ORAC）アッセイと HPLC ポストカラム法を

組み合わせた抗酸化物質の多種同時分析法の開発等、

食品中に含まれる抗酸化物質に着目した研究を行う。 

 

ｃ．食品機能プロジェクト 
・種々の生鮮食品素材の抗酸化力を測定しデータベース

化することにより、それらを用いた調理品の抗酸化力

を推算することが可能であるか明らかにするため以下

の研究を行った。 34 種のモデル献立を作成し、

Oxygen Radical Absorbance Capacity （ORAC）法で

調理品とそれに用いた食品素材の抗酸化力を測定した。

それぞれのモデル献立に対して[生鮮素材の抗酸化力

を足し合わせた計算値]÷[調理品の抗酸化力の実測

値]を求めた結果 91±28 % (平均±S.D.) となり、生

鮮食品素材の抗酸化力から調理品の抗酸化力を推算す

ることが可能であると考えられた。しかし、計算値が

実測値と大きく相違したサンプル (最大値 170 %、最

小値 40 %) が存在したことから、調理による加熱等

の影響あるいは素材の組み合わせによる相乗・相殺効

果も考えられた。 

・他機関の研究者と連携し、食品の抗酸化力の測定法と

して ORAC 法を用いることを広め、ORAC を食品の抗酸

化力の統一的な指標とすることに努める。 

 

３．進捗状況(成果) 

ａ．食品分析プロジェクト 

・特別用途食品許可時の分析 

  特定保健用食品を含む特別用途食品許認可時の分析

を行っている。特に特別用途食品に関しては表示され

た栄養成分全般に関して、また特定保健用食品は関与

成分の定量および定性分析を行っている。本年度の試

験実績は 37 件(うち特定保健用食品 35 件)の分析を行

った。 

・特別用途食品および栄養表示食品などの収去食品分析 
・食品の抗酸化が生体に及ぼす影響を把握するには、食

品の抗酸化能を測定し数値化すると同時に、食品中の

抗酸化成分を同定し、摂取された食品が生体内抗酸化

能にどのように影響するか研究する必要がある。市販

飲料 (茶、コーヒー、野菜ジュース) に着目して抗酸

化能を測定し、含有されている抗酸化物質を同定、定

量するための実験手法について検討している。また、

血中抗酸化能測定法についても調査、検討を開始した。 

  厚生労働省の指示により各都道府県保健所が栄養成

分表示の行われている食品群を収去し、12 月および 3

月中旬を目途に研究所に提出を行う。提出された収去

食品の栄養成分分析を行い、市販されているこれらの

食品群の栄養成分含有量の確認および適正表示の確認

検査を行っている。平成 20 年度に報告した分析食品

数は 55 品目であった。 

・特定保健用食品関与成分分析方法の規格化及び技術的

指導 
・平成 19 年度に複数機関の研究者と共同して確立した 

ORAC 法による食品の抗酸化力の測定方法をまとめ

「食品機能性評価マニュアル第 II 集」に記載した。現

在、分析方法の妥当性に関する研究室間試験を行って

いる。 

  分析方法の規格化に関して従来の分析方法を順次見

直すとともに、精度の向上と汎用的な分析方法への変

更を促している。また、特定保健用食品申請資料にお

ける分析法の確認と適正化の指導を行っている。 

・その他 
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情報センター 
 
 

卓 興鋼 （健康･栄養情報プロジェクト／11 月

～） 
１．センター／プロジェクトの概要 

（１）センターの概要 
廣田晃一 （IT 支援プロジェクト） 

 情報センターは、当研究所の情報発信の中核として

の役割を担っており、健康と運動・栄養に関する研究成

果や関連情報を収集・分析し、国民の健康づくりに役立

つ情報としてホームページやニュースレターを通じて発

信する。また、特定保健用食品（特保）や栄養機能食品

といった保健機能食品制度に関する基礎的情報、いわ

ゆる健康食品が関連した被害情報など、国の健康や食

品・栄養に係わる制度を効果的に普及させるための取り

組みを行う。 

      （健康･栄養情報プロジェクト／～10

月） 

上級研究員 
笠岡（坪山）宜代（11 月～／健康食品情報プロ

ジェクト併任） 

研究員: 

卓 興鋼  （～6月） 

特別研究員: 

瀧 優子 
佐藤陽子 

客員研究員: 

橋本洋子 （秋草学園短期大学）  
梅國智子 （人間総合科学大学） 

（２）プロジェクトの概要 
技術補助員: 

ａ．健康食品プロジェクト 鈴木順子、古池直子、細井俊克、海老原美樹、

梅澤淳、小島彩子（5 月～）、中西朋子、佐々

木菜穂、渡邊真紀子（～7 月）、林欽，高橋穂

澄（10 月～）、米澤加代（9 月～）、青木律子

（12 月～）、ナンティガ・バーゴーナ（6 月～

12 月）、 西山聡子（12 月～）、山本紀子（3

月～）、佐藤美津代（1 月～） 

 健康食品に関する正しい知識の普及と健康被害の未然

防止ならびに拡大防止を目的に、公正で科学的な健康食

品の情報を継続的に収集・蓄積し、幅広く公開する。情

報はホームページで一般公開し、ページアクセス数を

6,000 件/日以上維持できるようにする。また、社会的ニ

ーズの把握、消費者とのリスクコミュニケーションの一

つとして、現場の専門家、関係機関との連携が可能な新

たなシステムの構築を検討する。 
研修生: 

横谷馨倫 （昭和女子大学） 
田山優子 （東京家政大学）  

前島 恵 （東京家政大学） ｂ．健康･栄養情報プロジェクト 
山口 舞 （東京家政大学）  所内の他のプログラムとの連携等により、これまでに

収集・蓄積してきた情報をホームページ等を通じて継続

発信するとともに、必要な情報の更新に努める。また、

国民の要望や意見、健康・栄養分野の専門家が必要とす

る情報を、各種セミナー・シンポジウム等の機会や情報

技術を用いて把握する。 

長崎友里 （昭和女子大学） 
三浦志穂 （昭和女子大学） 
荻野悠斗 （人間総合科学大学） 

渡辺早季 （東京家政大学） 
藤丸愛理 （東京家政大学） 
西邑瑛美 （昭和女子大学）  
千原佑香 （昭和女子大学） 

ｃ．IT 支援プロジェクト 
 

 研究所の活動情報についてのデータベースや特許情報

他、研究所の対外的な総合情報発信の基盤として、イン

ターネットワーク、内部における研究活動の促進とデー

タの活用を促すためのイントラネットワーク、双方にま

たがる総合的なネットワークシステムの基盤整備を行う。 

２．年度計画 

ａ．健康食品プロジェクト 

・科学的根拠に基づく最新の健康食品情報、ならびに国

内外の危害情報を継続的に蓄積し、ホームページ上で

公開する。平成 20 年度は、特に既載情報の見直しと

新たに特別用途食品の製品情報を公開するための準備

作業に取り組む。また、健康食品全般として情報収集

と提供をより効果的に実施するための関連機関との連

携について重点的に対応する。 

 

（３）構成メンバー 

センター長： 

梅垣敬三  
プロジェクトリーダー: 

 
梅垣敬三 （健康食品情報プロジェクト、～6 月、

11 月～／併任） ｂ．健康･栄養情報プロジェクト 

・平成 20 年 9 月 27 日に、オープンハウスとして、運動

実験施設等における体験コーナーや食事・体力診断等

を含めて、研究所の研究・業務内容をより多くの人に

卓 興鋼 （健康食品情報プロジェクト／7 月～

10 月） 
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身近に知ってもらえるよう努める。また、アウトリー

チ活動の一環として、中学・高校生等の見学にも積極

的に応じ、健康や栄養にかかわる知識や関心の普及を

図る。 

 

ｃ．IT 支援プロジェクト 

・外部からの相談・問い合わせに効率的に対応するため、

頻度の高い質問等については、よくある質問（FAQ）

としてとりまとめを進め、平成 20 年度は食事バラン

スガイドに関する FAQ を整備しホームページ上で公開

する。 

・ホームページ上で意見、要望等を収集するために試験

的に公開したコミュニケーションチャンネル（『健

康・栄養フォーラム』）について引続きセキュリティ

等のチェックを進め、正式公開する。 

・研究所の活動内容・成果等をホームページや『健康・

栄養ニュース』（年 4 回刊行）を介して積極的に配信

する。 

 

３．進捗状況（成果） 

ａ．健康食品プロジェクト 

・「健康食品の安全性･有効性情報」に関して、ニーズ把

握及びデータベースのアップデート等に努めた。具体

的には、国内外の安全情報･被害関連情報の提供（週

に 1-2 回）、健康食品素材に関する学術論文情報の収

集とデータベースへの追加（週に 2-3 件）、話題の成

分に関する解説情報（ビタミンとミネラル、特定保健

用食品の上手な利用法、サプリメントと子供の食事、

など）の作成と既載情報の修正・更新、ネット会員へ

の更新情報のお知らせメール送付（月１回）である。

なお、「健康食品の安全性･有効性情報」のアクセス数

（ページアクセス）は、平日では約 8,000 件／日であ

った。 

・特別用途食品の製品情報を収集して公開するとともに、

新たに公開する予定の「特別用途食品・栄養療法エビ

デンス情報」の設計を行った。 

・就学前の子どもを対象にサプリメント利用に関する予

備的な実態調査を行い、親のサプリメントの利用や栄

養・食品に関する誤解が、子どものサプリメント利用

に関連していることを明らかにした。 

・外部機関とも連携して健康食品の素材に関する安全性

情報を収集するとともに、イチョウ葉エキスやコレウ

ス・フォルスコリの安全性に関する実験的な検証を行

った。 

・「健康食品」の安全性･有効性情報データベースから危

害情報を抜粋し、利用者の体質、医薬品の併用、過剰

摂取などが健康被害要因になっていることを明らかに

した。 

 

ｂ．健康･栄養情報プロジェクト 

・研究所の公開（オープンハウス）を平成 20 年 9 月 27

日（土）に実施した。参加者は昨年の 1.3 倍（212

名）であり、食生活診断や骨密度測定、健康体力診断

及び健康フィットネス体験、所内見学ツアー、講演、

インターネット体験、書籍展示、パネル展示・ビデオ

上映などの実施内容も好評であった。また、高校生の

見学にも積極的に応じ、健康や栄養にかかわる知識や

関心の普及に努めた。 

・健康・栄養研究に必要とする関連学術雑誌などの情報

を収集し、ホームページにて提供した。 

・大豆イソフラボンの血中脂質、骨 BMD、骨代謝マーカ

への影響について、メタ分析による評価を行った。 

・機能性食品因子データベース（FFF データベース）の

維持管理、外部からの問い合わせに適切に対応した。 

・厚生労働省医薬食品局食品安全部基準審査課新開発食

品保健対策室に兼業し，特定保健用食品の表示許可に

かかる審査に関する助言等を行った。 

 

ｃ．IT 支援プロジェクト 

・当研究所の公式ホームページを始めとする各種サイト

の維持管理と更新、当研究所各プログラムにおける研

究成果・関連情報を公開した。また、今年度は研究所

ホームページ（トップページ）の表示を大幅に変更し

た。平成 20 年 7 月 17 日(変更日)～平成 21 年 3 月 31

日までのページアクセス数は約 75 万件であった。 

・平成 19 年度に作成した「保健指導（食事、運動等）」

に関する FAQ をさらに充実させ、食事バランスガイド

に関する FAQ を整備しホームページ上で公開した。 

・ニュースレター『健康･栄養ニュース』を予定通り発

行、またホームページ上で公開するとともに、メール

マガジンとして希望者に電子配信した（4回)。 

・ホームページ上で意見・要望等を収集するための新た

なコミュニケーションチャンネル「健康・栄養フォー

ラム」を平成 21 年 3 月 1日に正式公開した。 

・「独立行政法人 国立健康・栄養研究所 情報ネット

ワークセキュリティポリシー」の改訂及び、「独立行

政法人 国立健康・栄養研究所 情報セキュリティ対

策実施手順」を制定し、これを遵守することで情報の

セキュリティ確保に努めた。 

・メールや電話での外部からの相談・問い合わせ等に関

して的確な対応に努めた。 
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国際産学連携センター 
 
 

上級研究員: １． センター／プロジェクトの概要 
笠岡（坪山）宜代 

（１）センターの概要 
研究員: 

 国際産学連携センターは、当研究所の対外部門とし

て、アジア地域をはじめとする国際的な研究ネットワー

クの構築、海外との学術交流や若手外国人研究者の受

け入れ、大学や企業等との連携による研究開発、国際

シンポジウムやセミナーの開催など、当研究所が国内

外の関係機関等と連携して行うさまざまなプログラムの

調整役を担っている。 

三好美紀 
技術補助員: 

桑木泰子、角倉知子、小原恭子 
 

２．年度計画 

ａ．国際栄養プロジェクト 

 ・「国際栄養協力若手外国人研究者招へい事業」で 1 名

（ベトナム）の研究者を受け入れる。また、同事業に

よる過去の招へい研究者と受入研究者との共同研究を

推進することを目的としたフォローアップ共同研究事

業を開始する。研究所の研究成果、栄養行政に関する

資料について、適時、英語版ホームページを通じて情

報発信を行う。WHO、CODEX、OECD 等の国際機関への協

力を積極的に行うとともに、連携を強化する。WHO 指

定研究協力センターを設置する。 

（２）プロジェクトの概要 

ａ．国際栄養プロジェクト 

 国際栄養プロジェクトは国際的な学術交流(招へい事

業、セミナー開催等)、情報提供及び国際機関との協力

を行う。具体的には、海外からの研修生の受け入れ

(「若手外国人研究者招へい事業」等)、国際シンポジウ

ムの開催、アジア各国との共同研究、WHO など国際機関

への協力･連携、海外向け情報発信等を通じて、国際的

な研究ネットワーク構築を図ることを目指している。 
 

ｂ．生物統計プロジェクト  
・臨床試験のデザイン、結果の解析、メタ分析等におい

て生物統計学的観点から食品の機能性評価を行う。メ

タボリックシンドローム関連健康指標評価のための横

断的、長期縦断的データの構築と解析をおこなう。 

ｂ．生物統計プロジェクト 

 統計学的観点から特定保健用食品等の有効性評価を目

的としたヒト試験デザインに関して、検討を行う。メタ

ボリックシンドローム等に関連する各種健康・栄養指標

に関して、国全体としての推移、また都道府県地域差等

を評価する手法の検討及び将来予測のためシミュレーシ

ョンを行う。 

 

ｃ．ＮＲ・セミナー・社会ニーズ関係 

・ＮＲの資格取得後のフォローアップ研修として、全国

5～6 カ所で研修会を実施。遠隔教育システムについて

も検討する。ＮＲに関して情報収集、モニタリング調

査等を行い、外部有識者による検討委員会であり方を

検討する。一般向けの公開セミナー(第 10 回)を、平

成 21 年 2 月に東京で開催する。健康・栄養に関連す

る団体、大学、民間企業等との意見交換会を年 6 回程

度開催する。 

 
ｃ．ＮＲ・セミナー・社会ニーズ関係 

 「対外部門」としての国際産学連携センターの中で、

講演会･セミナー等を通じた人材育成、栄養情報担当者

(ＮＲ)の学術的基盤づくり、行政部門との各種調整等を

行っている。 

・ＮＲ業務(事務部業務課との連携):栄養情報担当者

(NR)事業の学術面(試験、研修等)への対応を行う。ＮＲ

制度のあり方や研究所の関わりについて検討を行う。 

 

３．進捗状況（成果） 
・セミナー業務:管理栄養士等の専門家を対象としたセ

ミナーの企画･運営、外部団体･機関と連携した各種人材

育成プログラムの企画等を、中長期的な視点から行う。

研究の成果を社会に還元するため、一般向けセミナーを

開催する。社会的ニーズを把握するため関連機関等と定

期的な情報交換の場を設け、社会的･行政ニーズを把握

する。 

ａ．国際栄養プロジェクト 

・海外の研究機関との交流･共同研究および国際機関の

活動への対応 

  ベトナム国立栄養研究所における人材育成を目指し

た研究協力の準備をすすめている。また、前年度より

引き続き、WHO 西太平洋地域における"Diet, Physical 

Activity and Health"の栄養学研究の WHO 指定研究協

力センターの設立に向けて準備中であり、WHO 本部お

よび WHO 西太平洋地域事務局の栄養担当官と具体的な

連絡調整を進めている。 

 

（３）構成メンバー 

センター長： 

  近年、国際栄養協力の重要性への認識が高まる一方

で、これまで優先順位の高い課題やその解決策を系統

的に検討したり、人材の確保・育成のための仕組みづ

くりがなされてこなかった。そこで、研究所が中核と

芝池伸彰 （併任／理事） 

プロジェクトリーダー: 

水野正一 （生物統計プロジェクト） 
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なり、国内の国際栄養分野の研究者及び研究機関との

連携を強化し、国際栄養のネットワークを構築するこ

とを目的として平成 19 年 4 月に「国際栄養拠点ネッ

トワーク検討会」を立ち上げた。同検討会における議

論の成果を踏まえて平成 20 年 6 月に報告書を作成し、

国内の国際栄養分野の研究者及び研究機関との連携強

化、基盤づくりを行った。 

・海外からの訪問･研修受入 

  本年度は中国、タイ、シンガポール、フランス、オ

ランダおよびアジア医学生連絡協議会からの研究者の

訪問を受け入れ、要請に応じて該当分野のプログラム

との打ち合わせの準備調整を行った。 

  本年度の「若手外国人研究者招へい事業」では、1

名（ベトナム）の研究者を受け入れ、受入研究者との

共同研究が進められた。また、新規事業として過去の

招へい研究者と受入研究者との共同研究を推進するこ

とを目的としたフォローアップ共同研究事業をマレー

シアにおいて実施した。来年度の招へい研究者 2 名が

決定しており、現在、受入および来日に係る準備手続

きを進めている。 

・国際シンポジウム･セミナー 

  研究所が主催する代表的な国際シンポジウムである

「アジア栄養ネットワークシンポジウム」は平成 15 年

度より隔年で開催されている。平成 18 年 3 月 3 日に

開催した｢第２回アジア栄養ネットワークシンポジウ

ム｣の講演集を Asian Pacific Journal of Clinical 

Nutrition の増刊号として発行し、アジアにおける食

事摂取基準と食生活指針の連携を図るとともに、世界

に向けて情報を発信した。専門家を対象とした日米ワ

ークショップ「肥満対策への取り組み」を 8 月 29 日

に開催し、今後も両国間で肥満対策に対する情報を交

換することになった。 

日米シンポジウム「食品の機能と表示の最新動向」

を 12 月 1 日に開催し、国内外の専門家と議論を行い、

社会ニーズの把握に努めた。 

・広報･情報発信 

  英語版ホームページを通して、研究所の研究成果、

栄養行政の情報を発信している。研究所のニュースレ

ター「健康･栄養ニュース」(年 4 回発行)の英語版

「Health and Nutrition News」を作成し、英語版ホー

ムページに掲載している。また、専門課題のサイト拡

充に努めており、「国民健康・栄養調査（概要）」の英

訳版を掲載した。英語版ホームページに問い合わせ用

メールアドレスを掲載し、海外からの問い合わせに対

応している。また、第 15 回国際栄養士会議において

ブース出展による研究所の紹介、諸外国の栄養士との

意見交換を行ない、国際的な栄養士ネットワーク構築

を図った。 

 

ｂ．生物統計プロジェクト 

 「食後の血糖値の上昇を穏やかにする」特定保健用食

品（特保）のヒト試験に関して統計学的に妥当性を評価

し、食後の血糖の抑制については有効性を確認したが、

糖尿病予防としての空腹時血糖、HbA1c の抑制に関して

は結果は十分ではなかった。また、いくつかの機能性食

品の臨床試験の統計的解析、メタ分析に積極的に関与し

た。 

肥満はメタボリックシンドロームの上流に位置づけら

れるため、アメリカではＢＭＩを評価指標として、成長

期の肥満への対策が始められている。今回、最近の学校

保健統計を解析し、我が国の成長期における肥満の動向

を評価した。 

メタボリックシンドローム関連指標として肥満等の評

価を行うため、地域住民等を対象としての 30 年規模の

健診時データに基づく retrospective-cohort の構築と

その解析のためのプロトコールの作成に着手した。 

 

ｃ．ＮＲ・セミナー・社会ニーズ関係 

・ＮＲの養成・認定 

公平・公正な制度運用を期すために、外部有識者を

加えたＮＲ認定委員会を開催し、厳格な試験を実施し

た。 

平成 20 年度に実施した「第 5回栄養情報担当者

（ＮＲ）認定試験」（平成 20 年 6月 15 日実施）では、

新たに 798 名のＮＲ（受験者数 1,404 名、合格率

56.8％）が誕生し、累計で 3,480 名にＮＲの資格を付

与した。また「第 6回資格確認試験」平成 20 年 11 月

16 日実施）では、受験者数 217 名、合格者 83 名（合

格率 38.2％）であった。 

養成講座については、平成 20 年度に新たに 2 講座

を指定し、全国における講座数は計 39 講座となった。 

・ＮＲ事業の学術面への対応 

  資格確認試験(第 6 回；平成 20 年 11 月)、ＮＲ認定

試験(第 5 回；平成 20 年 6 月、第 6 回；平成 21 年 6

月)の問題作成に関わる進行管理を行った。過去問題

のデータベース化等を通じて、問題作成の効率化を図

った。 

・ＮＲ研修会の開催 

  ＮＲのスキルアップの一環として、当研究所が主催

するフォローアップ研修会を、全国 6 カ所(仙台、東

京、名古屋、大阪、岡山、福岡)で開催、他団体との

相互単位認定を行った。 

・ＮＲ制度のあり方に関する検討 

  ＮＲの活動状況等の現状と課題を踏まえ、ＮＲ制度

をさらに発展させるとともに、社会的ニーズに対応し

た環境を整備するため、ＮＲに対するフォローアップ

のアンケート調査や、ＮＲ養成講座の連絡会議の開催

により、現状把握及び問題点の抽出を行った。外部有

識者を加えた「ＮＲ制度のあり方検討委員会」を立ち

上げ、平成 19 年度中に 2 回の委員会を開催し、平成

20 年度に委員会意見の最終報告書を作成した。 

・健康食品管理士認定協会との協力関係を深め、協会主

催の研修会参加で認定更新に必要な単位を付与した。 

・社会ニーズの把握、意見交換会 

健康・栄養に関する機関（（独）農業・食品産業技

術総合研究機構食品総合研究所、（独）国民生活セン

ター、ＮＰＯ法人日本健康運動指導士会、（社）日本

栄養士会、（財）健康・体力づくり事業財団、東京都

健康安全研究センター）との「意見交換会」を年６回
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実施した。また、厚生労働省医薬食品局食品安全部及

び健康局総務課生活習慣病対策室との間で、実務者レ

ベルでの情報及び意見交換会を行い、行政ニーズに適

宜対応した業務体制を整えるとともに、平成 21 年度

計画に反映させた。 

・セミナーの開催 

第 10 回一般公開セミナー(テーマ：生活習慣と健康

～メタボリックシンドロームを予防するために～)を

平成 21 年 2 月 28 日(土)に開催した。プロレスラーの

藤波辰爾氏による特別講演を企画し、一般の参加者に

身近で、興味を引く内容とし好評を得た。 

また、栄養士・管理栄養士の研修や生涯教育のプロ

グラムに対し、職員を積極的に派遣するとともに、そ

れらのプログラムの企画等への支援を行った。さらに、

栄養士・管理栄養士の資質向上を目指し、関連サイト

の監修・執筆等の活動を通したネットワークづくりを

進めた。 
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日本公衆衛生学会総会. 2008.11.06, 福岡市  

101) 水野正一, 笠岡(坪山)宜代, 大森豊緑, メリッ

サ・メルビー, 渡邊昌: 小児肥満とその対策

（重症化傾向の出現との関連において）. 第 2 回

保健医療科学研究会. 2008.09.19, 和光市  

102) 水野正一, 大森豊緑, 笠岡(坪山)宜代, メリッ

サ・メルビー, 渡邊昌: BMI 値の年齢別分布の

特徴：一県民健康・栄養調査から . 第 19 回 日

本疫学会. 2009.01.23, 金沢  

103) 冨田眞佐子, 笠井みさこ, 石井徹, 吉野泉, 内

山寛子, 高梨一紀, 横田和彦, 水野正一: 職域

における推定 GFR の検討（ 10 年間の推移 ）. 

第 44 回日本循環器病予防学会. 2008.05.23, 秋

田市  

104) 大賀英史, 高山光尚: 保健指導における対象者

の性格傾向及び生活背景の事前把握が保健指導

の担当者に与える効果. 第 15 回日本未病システ

ム学会学術総会. 2008.11.02, 東京  

105) 大賀英史, 大森豊緑, 近藤高明: ソーシャルキ

ャピタルにおける近隣との人間関係と居住環境

との関連. 第 67 回日本公衆衛生学会総会. 

2008.11.07, 福岡  

106) 渡邊昌: 栄養学の温故知新ー将来に向けて. 第

12 回日本病態学会年次学術集会. 2009.01.10, 

東京  

107) 渡邊昌: 適正なたん白質摂取量をめぐって. 第

37 回日本食生活学会研究集会.2009.02.28,東京  

108) 渡邊昌: 糖尿病の世紀を生き抜く. 第７回糖尿

病市民セミナー・東京. 2009.02.01, 東京  

109) 渡邊昌: 南極での食事について. 第 50 次南極地

域観測隊第 3 回全員打合会. 2008.12.01, 国立

極地研究所 

 
 2.公的資金による研究 
【厚生労働科学研究費補助金】 

a. 主任研究者 

  1) 荒井裕介(主任研究者): 食育を通じた健康づく

り及び生活習慣病予防戦略に関する研究. 厚生

労働省厚生科学研究費. 循環器疾患等生活習慣

病対策総合研究事業. 2008  

  2) 由田克士(主任研究者): 日本人の食事摂取基準

の活用方法に関する検討. 厚生労働省厚生科学

研究費. 循環器疾患等生活習慣病対策総合研究

事業. 2008  

  3) 高田和子(主任研究者), 小長谷陽子, 田中喜代

次, 吉田祐子: 大規模コホートの観察研究に基

づく生活機能低下スクリーニング質問表の開発. 

厚生労働省厚生科学研究費. 長寿科学総合研究

事業. 2008  

  4) 田中茂穂(主任研究者): エネルギー必要量推定

法に関する基盤的研究. 厚生労働省厚生科学研

究費.循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業. 

2008  

  5) 田畑泉(主任研究者): 健康づくりのための運動

基準・エクササイズガイド改定に関する研究. 

厚生労働省厚生科学研究費.循環器疾患等生活習

慣病対策総合研究事業. 2008  

  6) 高橋佳子(主任研究者): 日本人の生活習慣病一

次予防に必要な身体活動量・体力基準値策定の

ための大規模介入研究. 厚生労働省厚生科学研

究費. 循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事

業. 2008  

  7) 原一雄(主任研究者): 生活習慣と遺伝子型によ

る２型糖尿病発症リスク予測法の開発. 厚生労

働省厚生科学研究費. ヒトゲノム・再生医療等

研究事業. 2008  

  8) 門脇孝(主任研究者): 保健指導への活用を前提

としたメタボリックシンドロームの診断・管理

のエビデンス創出のための横断・縦断研究. 厚

生労働省厚生科学研究費.循環器疾患等生活習慣

病対策総合研究事業. 2008  

  9) 江崎治(主任研究者): メタボリックシンドロー

ム予防・治療薬の開発のための基盤研究. 厚生

労働省厚生科学研究費. 政策創薬総合研究事業. 

2008  

 10) 山田和彦(主任研究者): 検査機関の信頼性確保

に関する研究. 厚生労働省厚生科学研究費. 食

品の安心・安全確保推進研究事業. 2008  

 11) 松本輝樹(主任研究者): 「栄養表示基準におけ

る栄養成分の分析方法」の測定精度向上のため

の研究. 厚生労働省厚生科学研究費. 食品の安

心・安全確保推進研究事業. 2008  

 12) 矢野友啓(主任研究者): 多様な生理活性を持つ

機能性成分の安定化による新たな難治性慢性疾

患の予防と治療法の構築. 厚生労働省厚生科学

研究費. 政策創薬総合研究事業. 2008  

 13) 梅垣敬三(主任研究者): いわゆる健康食品の安

全性に影響する要因分析とそのデータベース

化・情報提供に関する研究. 厚生労働省厚生科

学研究費. 食品の安心・安全確保推進研究事業. 

2008  

 14) 芝池伸彰(主任研究者): 特定保健用食品等の有

効性・安全性を確保するための科学的根拠の評

価方法に関する研究. 厚生労働省厚生科学研究

費. 食品の安心・安全確保推進研究事業. 2008  

 15) 渡邊昌(主任研究者): 健診受診者のコホート化

と運動、栄養介入による生活習慣病予防. 厚生

労働省厚生科学研究費. 循環器疾患等生活習慣

病対策総合研究事業. 2008  

 16) 大賀英史(主任研究者): 民間衛生施設を活用し

た健康増進のための効果的なシステムの開発及

び評価に関する研究. 厚生労働省厚生科学研究

費. 循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業. 

2008 
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b. 分担研究者 

  1) 荒井裕介(分担研究者): 日本人の食事摂取基準

の活用方法に関する検討. 厚生労働省厚生科学

研究費. 循環器疾患等生活習慣病対策総合研究

事業. 2008  

  2) 森田明美(分担研究者): 「日本人の食事摂取基

準」策定のための文献的研究. 厚生労働省厚生

科学研究費. 循環器疾患等生活習慣病対策総合

研究事業. 2008  

  3) 森田明美(分担研究者): 行動変容理論に基づく

効率的かつ効果的な特定保険指導手法の疫学的

エビデンスと IT を援用した開発. 厚生労働省厚

生科学研究費. 循環器疾患等生活習慣病対策総

合研究事業. 2008  

  4) 森田明美(分担研究者): 日本人の食事摂取基準

の活用方法に関する検討. 厚生労働省厚生科学

研究費. 循環器疾患等生活習慣病対策総合研究

事業. 2008  

  5) 森田明美(分担研究者): 日本人の食事摂取基準

を改定するためのエビデンスの構築に関する研

究－微量栄養素と多量栄養素摂取量のバランス

の解明－. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環器

疾患等生活習慣病対策総合研究事業. 2008  

  6) 石見佳子(分担研究者): 検査機関の信頼性確保

に関する研究. 厚生労働省厚生科学研究費. 食

品の安心・安全確保推進研究事業. 2008  

  7) 野末みほ(分担研究者): いわゆる健康食品の安

全性に影響する要因分析とそのデータベース

化・情報提供に関する研究. 厚生労働省厚生科

学研究費. 食品の安心・安全確保推進研究事業. 

2008  

  8) 由田克士(分担研究者): 「日本人の食事摂取基

準」策定のための文献学的研究. 厚生労働省厚

生科学研究費. 循環器疾患等生活習慣病対策総

合研究事業. 2008  

  9) 由田克士(分担研究者): 勤労者の健康づくりの

ための給食を活用した集団及びハイリスク者へ

の対策に関する研究. 厚生労働省厚生科学研究

費. 循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業. 

2008  

 10) 由田克士(分担研究者): 健康日本 21 の中間評価、

糖尿病等の「今後の生活習慣病対策の推進につ

いて(中間取りまとめ)」を踏まえた今後の生活

習慣病対策のためエビデンス構築に関する研究. 

厚生労働省厚生科学研究費. 循環器疾患等生活

習慣病対策総合研究事業. 2008  

 11) 由田克士(分担研究者): 食生活・栄養素摂取状

況が高齢者の健康寿命に与える影響に関する研

究：NIPPON DATA80・90 の追跡調査. 厚生労働

省厚生科学研究費. 長寿科学総合研究事業. 

2008  

 12) 由田克士(分担研究者): 都道府県等の生活習慣

病リスク因子の格差及び経年モニタリング手法

に関する検討.厚生労働省厚生科学研究費.循環

器疾患等生活習慣病対策総合研究事業. 2008  

 13) 由田克士(分担研究者): 日本人の食事摂取基準

を改定するためのエビデンスの構築に関する研

究－微量栄養素と多量栄養素摂取量のバランス

の解明－. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環器

疾患等生活習慣病対策総合研究事業. 2008  

 14) 西牟田守(分担研究者): フッ化物応用による歯

科疾患予防プログラムの構築と社会経済的評価

に関する総合的研究. 循環器疾患等生活習慣病

対策総合研究事業. 2008 

 15) 杉山みち子(分担研究者), 加藤昌彦, 合田敏尚, 

高田和子, 太田貞次, 臼井正樹: 介護保険制度

における栄養ケア・マネジメント事業評価に関

する研究. 厚生労働省厚生科学研究費. 長寿科

学総合研究事業. 2008  

 16) 高田和子(分担研究者): エネルギー必要量推定

法に関する基盤的研究. 厚生労働省厚生科学研

究費. 循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事

業. 2008 

 17) 田中茂穂(分担研究者): 「日本人の食事摂取基

準」策定のための文献学的研究. 厚生労働省厚

生科学研究費. 循環器疾患等生活習慣病対策総

合研究事業. 2008  

 18) 宮地元彦(分担研究者): 健診受診者のコホート

化と運動、栄養介入による生活習慣病予防. 厚

生労働省厚生科学研究費. 糖尿病戦略等研究事

業. 2008 

 19) 宮地元彦(分担研究者): エネルギー必要量推定

法に関する基盤的研究. 厚生労働省厚生科学研

究費. 循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事

業. 2008 

 20) 宮地元彦(分担研究者): 日本人の生活習慣病一

次予防に必要な身体活動量・体力基準値策定を

目的とした大規模介入研究. 厚生労働省厚生科

学研究費. 循環器疾患等生活習慣病対策総合研

究事業. 2008 

 21) 宮地元彦(分担研究者): 健康日本 21 の中間評価、

糖尿病等の｢今後の生活習慣病対策の推進につい

て(中間取りまとめ)｣を踏まえた今後の生活習慣

病対策のためエビデンス構築に関する研究. 厚

生労働省厚生科学研究費. 循環器疾患等生活習

慣病対策総合研究事業. 2008 

 22) 田畑泉(分担研究者): 日本人の生活習慣病一次

予防に必要な身体活動量・体力基準値策定を目

的とした大規模介入研究. 厚生労働省厚生科学

研究費. 循環器疾患等生活習慣病対策総合研究

事業. 2008  

 23) 原一雄(分担研究者): 保健指導への活用を前提

としたメタボリックシンドロームの診断・管理

指針に関する横断・縦断研究. 厚生労働省厚生

科学研究費. 循環器疾患等生活習慣病対策総合

研究事業. 2008  

 24) 門脇孝(分担研究者): 課題研究 32 型糖尿病の血

管合併症抑制のための介入試験. 厚生労働省厚

生科学研究費. 厚生労働省厚生科学研究費．糖

尿病戦略等研究事業（糖尿病予防のための戦略

研究）. 2008  
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 25) 門脇孝(分担研究者): 生活習慣と遺伝子型によ

る 2 型糖尿病発症リスク予測法の開発. 厚生労

働省厚生科学研究費. 厚生労働省厚生科学研究

費．ヒトゲノム・再生医療等研究事業. 2008  

 26) 山崎聖美(分担研究者): 形態形成期・思春期な

どの高感受性期にある集団での核内受容体作動

性化学物質等の有害性発送メカニズムの解明及

びその評価手法にかかる総合研究. 厚生労働省

厚生科学研究費. 化学物質リスク研究事業. 

2008 

 27) 江崎治(分担研究者): 「日本人の食事摂取基

準」策定のための文献学的研究. 厚生労働省厚

生科学研究費. 循環器疾患等生活習慣病対策総

合研究事業. 2008 

 28) 永田純一(分担研究者): 検査機関の信頼性確保

に関する研究. 厚生労働省厚生科学研究費. 食

品の安心・安全性確保推進研究事業. 2008  

 29) 山田和彦(分担研究者): 健康食品における安全

性確保を目的とした基準等作成のための行政的

研究. 厚生労働省厚生科学研究費. 食品の安心･

安全確保推進研究事業. 2008  

 30) 山田和彦(分担研究者): 特定保健用食品等の有

効性・安全性を確保するための科学的根拠の評

価方法に関する研究. 厚生労働省厚生科学研究

費. 食品の安心・安全確保推進研究事業. 2008  

 31) 山田和彦(分担研究者): 国際食品規格の策定プ

ロセスに関する研究. 厚生労働省厚生科学研究

費. 食品の安心・安全確保推進研究事業. 2008 

 32) 竹林純(分担研究者): 「栄養表示基準における

栄養成分の分析方法」の測定精度向上のための

研究. 厚生労働省厚生科学研究費. 食品の安

心・安全確保推進研究事業. 2008  

 33) 梅垣敬三(分担研究者): 健康食品における安全

性確保を目的とした基準等作成のための行政的

研究. 厚生労働省厚生科学研究費. 食品の安

心・安全確保推進研究事業. 2008  

 34) 梅垣敬三(分担研究者): 検査機関の信頼性確保

に関する研究. 厚生労働省厚生科学研究費. 食

品の安心・安全確保推進研究事業. 2008  

 35) 梅垣敬三(分担研究者): 特定保健用食品の有効

性・安全性を確保するための科学的根拠の評価. 

厚生労働省厚生科学研究費. 食品の安心・安全

確保推進研究事業. 2008  

 36) 廣田晃一(分担研究者): いわゆる健康食品の安

全性に影響する要因分析とそのデータベース

化・情報提供に関する研究. 厚生労働省厚生科

学研究費. 食品の安心・安全確保推進研究事業. 

2008  

 37) 廣田晃一(分担研究者): 食育を通じた健康づく

り及び生活習慣病予防戦略に関する研究. 厚生

労働省厚生科学研究費. 循環器疾患等生活習慣

病対策総合研究事業. 2008  

 38) 廣田晃一(分担研究者): 民間衛生施設を活用し

た健康増進のための効果的なシステムの開発及

び評価に関する研究. 厚生労働省厚生科学研究

費. 循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業. 

2008  

 39) 笠岡(坪山)宜代(分担研究者): 特定保健用食品

等の有効性・安全性を確保するための科学的根

拠の評価方法に関する研究. 厚生労働省厚生科

学研究費. 食品の安心・安全確保推進研究事業. 

2008  

 40) 三好美紀(分担研究者): 食育を通じた健康づく

り及び生活習慣病予防戦略に関する研究. 厚生

労働省厚生科学研究費. 循環器疾患等生活習慣

病対策総合研究事業. 2008  

 41) 水野正一(分担研究者): がん罹患・死亡動向の

実態把握の研究. 厚生労働省厚生科学研究費. 

第３次対がん総合戦略研究事業. 2008  

 42) 渡邊昌(分担研究者): メタボリックシンドロー

ムのアジアと米国における発症機序とその健康

対策に関する研究. 厚生労働省厚生科学研究費.

社会保障国際協力推進研究事業. 2008  

 43) 渡邊昌(分担研究者): 糖尿病診療均てん化のた

めの標準的診療マニュアル作成とその有効性の

検証. 厚生労働省厚生科学研究費. 平成２０年

度厚生労働科学研究事業（笹月班）. 2008 

 

【文部科学研究費補助金】 

a. 主任研究者 

  1) 山内淳(主任研究者): 糖新生酵素遺伝子発現抑

制に関わる新規転写因子の生体機能解析. 文部

科学省科学研究費.基盤研究(C). 2008  

  2) 石見佳子(主任研究者): 大豆イソフラボン代謝

産物に着目した骨粗鬆症の予防に関する研究. 

文部科学省科学研究費. 基盤研究(B). 2008  

  3) 坪田(宇津木)恵(主任研究者): 地域在宅高齢者

の栄養・食事摂取や食事パターンが高次生活機

能低下に及ぼす影響. 文部科学省科学研究費. 

若手研究(B). 2008  

  4) 吉田真咲(主任研究者): ダンスがもたらす身体

の適応現象－下腿三頭筋の筋持久力に着目して

－. 文部科学省科学研究費.若手研究(B). 2008 

  5) 大坂寿雅(主任研究者): 視索前野 GABA 感受性か

つ GABA 作動性ニューロンによる熱産生調節機構. 

文部科学省科学研究費. 基盤研究(C). 2008  

  6) 田中茂穂(主任研究者): エネルギー消費量の変

動要因に関する基礎的研究. 文部科学省科学研

究費. 基盤研究(A). 2008  

  7) 宮地元彦(主任研究者): 習慣的身体活動はホモ

システイン分解酵素遺伝子変異に伴う動脈硬化

を予防するか？. 文部科学省科学研究費. 基盤

研究(B). 2008 

  8) 田畑泉(主任研究者): 運動で増加する転写補助

因子等による骨格筋 GLUT4 発現増加の分子機構

に関する研究. 文部科学省科学研究費. 基盤研

究(B). 2008  

  9) 門脇孝(主任研究者): システム疾患生命科学に

よる先端医療技術開発の拠点. 文部科学省科学

研究費. 科学技術振興調整費. 2008  

 10) 門脇孝(主任研究者): メタボリックシンドロー

ム・糖尿病の鍵分子アディポネクチン受容体
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AdipoR/AMPK/ACC タンパク群の構造解析とそれ

に基づく機能解明及び治療法開発. 文部科学省

科学研究費. ターゲットタンパク研究. 2008  

 11) 門脇孝(主任研究者): 個人の遺伝情報に応じた

医療の実現プロジェクト. 文部科学省科学研究

費. 科学技術振興調整費. 2008  

 12) 門脇孝(主任研究者): 疾患のケミカルバイオロ

ジー教育研究拠点. 文部科学省科学研究費. グ

ローバル COE プログラム. 2008  

 13) 門脇孝(主任研究者): 代謝制御機構の統合的理

解とその破綻. 文部科学省科学研究費. 基盤研

究(S). 2008  

 14) 江崎治(主任研究者): 運動は MEF2 を介して

GLUT4 を増加させるか. 文部科学省科学研究費. 

基盤研究(B). 2008  

 15) 山崎聖美(主任研究者): フルクトース摂取によ

る肥満発症機序の解明と予防法の開発. 文部科

学省科学研究費. 基盤研究(C). 2008  

 16) 千葉剛(主任研究者): 脳出血における脳微小血

管内皮細胞フォークヘッド型転写因子の役割の

解明. 文部科学省科学研究費. 若手研究(B). 

2008  

 17) 永田純一(主任研究者): 機能性食品の組み合わ

せ摂取による有効性と安全性に関する研究. 文

部科学省科学研究費. 基盤研究(C). 2008  

 18) 矢野友啓(主任研究者): 新たな食素材を用いた

中皮腫予防食品の開発. 文部科学省科学研究費. 

萌芽研究. 2008  

 19) 笠岡(坪山)宜代(主任研究者): 肥満発症に対す

るタウリンの新規機能の解明. 文部科学省科学

研究費. 基盤研究(C). 2008 

 

b. 分担研究者 

  1) 由田克士(分担研究者): 各種栄養素摂取の長期

変化と生活習慣病発症に関する大規模疫学研究. 

文部科学省科学研究費. 基盤研究(B). 2008  

  2) 高田和子(分担研究者): 現代の小・中・高校生

の生活スタイルと身体活動レベル(PAL)に関する

研究. 文部科学省科学研究費. 基盤研究(A). 

2008 

  3) 宮地元彦(分担研究者): 身体運動によるメンタ

ルヘルス改善効果の分子機構解明とリサーチ・

リソースの構築. 文部科学省科学研究費. 基盤

研究(A). 2008 

  4) 門脇孝(分担研究者): アディポネクチンシグナ

ルネットワークの新たな展開と可能性. 文部科

学省科学研究費. 基盤研究(B). 2008  

  5) 門脇孝(分担研究者): インスリン依存症 PI3 キ

ナーゼが膵β細胞において増殖・再生・分泌に

果たす役割の解明. 文部科学省科学研究費. ．

基盤研究(B). 2008  

  6) 門脇孝(分担研究者): ヒト内臓脂肪の発現解析

によるメタボリックシンドローム発症分子機構

の解明. 文部科学省科学研究費. 基盤研究(C). 

2008  

  7) 門脇孝(分担研究者): 糖代謝調節・動脈硬化症

における血管内皮インスリン受容体基質－2 の

役割の解明. 文部科学省科学研究費. 基盤研究

(C). 2008  

  8) 門脇孝(分担研究者): 糖尿病患者の療養関連

QOL の向上とその血縁者の予防行動促進に関す

る研究. 文部科学省科学研究費. 基盤研究(B). 

2008  

  9) 門脇孝(分担研究者): 糖尿病疾患関連遺伝子の

同定と医療への応用. 文部科学省科学研究費．

特定領域研究. 2008  

 10) 門脇孝(分担研究者): 膵β細胞の増殖機構とそ

の破綻の分子生物学的研究. 文部科学省科学研

究費. 基盤研究(C). 2008 

 11) 饗庭直美(分担研究者): 肥満発症に対するタウ

リンの新規機能の解明. 文部科学省科学研究費. 

基盤研究(C). 2008 

 

【その他の公的研究費】 

a. 主任研究者 

  1) 門脇孝(主任研究者): アディポネクチンを標的

とした生活習慣病の機能性(予防/改善)食品の開

発. 科学技術振興機構  産学協同シーズイノベ

ーション化事業(育成ステージ). 2008  

  2) Melby MK(主任研究者): Developmental Origins 

of Metabolic Syndrome: Study Utilizing the 

Japanese Maternal and Child Health Handbook. 

Wenner-Gren Foundation for Anthropological 

Research. 2008  

 

b. 分担研究者 

  1) 植田耕一郎(分担研究者), 相田潤, 石川健太郎, 

池山量子, 大原里子, 菊谷武, 杉山みち子, 草

間かおる, 迫和子, 高田和子: 口腔機能向上及

び栄養改善サービスに従事する人材確保の効果

的推進に関する調査研究. 老人保健事業推進費

等補助金. 2008  

  2) 杉山みち子(分担研究者), 加藤昌彦, 合田敏尚, 

小阪健, 川内敦文, 吉池信男, 高田和子, 三橋

扶佐子, 吉田英世, 若木陽子: 介護予防におけ

る「栄養改善」の推進に関する総合的研究. 老

人保健健康増進等事業. 2008  

  3) 田畑泉(分担研究者):筋ジストロフィーの集学的

治療と均てん化に関する研究. 精神・神経疾患

研究委託費. 2008  

  4) 山田晃一(分担研究者): 放射線被ばくによる発

がんの分子機構に関する研究. 厚生労働省がん

研究助成金. 2008  

  5) 江崎治(分担研究者), 山崎聖美: ニュートリゲ

ノミクスを用いた高機能性新規食品の多機能性

解明とその評価・管理に関する研究. 農林水産

省 安信プロジェクト(安全で信頼性、機能性が

高い食品・農産物供給のための評価・管理技術

の開発). 2008  

  6) 梅垣敬三(分担研究者): 受容体結合測定法を応

用した新食品等の健康影響評価法の開発と応用. 

食品健康影響評価技術研究. 2008 
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3.民間企業等の共同研究等 
  1) 森田明美: BI 機器の精度評価試験. (株)タニタ. 

2008  

  2) 石見佳子: エコール含有食品の骨代謝及び脂質

代謝に対する有効性の評価に関する研究. 大塚

製薬(株) 共同研究. 2008  

  3) 石見佳子: 骨粗鬆症予防における大豆イソフラ

ボン及び豆乳の効果. 日本豆乳協会 奨励寄附研

究. 2008  

  4) 石見佳子: 新たな健康の維持増進に関わる食品

成分等に対するニーズ調査. (財)日本食品分析

センター 委託事業. 2008  

  5) 石見佳子: 大豆成分の生活習慣病予防効果の系

統的文献レビューとその効果の検証に関する研

究. (財)不二たん白質研究振興財団 研究助成金. 

2008  

  6) 石見佳子: 閉経後骨粗鬆症モデルマウスにおけ

るリコピンの骨代謝調節作用の解明. カゴメ総

合研究所 共同研究. 2008  

  7) 石見佳子: 閉経後女性におけるビタミン K の機

能性評価に関する研究. 協和発酵(株) 共同研究. 

2008 

  8) 石見佳子: β－クリプトキサンチンの骨代謝に

関する in vitro 及び in vivo 試験に関する研究. 

(株)ティーティーシー 研究指導. 2008 

  9) 坪田(宇津木)恵: 1 年間の栄養指導介入による

栄養素摂取、食事パターンの変化が、インスリ

ン抵抗性改善にどのような影響を与えるか～佐

久肥満克服プログラム～. (財)三井生命厚生事

業団 研究助成金. 2008  

 10) 野末みほ, 猿倉薫子: 食品及び料理の目安量に

関する研究－食事調査における申告値と摂取重

量及び市場調査による検討－. (財)すかいらー

くフードサイエンス研究所 研究助成金. 2008  

 11) 由田克士, 荒井裕介, 野末みほ: 食品摂取頻

度・摂取量調査. 厚生労働省受託事業. 2008  

 12) 由田克士, 荒井裕介: 栃木県の生活習慣病の要

因分析及び健康づくり施策評価事業. 栃木県受

託事業. 2008  

 13) 高田和子: 神経内科領域における二重標識水を

用いた総消費量熱の測定に関する研究. (株)ク

リニコ 共同研究. 2008  

 14) 田中茂穂: エネルギー消費量および身体活動量

の評価法・身体組成の簡易評価方法に関する研

究. オムロンヘルスケア(株) 受託研究. 2008  

 15) 宮地元彦: 中年女性を対象とする「サーキット

式コンバインドトレーニング」の身体諸機能に

与える影響に関する研究. (株)カーブスジャパ

ン 共同研究. 2008 

 16) 田畑泉: フィットネスクラブでの研究指導.(株)

ティップネス 研究指導. 2008 

 17) 田畑泉: 食品素材の健康増進効果に関する研究

指導.(株)ミツカングループ本社 研究指導 .2008 

 18) 大石由美子: 研究助成プログラム「アストラゼ

ネカ・リサーチ・グラント 2006」採択研究テー

マ、「Molecular mechanisms of pathogenesis 

of metabolic syndrome」に関する研究助成 . 

アストラゼネカ(株). 2008  

 19) 饗場直美: 南極越冬隊員の生活習慣と健康状態

との関連に関する予備的研究. 国立極地研究所 

共同研究. 2008 

 20) 山崎聖美: 大豆蛋白質β-コングリシニンの非ア

ルコール性脂肪肝発症に対する効果と作用機序

の解明 . (財)不二たん白質研究振興財団 研究

助成金. 2008 

 21) 江崎治: メタボリックシンドローム予防・治療

薬の開発のための基盤研究. (財)ヒューマンサ

イエンス振興財団 受託研究. 2008 

 22) 矢野友啓:多様な生理活性を持つ機能性成分の安

定化による新たな難治性慢性疾患の予防及び治

療法の構築. (財)ヒューマンサイエンス振興財

団 受託研究. 2008  

 23) 竹林純: 抗酸化活性を指標とした高機能性料理

レシピの開発に関する研究. 九州沖縄農業研究

センター 共同研究(研究協定). 2008 

 24) 山田和彦: 食品に含まれる機能性成分・栄養成

分の生態利用に関する研究. (株)東洋新薬 共同

研究. 2008 

 25) 卓興鋼: 大豆成分の生活習慣病予防効果の系統

的文献レビューとその効果の検証に関する研究. 

(財)不二たん白質研究振興財団研究助成金.2008  

 26) 廣田晃一, 笠岡(坪山)宜代: 「食と健康に関す

る学術文献情報の活用方法」についての研究. 

日本水産(株) 受託研究. 2008 

 
 4.研究所外での講義、講演等 
【大学等における特別講義等】 

  1) 石見佳子: 骨粗鬆症の予防と生活習慣. 早稲田

大学スポーツ科学学術院 運動生化学. 

2008.12.18  

  2) 石見佳子: 骨粗鬆症の予防と生活習慣. 東京理

科大学薬学部大学院衛生化学特論. 2008.06.18, 

野田市  

  3) 由田克士: 健康・栄養調査の内容、調査結果の

評価. 国立保健医療科学院 平成 20 年度短期研

修 健康・栄養調査の企画・運営・評価に関する

研修. 2009.02.19, 和光市  

  4) 由田克士: 国民健康・栄養調査について. 女子

栄養大学. 2008.05.20, 坂戸  

  5) 由田克士: 特定給食施設における支援指導のあ

り方 ～特定健診・保健指導と連動する給食施設

からの健康づくり～. 平成 20 年度国立保健医療

科学院・公衆栄養研修.2008.08.18,和光市  

  6) 原一雄: 基礎から学ぶ分子細胞生物学 疾患とそ

の治療（生活習慣病）. 神奈川科学技術アカデ

ミー教育講座. 2008.06.05, 神奈川  

  7) 門脇孝: 医薬品の研究開発：生活習慣病治療の

最先端. 東京大学エグゼクティブ・マネジメン

ト・プログラム講義. 2008.10.11, 東京大学  

  8) 門脇孝: 疾患とその治療（生活習慣病）. KAST

教育講座「基礎から学ぶ分子細胞生物学コー

ス」講義. 2008.05.17, 東京  



 

 Ⅲ 研究成果等の発表 57

  9) 門脇孝: 生活習慣病のケミカルバイオロジー. 

群馬大学生体調整研究所「生体調整のケミカル

バイオロジー」シンポジウム.2009.01.01,群馬  

 10) 門脇孝: 代謝・栄養病体学教室での研究者養成. 

第 6 回東京大学医学教育ワークショップ. 

2008.10.25, 東京大学  

 11) 門脇孝: 東京大学公開講座「医療経営イニシア

ティブ」.東京大学公開講座.2009.01.27, 東京  

 12) 門脇孝: 糖尿病・メタボのしくみと予防法. 筑

駒アカメディア講演会. 2008.11.15, 東京  

 13) 門脇孝: 糖尿病の病態、分類、診断. M2 内科系

統講義. 2008.05.14, 東京大学  

 14)  門脇孝: 内分泌. 慶應義塾大学医学部生理学講

義. 2008.07.04, 東京  

 15) 饗場直美: 船内給食における栄養管理. 船内給

食における栄養管理実務講習会 独立行政法人航

海訓練所. 2008.10.18, 東京都  

 16) 饗場直美: 特定健診と食育. 第 48 回農村医学夏

期大学講座 農村医学夏期大学. 2008.07.25,佐

久市  

 17) 三浦進司: 研究者という職業. ようこそ先輩、

静岡県立大学薬学部.2009.02.16,静岡県立大学  

 18) 山田和彦: 食品の表示ならびに保健機能食品等

について. 神奈川県立保健福祉大学. 

2009.02.07, 横須賀市  

 19) 山田和彦: 食品の健康栄養表示とその背景. 国

立保健医療科学院、平成 20 年度短期研修公衆栄

養研修. 2008.08.19, 国立保健医療科学院 

20) 梅垣敬三: 栄養情報の解釈と消費者への情報提

供. 公開講座 C、慶応大学薬学部. 2008.11.16 

 21) 梅垣敬三: 健康食品って本当に効果があるの？. 

平成 20 年度江戸川区消費者団体連絡会研修会．

江戸川区消費者センター．2009.01.30,江戸川区  

 22) 廣田晃一: 科学的根拠の基づく健康食品の安全

性有効性情報. 第 5 回明治薬科大学オープンリ

サーチセンター公開講座. 2008.06.28, 明治薬

科大学(東京都清瀬市)  

 23) Miyoshi M: "Roles of dietieian in Japan" 

and "Nutritional Assessment in the field: 

Dietary Surveys". JICA（集団）「健康と栄養改

善のための女性指導者研修」JICA 帯広国際セン

ター. 2008.12.13, 帯広  

 24) Miyoshi M: Nutrition for Pregrant Women and 

Infants. 「第 3 回子どもの死亡削減と国際協力

セミナー」国際保健医療交流センター. 

2008.06.20, 熊本  

 25) Miyoshi M: The 21st Century "Sukoyaka" 

families: Nutrition in the MCH. 「母子保健

福祉行政研修」JICA 東京国際センター. 

2009.02.12, 東京  

 26) 三好美紀: 国際社会と医療活動「途上国におけ

る栄養問題と評価手法」. 聖母大学. 

2008.04.17  

 27) 三好美紀: 国際保健・栄養協力論. 県立広島大

学大学院. 2008.08.11, 広島  

 28) 渡邊昌: がんの疫学、検診. 腫瘍系講義（北里

大学医学部）. 2009.01.05, 東京  

 29) 渡邊昌: 栄養学の歴史＆糖尿病の食事療法. 佐

伯学園佐伯栄養専門学校. 2008.06.26, 東京  

 30) 渡邊昌: 環境医学の重要トピック. 衛生学公衆

衛生学演習・実習Ⅰ（信州大学医学部）. 

2008.06.16, 松本市 

 

【大学・研究所における研究セミナー等】 

  1) 石見佳子: 知っておきたい健康・栄養トピック

ス. 慶應義塾大学薬学部 NR 養成講座. 

2009.01.25, 東京  

  2) 高田和子: 健康づくりプランナーの社会戦略. 

現代 GP シンポジウム 群馬大学. 2009.02.07, 

群馬県前橋市  

  3) 窪田哲也: 中枢におけるアディポネクチンの役

割 平成 20 年度 第 3 次対がん総合戦略研究事業

「がん化学予防剤の開発に関する基礎及び臨床研

究」. 平成 20 年度第 1 回若林班 班会議. 

2008.12.20, 東京  

  4) 門脇孝: 糖尿病の成因と治療に関する最近の話

題. 第 28 回 JASM 研修会. 2008.07.25, 東京  

  5) Melby MK: Politics of Food and Nutrition in 

the US. 東京農業大学. 2008.07.03, 東京  

  6) メリッサ・メルビー: 米国の Food politics に

ついて. 跡見学園女子大学ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学部、生活環

境ﾏﾈｼﾞﾒﾝ学科.2009.01.29,跡見学園女子大学  

  7) Yano T: A possibility of tocotrienol-

cyclodextrin conjugate as an anti-

mesothelioma agent . Sydney University 

Concord Hospital Seminar. 2009.02.05, 

Sydney, Australia  

 

【地方自治体、栄養士会等主催の講演会等】 

  1) 荒井裕介: 生活習慣病予防のための食育の重要

性について. いばらぎ食育推進大会パネルディ

スカッション（主催：茨城県ほか）. 

2009.01.23, 県民文化センター  

  2) 森田明美: 特定健診・特定保険指導における食

習慣の改善の最新情報. 第 48 回農村医学夏期大

学講座. 2008.07.25, 佐久市  

  3) 石見佳子: 骨粗鬆症の予防と生活習慣. 第 4 回

昭和薬科大学・公民館共催町田市民講座 骨の健

康と栄養. 2008.11.29, 町田市  

  4) 由田克士: 栄養・食事調査の円滑な実施に向け

て～標準化と精度管理の必要性について～. 平

成 20 年度神奈川県行政栄養士等研修会. 

2008.09.24, 横浜市  

  5) 由田克士: 学会発表資料のまとめ方・論文の書

き方. 茨城県病院栄養士協議会研修会. 

2008.12.10, 水戸市  

  6) 由田克士: 健康をつくる食習慣・生活習慣・食

環境 ～国民健康・栄養調査等の成績から～. 墨

田区 すみだ食育推進リーダー育成講習会. 

2008.10.29, 東京  

  7) 由田克士: 減塩の意義と効果的な取り組みにつ

いて. 減塩県民運動「にいがた減塩ルネサンス
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（仮称）」第１回県民会議. 2009.03.11, 新潟市  

  8) 由田克士: 効果的な健康・栄養施策の立案や展

開に役立つやさしい課題分析と評価 ～特定健

診・保健指導を視野に入れて～. 平成２０年度

新潟県国民健康保険団体連合会市町村栄養士等

研修会. 2008.08.20, 新潟市  

  9) 由田克士: 今、給食施設に求められていること 

～健康づくりのための食環境整備について～. 

平成 20 年度 仙台市給食施設研修会. 

2009.01.30, 仙台市  

 10) 由田克士: 子どもたちの 健康・ 体力・学力向

上と食育～学校・行政の役割～. 平成 20 年度 

石川県能美市教育委員会子どもの健康を守る地

域専門家総合連携事業 学習会. 2009.01.19, 能

美市  

 11) 由田克士: 子どもの健康を守る学習会「子ども

たちの健康・体力・学力向上と食育 ～家庭・地

域の役割～」. 平成 20 年度 石川県能美市教育

委員会子どもの健康を守る地域専門家総合連携

事業. 2009.02.13, 能美市  

 12) 由田克士: 事業所給食をとおした働く人の健康

づくり. 平成 20 年度神奈川県茅ヶ崎保健福祉事

務所事業所給食管理講習会. 2008.12.15, 茅ヶ

崎市  

 13) 由田克士: 従業員食堂を活用した健康づくり. 

平成 20 年度渋谷区栄養管理講習会. 2008.06.19, 

東京  

 14) 由田克士: 従業員食堂を活用した健康づくり. 

平成 20 年度文京区特定給食施設栄養技術講習会. 

2008.07.01, 東京  

 15) 由田克士: 従業員食堂を健康づくりにどう役立

てるか. 平成 20 年度品川区給食施設研修会. 

2008.10.20, 品川区  

 16) 由田克士: 食事調査理論. 平成 20 年度日本体育

協会公認スポーツ栄養士養成特別講習会. 

2008.06.21, 東京  

 17) 由田克士: 新たな時代を迎えた従業員食堂 ～職

員の健康づくりの場としての活用～. 平成 20 年

度 四日市市保健所事業所給食施設研修会. 

2009.01.29, 四日市市  

 18) 由田克士: 生活習慣病予防対策を推進する地

域・職域の連携. 平成 20 年度第 4 回海田地域・

職域連携推進協議会.2008.12.18, 広島県海田町  

 19) 由田克士: 対象・目的に応じた食事調査の方法

と標準化. 日本栄養改善学会 第 3 回実践栄養学

研究集中セミナー（基礎編）.2008.10.25, 東京  

 20) 由田克士: 地域企業と連携した効果的な健康づ

くりのアプローチと事業評価. 富山県健康づく

り推進事業 「社員食堂における健康づくり推進

事業研修会」. 2009.03.10, 富山市  

 21) 由田克士: 働きざかりの方への栄養支援. 平成

20 年度 東京都高齢者研究・福祉振興財団 健康

づくり事業推進指導者養成研修. 2009.02.24, 

東京  

 22) 由田克士: 特定給食施設における食事摂取基準

の活用. 2008 年度長野県栄養士会生涯学習研修

会. 2008.07.26, 長野市  

 23) 由田克士: 特定給食施設等における栄養計画及

び食事計画の方針 －日本人の食事摂取基準

（2005 年版）の活用－. 平成 20 年度 北九州市

給食施設栄養士研修会. 2009.02.25, 北九州市  

 24) 由田克士: 特定健診・保健指導と連動する給食

施設からの健康づくり ～事業所給食を活用した

具体的な取り組みの事例を中心として～. 平成

20 年度西宮市給食施設研修会. 2008.08.19, 西

宮市  

 25) 由田克士: 特定保健指導にむけて給食施設の管

理栄養士・栄養士の役割と展望. 埼玉県栄養士

会集団健康管理研修会. 2009.03.08, 坂戸  

 26) 由田克士: 平成 19 年度南房総市丸山地区食事調

査からみえてくること. 平成 20 年度南房総市

「学校を核とした食育推進事業」担当者会議. 

2008.06.10, 南房総市  

 27) 由田克士: 平成 19 年度南房総市丸山地区食事調

査の結果について. 平成 20 年度南房総市「学校

を核とした食育推進事業」食育推進委員会. 

2008.05.16, 南房総市  

 28) 由田克士: 保育所における日本人の食事摂取基

準（2005 年版）の活用. 石川県保育所給食担当

栄養士業務検討会. 2009.01.26, 金沢市  

 29) 高田和子: アスリートの栄養・食事. 日本体育

協会公認コーチ養成講習会 （財）日本体育協会. 

2008.07.29  

 30) 高田和子: スポーツと栄養. 日本体育協会公認

スポーツプログラマー養成講習会 （財）日本体

育協会公認. 2008.11.07,京都市  

 31) 高田和子: スポーツと食事（トレーニングスケ

ジュール、競技特性と食事）. 日本体育協会公

認アスレティックトレーナー養成講習会 （財）

日本体育協会. 2008.06.16  

 32) 高田和子: スポーツ選手のための日常的な栄養

指導法. 東京都スポーツ指導者研修会 （財）東

京都体育協会. 2008.06.01, 東京都新宿区  

 33) 高田和子: 運動生理学Ⅰ（エネルギー代謝）. 

スポーツ栄養ベーシック講習会 日本スポーツ栄

養研究会. 2008.12.14, 東京都新宿区  

 34) 高田和子: 現場で生かす運動基準・エクササイ

ズガイド. 実務向上研修 中央労働災害防止協会. 

2009.01.29, 東京都港区  

 35) 高田和子: 食生活改善のための保健指導技術. 

特定健診保健指導実践者育成研修会ー実践編ー 

栃木県保険者協議会. 2008.12.10, 栃木県宇都

宮市  

 36) 高田和子: 食生活改善のための保健指導技術. 

特定健診保健指導実践者育成研修会ー実践編ー 

栃木県保険者協議会.2009.01.09,栃木県小山市  

 37) 高田和子: 脱、メタボリック 見直そうあなたの

食生活. からだとこころを元気にする講座 横浜

市港北区役所生涯学習支援係. 2009.02.14, 神

奈川県横浜市  

 38) 高田和子: 保健指導の実際（食生活）. 特定健

診・保健指導実践者育成研修 栃木県保険者協議



 

 Ⅲ 研究成果等の発表 59

会. 2008.09.04, 栃木県小山市  

 39) 高田和子: 保健指導の実際（食生活）. 特定健

診・保健指導実践者育成研修 栃木県保険者協議

会. 2009.01.01, 栃木県宇都宮市  

 40) 田中茂穂: エネルギー代謝の計算. 第 22 回

ACSM ヘルスフィットネスインストラクター教習

ワークショップ、（社）日本フィットネス協会. 

2008.10.16, 国立オリンピック記念青少年総合

センター  

 41) 田中茂穂: 栄養アセスメント. 平成 20 年度 日

本体育協会公認スポーツ栄養士養成特別講習会、

NPO 法人日本スポーツ栄養研究会. 2008.11.30, 

日本女子体育大学  

 42) 田中茂穂: 栄養と体重調節. 健康運動実践指導

者養成講習会、（財）健康・体力づくり事業財団. 

2008.08.18, クロス・ウェーブ府中  

 43) 田中茂穂: 栄養と体重調節. 第 67 回 健康運動

実践指導者養成講習会（東京①）、（社）日本フ

ィットネス協会. 2008.06.19, オンワード総合

研究所  

 44) 田中茂穂: 栄養摂取と運動「身体活動量の定量

法とその実際（1）（2）」. 平成 20 年度健康運動

指導士養成講習会、（財）健康・体力づくり事業

財団. 2008.05.07, 戸山サンライズ  

 45) 田中茂穂: 現場で生かす運動基準・エクササイ

ズガイド. 平成 20 年度 第 14 回実務向上研修Ｃ

コース、中央労働災害防止協会. 2008.12.06, 

安全衛生総合会館（東京）  

 46) 田中茂穂: 現場で生かす運動基準－エクササイ

ズガイド－. 平成 20 年度 第 4 回実務向上研修

Ｃコース、中央労働災害防止協会. 2008.06.21, 

新梅田研修センター  

 47) 田中茂穂: 身体活動量の定量法とその実際. 平

成 20 年度 第 1 回運動指導担当者コース（中央

労働災害防止協会）. 2009.03.23, 東京  

 48) 田畑泉: 特定健診からはじまる健康づくり. 福

岡市特定健診応援団発足式. 2009.01.09, 福岡

市福岡市役所  

 49) 門脇孝: 2 型糖尿病・メタボリックシンドロー

ムの病態と治療―食事栄養指導の重要性―. 関

東信越国立病院管理栄養士協議会研修会. 

2008.10.04, 東京  

 50) 門脇孝: サイエンスとヒューマニズムに立脚し

た糖尿病治療を目指して. 南房総糖尿病療養指

導研究会. 2008.08.08, 千葉  

 51) 門脇孝: 糖尿病・メタボリックシンドロームの

病態と対策―特定健診・保健指導の問題点と今

後のすすめ方. 藤枝市立総合病院 学術カンファ

ランス. 2008.07.07, 静岡  

 52) メリッサ・メルビー: 外国人から見た日本の食

事. 群馬県栄養士会.2008.10.19,群馬県前橋市  

 53) 饗場直美: イキイキ長生き！食生活～かしこく

選んで食べ方上手～. 元気健康シンポジウム 岐

阜市保健所主催. 2008.10.15, 岐阜市  

 54) 饗場直美: メタボリックシンドローム予防のた

めの栄養管理～給食の果たす役割～. 平成 20 年

度第 5 回特定給食施設等講習会 神奈川県秦野保

健福祉事務所主催. 2009.02.20,秦野市  

 55) 饗場直美: 健康づくりのための食育の推進と事

業評価について. 神奈川県行政栄養士等研修会. 

2008.07.30, 神奈川県  

 56) 饗場直美: 健康づくりのための食育の推進につ

いて. 平成 20 年度保健衛生研修 神奈川県茅ヶ

崎保健事務所. 2008.12.10, 神奈川県  

 57) 饗場直美: 健康教育「食」を大切にする健康教

育 健康教育に欠かせない『食育の必要性を考え

る』. 平成 20 年度パワーアップ研修会 八王子

市教育委員会. 2008.07.31, 東京都  

 58) 饗場直美: 効果的な特定保健指導について～行

動療法の考え方～. 群馬県行政栄養士協議会. 

2009.02.07,前橋市  

 59) 饗場直美: 効果的な保健・栄養指導のあり方と

その現状. 東京都南多摩保健所主催研修会. 

2009.01.20, 東京都南多摩市  

 60) 饗場直美: 行動変容に関する理論、保健指導を

支えるカウンセリング技術. 保健指導実践者育

成研修 東京都栄養士会. 2008.08.23, 東京都  

 61) 饗場直美: 行動変容に関する理論、保健指導を

支えるカウンセリング技術. 保健指導実践者育

成研修 東京都栄養士会. 2008.10.26, 東京都  

 62) 饗場直美: 子どもの食育―食習慣の基礎作りを

支援するためにー. 神奈川県保健活動推進研修

会. 2008.09.18, 神奈川県  

 63) 饗場直美: 子どもの食習慣の基礎作りを支援す

るために. 食育講演会 三崎保健福祉事務所主催. 

2008.11.28,三浦市  

 64) 饗場直美: 食育に係る最新情報～地域の食育を

推進するために～. 東京都栄養士連絡会講習会. 

2008.07.07, 東京 

 65) 饗場直美: 食育をめぐる最新情報. 栄養管理講

習会 東京都多摩小平保健所. 2008.06.24, 東京  

 66) 饗場直美: 対象に応じた食育について～わかり

やすい栄養表示とは～. 給食施設における栄養

管理研修会 青葉区福祉保健センター主催. 

2009.02.09,横浜市  

 67) 饗場直美: 地域で食育取り組もう～給食施設に

期待すること～. 特定給食施設研修会 八王子市

保健所. 2009.03.13, 八王子市  

 68) 饗場直美: 地域で進める食育について. 高津区

健康づくり推進会議・食育推進分科会. 

2008.12.22, 川崎市  

 69) 饗場直美: 中学生における健康づくり. 教育方

法研修会 東京都文京区教育センター主催. 

2009.01.23, 東京 

 70) 饗場直美: 特定健診・特定保健指導の具体的進

め方について. 東京都栄養士事務連絡会研修会. 

2008.07.14, 東京 

 71) 饗場直美: 目標の継続に向けて生活の中で工夫

できるヒントをつかもう①. あきる野市特定保

健指導事業 あきる野市保健福祉部. 2008.12.05,

あきる野市  
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 72) 饗場直美: 目標の継続に向けて生活の中で工夫

できるヒントをつかもう②. あきる野市特定保

健指導事業 あきる野市保健福祉部. 2009.03.28, 

あきる野市  

 73) 手嶋登志子: 食介護の視点からみたえん下困難

食の新基準. 静岡県諏訪保健所給食従事者研修

会. 2009.03.01, 静岡  

 74) 江崎治, 山崎聖美: 脂肪肝予防のストラテジー . 

第 29 回ヒューマンサイエンス基礎研究講習会. 

2008.06.13,東京 

 75) 山田和彦: Practice of low sodium foods in 

Japan. 社団法人国際厚生事業団平成 20 年度非

感染症対策研修(WHO-NCD コース 2008). 

2008.04.14, 国立保健医療科学院  

 76) 山田和彦: 栄養摂取と運動、食生活と健康増進、

消化と吸収の機構. 財団法人健康・体力づくり

事業財団主催健康運動指導士養成講習会. 

2008.08.06, 東京  

 77) 山田和彦: 特別用途食品と食生活. 日本臨床栄

養協会・日本サプリメントアドバイザー認定機

構フォローアップセミナー. 2008.10.26, 昭和

女子大学  

 78) 山田和彦: 特別用途食品制度の見直しについて. 

横浜市健康福祉局主催平成 20 年度健康増進法に

基づく食品表示に関する研修. 2009.03.10  

 79) 梅垣敬三: 「健康食品をとりまく現状」ー科学

的と思われている食品情報の実態－. 平成 20 年

度栄養管理講習会、千代田区保健所.2008.12.05, 

東京  

 80) 梅垣敬三: いわゆる健康食品の安全性に影響す

る要因分析とそのデータベース化・情報提供に

関する研究. 食品安全委員会 5 周年記念事業-食

品安全に関する研究事業成果発表会、食品安全

委員会. 2008.09.17, 東京  

 81) 梅垣敬三: 健康づくりのための正しい食品表示

や栄養情報のとらえ方. 平成 20 年度富山県食生

活改善推進連絡協議会定例総会. 2008.05.27, 

富山  

 82) 梅垣敬三: 健康食品・サプリメントとのつきあ

い方. 消費者教育講座、大田区消費者センター. 

2008.08.27, 東京  

 83) 梅垣敬三: 健康食品・サプリメントによる健康

被害. 市民公開講座、日本ビタミン学会. 

2008.11.08, 奈良  

 84) 梅垣敬三: 健康食品・サプリメントをうまく使

おう！安全かつ効果的に利用するためのポイン

ト. 市民公開講座第 51 回、千里ライフサイエン

ス. 2008.06.07, 大阪  

 85) 梅垣敬三: 健康食品って本当に効果があるの？. 

平成 20 年度江戸川区消費者団体連絡会研修会．

江戸川区消費者センター． 2009.01.30, 江戸川

区  

 86) 梅垣敬三: 健康食品の賢い使い方について. 食

品に関するリスクコミュニケーション―健康食

品に関する意見交換会―（厚生労働省）. 

2009.02.23, 札幌  

 87) 梅垣敬三: 食品の機能性に関する有効性と安全

性. 平成 20 年度第１回東北農研産学官連携セミ

ナー. 2008.06.30, 盛岡市  

 88) 梅垣敬三: 特定保健用食品の健康効果とは？ . 

第 23 回総会記念講演、兵庫県保険医協会講演会

北阪神支部. 2008.10.18, 伊丹  

 89) 大賀英史: ポピュレーション・アプローチの考

え方ーソーシャルキャピタルの視点からー .長

野県北信管内 保健師等研修会 . 2008.06.07,  

長野県北信保健所  

 90) 大賀英史: 心を動かし、人が本来持っている力

を引き出す食事指導. (社）鹿児島県栄養士会 

法人化 50 年記念講演会（平成 20 年度第１回研

修会）. 2008.05.17, 鹿児島市 

 91) 大森豊緑: これからの健康づくり運動指導者に

求められるもの. 日本健康運動指導士会和歌山

県支部設立記念総会特別講演. 2008.10.30, 和

歌山市  

 92) 大森豊緑: 健康づくり施策概論. 健康運動実践

指導者養成講習会、財団法人健康・体力づくり

事業財団主催. 2008.06.16, 東京  

 93) 大森豊緑: 新型インフルエンザ－未知なる脅威

への対策－. 社団法人和歌山県病院協会年次総

会特別講演. 2009.03.21, 和歌山市  

94) 渡邊昌: 栄養療法における適正なたんぱく摂取

量. ４機関臨床栄養研究会. 2008.11.14, 東京  

 95) 渡邊昌: 研究成果発表会（研究者向け）. 財団

法人循環器病研究振興財団. 2009.02.09, ＫＫ

Ｒホテル東京（東京都千代田区）  

 96) 渡邊昌: 人類の健康のために、世界中の栄養士

と連携と協力を. 第 15 回国際栄養士会議. 

2008.09.08, 横浜  

 97) 渡邊昌: 第 102 会理事会. 財団法人健康・体力

づくり事業財団. 2009.01.01, 財団法人健康・

体力づくり事業財団会議室（東京都港区）  

 98) 渡邊昌: 第 102 会理事会. 財団法人健康・体力

づくり事業財団. 2009.03.26, 財団法人健康・

体力づくり事業財団会議室（東京都港区） 

 

【研究所が主催・共催するセミナー等】 

  1) 荒井裕介: 国民健康・栄養調査を行うための準

備と精度向上のための調査手技について. 健

康・栄養調査技術研修セミナー. 2008.08.01, 

豊中市  

  2) 荒井裕介: 国民健康・栄養調査を行うための準

備と精度向上のための調査手技について. 健

康・栄養調査技術研修セミナー. 2008.08.07, 

名古屋市  

  3) 荒井裕介: 国民健康・栄養調査を行うための準

備と精度向上のための調査手技について. 健

康・栄養調査技術研修セミナー. 2008.08.08, 

岡山市  

  4) 荒井裕介: 国民健康・栄養調査を行うための準

備と精度向上のための調査手技について. 健

康・栄養調査技術研修セミナー. 2008.08.26, 

盛岡市  
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  5) 荒井裕介: 国民健康・栄養調査を行うための準

備と精度向上のための調査手技について. 健

康・栄養調査技術研修セミナー. 2008.08.30, 

新宿区  

  6) 森田明美: 行動変容理論にもとづいた大規模肥

満克服プログラムの取り組み.日米ワークショッ

プ肥満対策への取り組み. 2008.08.29, 東京  

  7) 野末みほ, 荒井裕介, 由田克士: 栄養摂取状況

調査集計ソフト「食事しらべ」データ処理につ

いて. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2008.10.29, 東京  

  8) 野末みほ, 荒井裕介, 由田克士: 栄養摂取状況

調査集計ソフト「食事しらべ」データ処理につ

いて. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2008.10.30, 大阪  

  9) 野末みほ, 荒井裕介, 由田克士: 栄養摂取状況

調査集計ソフト「食事しらべ」利用方法につい

て. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2008.10.29, 東京  

 10) 野末みほ, 荒井裕介, 由田克士: 栄養摂取状況

調査集計ソフト「食事しらべ」利用方法につい

て. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2008.10.30, 大阪  

 11) 野末みほ: 適切な食品番号の選択、調理による

変化や栄養素が強化されている食品の考え方に

ついて. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2008.08.01, 豊中市  

 12) 野末みほ: 適切な食品番号の選択、調理による

変化や栄養素が強化されている食品の考え方に

ついて. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2008.08.07, 名古屋市  

 13) 野末みほ: 適切な食品番号の選択、調理による

変化や栄養素が強化されている食品の考え方に

ついて. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2008.08.08, 岡山市  

 14) 野末みほ: 適切な食品番号の選択、調理による

変化や栄養素が強化されている食品の考え方に

ついて. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2008.08.26, 盛岡市  

 15) 野末みほ: 適切な食品番号の選択、調理による

変化や栄養素が強化されている食品の考え方に

ついて. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2008.08.30, 東京  

 16) 由田克士: 健康・栄養調査の企画と事業評価の

ポイント～継続的な結果比較、評価のための企

画、結果評価～. 健康・栄養調査技術研修セミ

ナー（調査企画・解析・評価編） . 2008.08.28, 

東京  

 17) 由田克士: 健康・栄養調査の信頼性を高める－

標準化・精度管理の必要性－ . 健康・栄養調査

技術研修セミナー . 2008.08.07, 名古屋市  

 18) 由田克士: 健康・栄養調査の信頼性を高める－

標準化・精度管理の必要性－ . 健康・栄養調査

技術研修セミナー . 2008.08.08, 岡山市  

 19) 由田克士: 健康・栄養調査の信頼性を高める－

標準化・精度管理の必要性－ . 健康・栄養調査

技術研修セミナー . 2008.08.26, 盛岡市  

 20) 由田克士: 健康・栄養調査の信頼性を高める－

標準化・精度管理の必要性－ . 健康・栄養調査

技術研修セミナー . 2008.08.30, 東京  

 21) 由田克士: 健康・栄養調査の信頼性を高める－

標準化・精度管理の必要性－. 健康・栄養調査

技術研修セミナー . 2008.08.01, 豊中市  

 22) 由田克士: 国民健康・栄養調査の現状. 第 10 回

一般公開セミナー. 2009.02.28, 東京  

 23) 由田克士: 最近の国民健康・栄養調査成績から. 

平成 20 年度栄養情報担当者（ＮＲ）研修会. 

2008.11.22, 名古屋  

 24) Tanaka S: Determinants of total energy 

expenditure and significance of physical 

activity. Challenges to Obesity Prevention 

US-Japan Workshop. 2008.08.29, 

International Medical Center of Japan  

 25) 宮地元彦: 身体活動量をいかに増やすか. 第 10

回一般公開セミナー. 2009.02.28, 東京  

 26) 田畑泉: エクササイズガイド 2006－生活活動で

健康づくり！－. オープンハウス 2008. 

2008.09.27, 東京  

 27) 饗場直美: 食事バランスをいかに改善するか. 

第 10 回一般公開セミナー. 2009.02.28, 東京  

 28) 饗場直美: 食生活と健康－健康への１歩は食事

の見直しから－. オープンハウス 2008. 

2008.09.27, 東京  

29) 山田和彦: エネルギー換算係数の考え方. 平成

20 年度栄養情報担当者（ＮＲ）研修会. 

2008.10.04, 仙台市  

 30) 梅垣敬三: 「健康食品」とつきあい方. オープ

ンハウス 2008. 2008.09.27, 東京  

 31) 梅垣敬三: 「健康食品」情報の解釈において留

意すべき事項. 栄養情報担当者（ＮＲ）研修会. 

2008.10.13, 東京  

 32) 大森豊緑: 国立健康・栄養研究所の取り組み. 

第 10 回一般公開セミナー. 2009.02.28, 東京 

 

【その他の講演会等】 

  1) 森田明美: 疫学調査からみた栄養摂取. 平成 20

年度政策創薬総合研究推進事業、第 29 回ヒュー

マンサイエンス基礎研究講習会「国立健康・栄

養研究所における研究活動」.2008.06.13, 東京  

  2) 石見佳子, 卓興鋼, 梅垣敬三, 山内淳: 大豆成

分の生活習慣病予防効果の系統的レビューとそ

の検証に関する研究（第 1 報）（特定研究）. 不

二大豆たん白質研究振興財団研究報告会. 

2008.06.02, 大阪  

  3) 石見佳子: 骨の健康と栄養. Otsuka Academy 

Nutrition Program NR 養成講座.2009.02.18,東京 

  4) 石見佳子: 骨粗鬆症予防における大豆イソフラ

ボン及び豆乳の効果. 日本豆乳協会奨励寄附研

究報告会. 2008.07.04, 東京  

  5) 石見佳子: 食品成分による骨粗鬆症の予防. 日

米シンポジウム「食品成分の機能性-日米からの

発信- ILSI Japan,（財）日本健康・栄養食品協
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会,NNFA ジャパン,（独）国立健康・栄養研究所. 

2008.12.03, 東京  

  6) 由田克士: いきなり 100 点を求めない！知識・

スキル・興味・生活環境に応じた栄養教育を考

える. 第７回糖尿病クリニカルケースカンファ

レンス. 2009.03.28, 東京  

  7) 由田克士: 特定保健指導の効果的な実践 ～効果

的な食生活改善指導について～ . 健康保険組合

連合会 平成 20 年度特定保健指導実践者育成研

修会（２） . 2008.10.03, 東京  

  8) 由田克士: 特定保健指導の効果的な実践 ～効果

的な食生活改善指導について～ . 健康保険組合

連合会 平成 20 年度特定保健指導実践者育成研

修会（３）. 2008.10.17, 東京  

  9) 由田克士: 特定保健指導の効果的な実践 ～効果

的な食生活改善指導について～ . 健康保険組合

連合会 平成 20 年度特定保健指導実践者育成研

修会（４）. 2008.10.24, 大阪  

 10) 由田克士: 特定保健指導の効果的な実践 ～効果

的な食生活改善指導について～. 健康保険組合

連合会 平成 20 年度特定保健指導実践者育成研

修会（１）. 2008.09.26, 東京  

 11) 由田克士: 平成 19 年度 丸山地区食事調査結果

から見えてくるもの. 千葉県南房総市 学校給食

における学校・家庭・地域の連携推進委員会講

演会 . 2008.10.31, 南房総市  

 12) 宮地元彦: メタボリックシンドロームを予防・

改善する運動・身体活動. 健やか生活習慣フェ

スタ 厚生労働省 健康・体力づくり事業財団. 

2008.03.15, 池袋サンシャインホール  

 13) 田中茂穂: “健康づくりのための運動指針

2006”に基づく運動指導. 第 7 回糖尿病クリニ

カルケースカンファレンス. 2009.03.28, 東京  

 14) 田中茂穂: エネルギー消費量の正確な評価と変

動要因. 平成 20 年度政策創薬総合研究推進事業 

第 29 回ヒューマンサイエンス基礎研究講習会. 

2008.06.13, 国立健康・栄養研究所  

 15) Aiba N: Nutritional Education Program 「日

本の食育の推進」.海外ジャーナリスト食育講演

会・ヤクルト株式会社主催. 2008.10.07, 東京  

 16) Melby MK: Effects of an equol supplement on 

menopausal supplements. . 3rd International 

Isoflavone & Equol Research Steering 

Committee Meeting, Otsuka Pharmaceutical. 

2008.11.08, Tokyo, Japan  

 17) 饗場直美: 食品表示の問題点. ヒューマンサイ

エンス基礎研究講習会. 2008.06.13, 東京都  

 18) 饗場直美: 特定保健指導の実際. 平成 20 年度メ

タボリックシンドローム予防専門研修 財団法人

滋賀県健康づくり財団主催. 2009.01.10, 滋賀

県大津市  

 19) 江崎治, 山崎聖美: トランス脂肪酸の考え方. 

第 16 回 加工油脂栄養研究会 主催 : 加工油脂

栄養研究会. 2008.10.18, ホテル「まほろば」

(北海道）  

 20) 江崎治: 運動の脂肪燃焼亢進作用とミトコンド

リア量増加機序. 第１回 Young Researchers 

Conference ノバルティス ファーマ株式会社. 

2008.12.10, 山の上ホテル（東京）  

 21) 永田純一: 特定保健用食品の分析試験について. 

日本健康栄養食品協会. 2008.07.04, 東京  

 22) 永田純一: 特定保健用食品許可状況と安全・安

心の考え方. 日本栄養食糧学会九州・沖縄支部. 

2008.06.14, 福岡  

 23) 永田純一: 日本人におけるトランス型脂肪酸摂

取のとらえ方 -トランス脂肪酸問題にどう取り

組むべきか. 日本臨床栄養学会・日本臨床栄養

協会. 2008.10.10, 東京  

 24) 竹林純: 食品の抗酸化力を示す指標―Anti 

Oxidant Unit―. 平成 20 年度政策創薬総合研究

推進事業 第 29 回ヒューマンサイエンス基礎研

究講習会. 2008.06.13, 東京 

 25) 梅垣敬三, 遠藤香: 葉酸の供給源としての緑茶

の可能性.茶学術シンポジウム.2008.07.05,東京  

 26) 梅垣敬三: サプリメントの安全性・有効性情報、

話題の情報. 日本サプリメントアドバイザー講

習会、日本サプリメントアドバイザー認定機構. 

2008.10.13, 大阪  

 27) 梅垣敬三: サプリメントの安全性・有効性情報、

話題の情報. 日本サプリメントアドバイザー講

習会、日本サプリメントアドバイザー認定機構. 

2008.10.26, 東京  

 28) 梅垣敬三: サプリメントの適切な利用に対する

考え方. ＮＮＦＡジャパン教育セミナー. 

2008.09.09, 東京  

 29) 梅垣敬三: 機能性素材・栄養成分の全体評価;現

状の到達点と今後の課題. 機能性食品の安全性

シンポジウム. 2008.04.21, 東京  

 30) 梅垣敬三: 健康食品の現状と問題点. 健康食品

管理士養成校教員研修会. 2008.06.21, 東京  

 31) 梅垣敬三: 特定保健用食品について. 長野県食

品添加物協会講習会、長野県食品添加物協会. 

2008.11.27, 松本  

 32) 渡邊昌: 『生きる鍵』としての食生活. 特定健

診・特定保健指導をどう活かす（長野県医学夏

季大学講座）. 2008.07.25, 長野県  

 33) 渡邊昌: 09 年賀交歓会. エグゼブティブ会議. 

2009.01.07, 東京  

 34) 渡邊昌: 第 101 回理事会. （財）健康・体力づ

くり事業財団. 2008.05.27, 東京  

 35) 渡邊昌: AOU とフードアイコンによる表示への

取り組み. Antioxidant Unit 研究会. 

2008.10.02, 東京  

 36) 渡邊昌: バキュロウウイルスの特性を利用した

家畜用ワクチンの開発. 平成 20 年度中間評価に

係るヒアリング. 2008.10.20, 東京  

 37) 渡邊昌: メタボ対策と食品表示. 食とメタボ シ

ンポジウム. 2008.04.25, 東京  

 38) 渡邊昌: 栄養療法と運動療法を併用した予防医

療の可能性. 統合医療展・医療実践セミナー. 

2009.03.11, 東京  

 39) 渡邊昌: 機能栄養食品学. 有限責任中間法人日
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本統合医療学会（ＩＭＪ）.2008.09.20,東京  

 40) 渡邊昌: 機能性食品の今後の展開. 日本抗加齢

医学会専門医・指導士受験用講習会. 

2009.02.22, 東京  

 41) 渡邊昌: 高齢者の料理のつくり方～おいしい・

簡単・美しい～. 国際福祉機器展 H.C.R.2008. 

2008.09.24, 東京ビックサイト  

 42) 渡邊昌: 常務理事会・理事会・評議委員. 日本

抗加齢医学会専門医・指導士受験用講習会. 

2008.06.05, 東京  

 43) 渡邊昌: 食と健康のためのユビキタス情報基盤

研究会講演. （財）大坂科学技術センター. 

2008.10.07, 大阪  

 44) 渡邊昌: 食育のめざすもの. ソリューションセ

ミナー. 2008.09.20, 東京  

45) 渡邊昌: 新年賀詞交歓会. 財団法人ヒューマン

サイエンス振興財団. 2009.01.14, 東京  

 46) 渡邊昌: 第 15 回健康食品フォーラム.(財)医療

経済研究・社会保険福祉協会. 2008.10.02,東京  

 47) 渡邊昌: 第 2 回選考・評価委員会. 生物系特定

産業技術研究支援センター. 2009.02.17, 東京  

 48) 渡邊昌: 第 3 回食品産業技術検討委員会.食料産

業クラスター促進技術対策. 2009.02.24,東京  

 49) 渡邊昌: 第 4 回食育推進評価委員会. 内閣府食

育推進室. 2008.09.30, 東京  

 50) 渡邊昌: 第一回栄養と健康を考える有職者会の

会合・懇親会. （社）日本栄養士会. 

2009.02.11, 東京  

 51) 渡邊昌: 低たんぱく食の必要性セミナー. 低た

んぱく食普及会. 2008.05.17, 東京  

 52) 渡邊昌: 電磁界情報センター運営委員会. 電磁

界情報センター運営委員会. 2009.03.27, 全日

電工連会館  

 53) 渡邊昌: 電磁界情報センター開所にあたっての

諸問題の検討. 電磁界情報センター運営監視委

員会. 2008.10.02, 東京  

 54) 渡邊昌: 特定健診・特定保健指導のねらいと対

策. 第 65 回長野県農村医学会総会. 2008.07.05, 

長野県  

 55) 渡邊昌: 特定健診・特定保健指導のめざすもの. 

ラジオＮＩＫＫＥＩ『医学の焦点』. 

2008.08.21, 東京  

 56) 渡邊昌: 特別公開セミナー・新春交流会. ＮＮ

ＦＡジャパン. 2009.01.28, 東京  

 57) 渡邊昌: 理事会. Antioxidant Unit 研究会. 

2008.10.02, 東京 

 
 5.政府関係機関審議会、委員会等 
【厚生労働省等政府関連】 

  1) 山内淳: 日本人の食事摂取基準ミネラルワーキ

ンググループ. 2008 年 8 月. 2008.  

  2) 森田明美: 「日本人の食事摂取基準」策定検討

会 委員. 厚生労働省健康局. 2008.  

  3) 森田明美: 食品安全委員会添加物専門調査会専

門参考人 . 内閣府食品安全委員会. 2008.  

  4) 森田明美: 平成 20 年国民健康・栄養調査企画解

析検討会構成員 . 厚生労働省健康局. 2008.  

  5) 石見佳子: 「日本人の食事摂取基準」策定委員

会 ミネラルワーキンググループ構成員. 厚生労

働省健康局. 2008.  

  6) 石見佳子: 科学技術・学術審議会専門委員（資

源調査分科会）. 文部科学省 平成 18 年 10 月

11 日. 2008.  

  7) 石見佳子: 食品安全委員会遺伝子組換え食品等

専門調査会専門委員. 内閣府食品安全委員会 平

成 19 年 10 月 1 日. 2008.  

  8) 石見佳子: 食品安全委員会新開発食品専門調査

会専門委員. 内閣府食品安全委員会 平成 19 年

10 月 1 日. 2008.  

  9) 坪田(宇津木)恵: 日本人の食事摂取基準 策定委

員会高齢者ワーキンググループ. 厚生労働省健

康局. 2008.  

 10) 由田克士: 「日本人の食事摂取基準」策定検討

会 ワーキンググループ構成員 . 厚生労働省健

康局. 2008.  

 11) 由田克士: 平成 19 年国民健康・栄養調査企画解

析検討会構成員. 厚生労働省健康局. 2008.  

 12) 由田克士: 平成 20 年国民健康・栄養調査企画解

析検討会構成員. 厚生労働省健康局. 2008.  

 13) 由田克士: 薬事・食品衛生審議会臨時委員. 厚

生労働省医薬食品局. 2008.  

14) 高田和子: 介護保険マニュアル 栄養改善マニュ

アル改訂協力委員. 2008 年 9 月. 2008.  

 15) 田中茂穂: 「日本人の食事摂取基準」策定検討

会 ワーキンググループ構成員（エネルギー）. 

厚生労働省健康局 総務課生活習慣病対策室長 

関英一. 2008.  

 16) 田畑泉: ｢日本人の食事摂取基準｣策定検討会 委

員. 厚生労働省 健康局長 （6 月 16 日）. 2008.  

 17) 窪田直人: 食事療法用宅配食品栄養指針委員.. 

2008.  

 18) 門脇孝: ターゲットタンパク研究プログラム プ

ログラム連絡委員. 文部科学省. 2008.  

 19) 門脇孝: 科学技術・学術審議会専門委員. 文部

科学省. 2008.  

 20) 門脇孝: 科学研究費委員会専門委員. 日本学術

振興会. 2008.  

 21) 門脇孝: 食品の安心・安全確保推進研究事前評

価委員会委員. 厚生労働省. 2008.  

 22) 門脇孝: 地域科学技術施策専門委員. 文部科学

省. 2008.  

 23) 門脇孝: 平成 21 年度科学技術分野の文部科学大

臣表彰審査委員会 若手科学者賞審査部会委員. 

文部科学省. 2008.  

 24) 門脇孝: 保健医療専門審査員. 厚生労働省. 

2008.  

 25) 饗場直美: 栄養成分等情報提供検討委員会. 

2008.  

 26) 饗場直美: 厚生労働省医薬食品局 薬事・食品衛

生審議会専門委員. 2008.  

 27) 饗場直美: 内閣府企業分野等食育活動検討会議

委員. 2008.  
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 28) 手嶋登志子: 厚生労働省 特定用途食品制度のあ

り方に関する検討会(えん下困難者用食品 WG)委

員. 2008.  

 29) 手嶋登志子: 農林水産省 特色ある JAS 規格検討

委員. 2008.  

 30) 江崎治: 「日本人の食事摂取基準」策定検討会 

ワーキンググループリーダー. 厚生労働省健康

局 総務課生活習慣病対策室長 関英一. 2008.  

 31) 山田和彦: 「日本人の食事摂取基準」策定検討

会ワーキンググループ構成員. 厚生労働省健康

局. 2008.  

 32) 山田和彦: 管理栄養士国家試験委員. 厚生労働

省健康局. 2008.  

 33) 山田和彦: 薬事･食品衛生審議会新開発食品調査

部会員. 厚生労働省医薬食品局. 2008.  

 34) 梅垣敬三: 管理栄養士国家試験委員. 19.8.23－

21.8.22. 2008.  

 35) 梅垣敬三: 薬事・食品衛生審議会専門委員. 

19.1.24-21.1.23. 2008.  

 36) 笠岡(坪山)宜代: 厚生労働省 「日本人の食事摂

取基準」策定検討会 活用ワーキンググループ構

成員. 2008.7. 2008.  

 37) 渡邊昌: 「国際医療協力研究委託費運営委員会

委員」及び「国際医療協力研究委託費運営委員

会中間・事後評価部会委員」. 厚生労働省医政

局、委任期間：承認日から平成 21 年 3 月 31 日

まで. 2008.  

 38) 渡邊昌: 「糖尿病等の生活習慣病対策の推進に

関する検討会」構成員. 厚生労働省健康局総務

課生活習慣病対策室、平成 19 年 6 月 14 日、期

間：平成 19 年 6 月 20 日から平成 20 年 6 月 19

日まで. 2008.  

 39) 渡邊昌: 化学物質リスク研究事業企画運営委員

会委員. 厚生労働省医薬局審査管理課化学物質

安全対策室、平成 19 年 8 月 7 日、期間：平成

19 年 8 月から平成 24 年 8 月まで. 2008.  

 40) 渡邊昌: 厚生科学審議会委員. 舛添要一（平成

21 年 1 月 23 日）. 2008.  

 41) 渡邊昌: 食育推進会議委員. 内閣府政策統括官

（共生社会政策担当）、発令日平成 19 年 8 月 14

日、期間：平成 19 年 8 月 25 日～平成 21 年 8 月

24 日. 2008.  

 42) 渡邊昌: 食品の安心・安全確保推進研究中間・

事後評価委員会委員. 厚生労働省医薬局（平成

20 年 1 月 21 日）、期間：平成 20 年 1 月 1 日か

ら平成 20 年 12 月 31 日まで. 2008.  

43) 渡邊昌: 平成 20 年度新規採択課題研究計画検討

会. 独立行政法人農業・食品産業技術総合研究

機構、平成 20 年 9 月 12 日. 2008.  

 44) 渡邊昌: 薬事・食品衛生審議会臨時委員. 厚生

労働省医薬食品局、期間：平成 19 年 1 月 23 日

から平成 21 年 1 月 22 日. 2008. 

 

【地方自治体等】 

  1) 由田克士, 荒井裕介: 県民健康・栄養調査作業

検討会. 栃木県. 2008.  

  2) 由田克士: 「にいがた減塩ルネサンス（仮称）」

プロジェクト キックオフ会議構成員. 新潟県福

祉保健部. 2008.  

  3) 門脇孝: 魚沼基幹病院基本計画策定委員会 委員. 

魚沼基幹病院基本計画策定委員会. 2008.  

  4) 梅垣敬三: 東京都食品安全情報評価委員会委員. 

20.5.1-22.4.30. 2008.  

  5) 大賀英史: 国民健康保険特定保健指導業務委託

事業者評価委員・委員長. 神奈川県横浜市健康

福祉局長 4 月 1 日. 2008.  

  6) 大賀英史: 静岡県小山町 食育推進計画策定委員

会・委員長. 静岡県小山町長 平成 20 年 5 月. 

2008. 

 

【その他】 

  1) 山内淳: 脂溶性ビタミン総合研究委員会委員. 

2008 年 4 月. 2008.  

  2) 由田克士: 財団法人 健康・体力づくり事業財団 

健康増進総合支援システム情報提供事業 情報評

価委員. 財団法人 健康・体力づくり事業財団. 

2008.  

  3) 由田克士: 平成 20 年度 日本栄養士会 保健指

導・食育活動拠点整備事業 企画運営委員会委

員 . 日本栄養士会. 2008.  

  4) 江崎治: 独立行政法人農業・食品産業技術総合

研究機構「新技術・新分野創出のための基礎研

究推進事業」中間評価専門委員. 独立行政法人

農業・食品産業技術総合研究機構食品総合研究

所 生物系特定産業技術研究支援センター（平成

19 年 10 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日）. 2008.  

  5) 江崎治: 独立行政法人農業・食品産業技術総合

研究機構食品総合研究所における人間を対象と

する生物医学的研究倫理委員会 倫理委員会委

員 . 独立行政法人農業・食品産業技術総合研究

機構食品総合研究所 （平成 18 年 4 月 1 日～平

成 21 年 3 月 31 日）. 2008.  

  6) 梅垣敬三: （独）国民生活センター商品テスト

分析・評価委員会委員. 19.4.1-21.3.31. 2008. 

 
 6.関連学術団体等への貢献 
【理事等の役員】 

  1) 由田克士: 日本循環器病予防学会（日本循環器

管理研究協議会）理事. 2008.  

  2) 熊江隆: 体力・栄養・免疫学会 理事. 2008.  

  3) 高田和子: 日本スポーツ栄養研究会理事. 2008.  

  4) 門脇孝: American Diabetes Association. 2008.  

  5) 門脇孝: American Endocrine Society. 2008.  

  6) 門脇孝: 日本再生医学会（評議員）. 2008.  

  7) 門脇孝: 日本生化学会. 2008.  

  8) 門脇孝: 日本体質医学会（常任理事）. 2008.  

  9) 門脇孝: 日本適応医学会（評議員）. 2008.  

 10) 門脇孝: 日本糖尿病・肥満動物学会（理事長）. 

2008.  

 11) 門脇孝: 日本糖尿病学会（理事長）. 2008.  

 12) 門脇孝: 日本糖尿病協会（常任理事）. 2008.  

 13) 門脇孝: 日本糖尿病合併症学会（幹事）. 2008.  
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 14) 門脇孝: 日本内科学会. 2008.  

 15) 門脇孝: 日本内分泌学会（理事）. 2008.  

 16) 門脇孝: 日本肥満学会（評議員）. 2008.  

 17) 門脇孝: 日本病態栄養学会（常任理事）. 2008.  

 18) 門脇孝: 日本分子生物学会. 2008.  

 19) 門脇孝: 日本臨床分子医学会（評議員）. 2008.  

 20) 山田和彦: 日本栄養・食糧学会理事. 2008.  

 21) 山田和彦: 日本栄養改善学会理事. 2008.  

 22) 山田和彦: 日本食物繊維学会常務理事. 2008.  

 23) 梅垣敬三: 日本栄養・食糧学会理事. 20.5.5. 

2008.  

 24) 笠岡(坪山)宜代: 日本栄養士会 研究運営部会 

副部会長. 2008.6. 2008.  

 25) 芝池伸彰: 公衆衛生情報研究協議会理事. 2008.  

 26) 渡邊昌:日本抗加齢医学会委員長. 2008.  

 27) 渡邊昌:第１５回国際栄養士会議組織委員会顧問. 

2008.  

28) 渡邊昌: antioxidant Unit 研究会常任理事. 2008.  

29) 渡邊昌:財団法人日本健康・栄養食品協会理事. 

2008.  

 30) 渡邊昌:日本予防医療評価機構理事. 2008.  

 31) 渡邊昌:財団法人日本健康・栄養食品協会理事. 

2008.  

 32) 渡邊昌:財団法人健康・体力づくり事業財団理事. 

2008.  

 33) 渡邊昌:「ビタミンの日」委員会理事. 2008. 

 

【学会誌等の雑誌編集委員】 

  1) T.Utsugi M: Public Health Nutrition 雑誌編

集委員. 2007.1-. 2008.  

  2) 熊江隆: 体力・栄養・免疫学雑誌編集委員. 

2008.  

  3) 高田和子: 栄養学雑誌編集委員. 2008.  

  4) 門脇孝: 『Diabetes Journal』編集委員. 2008.  

  5) 門脇孝: 『Diabetes News in the World』編集

委員. 2008.  

  6) 門脇孝: 『Diabetes Nursing』編集委員. 2008.  

  7) 門脇孝: 『DITN』編集委員. 2008.  

  8) 門脇孝: 『DM Communications』. 2008.  

  9) 門脇孝: 『科学的根拠に基づく糖尿病診療ガイ

ドライン』編集委員. 2008.  

 10) 門脇孝: 『糖尿病治療ガイド』編集委員. 2008.  

 11) 門脇孝: Arteriosclerosis Thrombosis and 

Vascular Biology, Editorial Board. 2008.  

 12) 門脇孝: Best Practice & Research Clinical 

Endocrinology & Metabolism, Editorial Board. 

2008.  

 13) 門脇孝: Current Diabetes Reviews, Editorial 

Board. 2008.  

 14) 門脇孝: Diabetes Care, Editorial Board.2008.  

 15) 門脇孝: Diabetes, Obesity and Metabolism, 

Editorial Board. 2008.  

 16) 門脇孝: Endocrinology, Editorial Board.2008.  

 17) 門脇孝: J. Clin. Invest., Editorial Board . 

2008.  

 18) 門脇孝: Metabolic Syndrome and Related 

Disorders, Editorial Board. 2008.  

 19) 門脇孝: The Journal of Clinical 

Endocrinology &Metabolism, Editorial Board. 

2008.  

 20) 門脇孝: The Journal of Endocrine Genetics, 

Editorial Board. 2008.  

 21) Melby MK: Maturitas: The European Menopause 

Journal. 2006-9. 2008.  

 22) 江崎治: 「International Journal of 

Obesity」Editorial Board . H18.10.1～ . 

2008.  

 23) 江崎治: 日本肥満学会誌「肥満研究」編集委員

江崎治 . H18.1.1～H21.12.31. 2008.  

 24) 山田和彦: 日本食物繊維学会編集委員. 2008.  

 25) 梅垣敬三: 日本食品衛生学会情報委員会委員 . 

19.11.7. 2008.  

 26) 渡邊昌: 医と食編集長. 2009. 

 

【その他】 

  1) 山内淳: 日本ビタミン学会評議員. 2008.  

  2) 山内淳: 日本栄養・食糧学会評議員. 2008.  

  3) 石見佳子: 文部科学省女性研究者育成モデル

「東京農工大学理系女性のエンパワーメントプロ

グラム」評価委員. 2008.  

  4) 由田克士: 第 15 回国際栄養士会議 プログラム

委員会委員. 2008.  

  5) 田中茂穂: 平成 20 年度（財）日本体育協会 ス

ポーツ医・科学専門委員会「子どもの発達段階

に応じた体力向上プログラム」事業・調査研究

協力者会議委員. 2008.  

  6) 田中茂穂: 平成 20 年度（財）日本体育協会 ス

ポーツ医・科学専門委員会「日本の子どもにお

ける身体活動・運動目標設定と効果の検証」研

究班員. 2008.  

  7) 矢野友啓: 日本ビタミン学会編集委員会トピッ

クス等担当委員. 2008.  

  8) 笠岡(坪山)宜代: 栄養学若手研究者の集い 世話

人. 2005.4. 2008.  

  9) 笠岡(坪山)宜代: 日本栄養士会 研究教育協議会 

幹事. 2008.6. 2008.  

 10) 芝池伸彰: （財）国際協力医学研究振興財団 糖

尿病戦略研究運営委員会委員. 2008. 

 
 7.併任、非常勤講師等 
【厚生労働省等との併任】 

  1) 永田純一: 厚生労働省医薬食品局食品安全部基

準審査課新開発食品保健対策室併任. 2008.  

  2) 卓興鋼: 厚生労働省医薬食品局食品安全部基準

審査課新開発食品保健対策室併任. 2008. 

 

【大学の客員教授・非常勤講師等】 

  1) 荒井裕介: 女子栄養大学 非常勤講師. 2008.  

  2) 山内淳: 日本女子大学 家政学部. 2008.  

  3) 石見佳子: お茶の水女子大学 生活科学部非常勤

講師. 2008.  

  4) 野末みほ: 女子栄養大学非常勤講師. 2008.  
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  5) 由田克士: 金沢医科大学非常勤講師 . 2008.  

  6) 由田克士: 山口県立大学大学院 非常勤講師. 

2008.  

  7) 由田克士: 仁愛女子短期大学非常勤講師. 2008.  

  8) 熊江隆: 関東学院大学 非常勤講師. 2008.  

  9) 熊江隆: 東京農業大学 客員教授.. 2008.  

 10) 熊江隆: 日本体育大学 非常勤講師. 2008.  

 11) 高田和子: 新潟医療福祉大学健康科学部. 2008.  

 12) 田中茂穂: 首都大学東京・人間健康科学副専攻

コース 非常勤講師. 2008.  

 13) 田畑泉: 順天堂大学 スポーツ健康科学部客員教

授．2008.  

 14) 田畑泉: 早稲田大学スポーツ科学学術院 客員教

授．2008.  

15) 宮地元彦: 早稲田大学科研機構 客員教授. 2008.  

16) 宮地元彦: 早稲田大学スポーツ科学学術院 客員

教授．2008.  

17) 宮地元彦: 鹿屋体育大学体育学部 客員教授. 

2008.  

18) 門脇孝: 群馬大学客員教授. 2008.  

 19) 門脇孝: 順天堂大学客員教授. 2008.  

 20) 門脇孝: 東京大学医学部附属病院 副病院長. 

2008.  

 21) 門脇孝: 東京大学大学院医学系研究科代謝栄養

病態学（糖尿病･代謝内科）教授. 2008.  

 22) 饗場直美: 高崎健康福祉大学大学院 健康福祉学

研究科 非常勤講師. 2008.  

 23) 矢野友啓: 静岡県立大学食品栄養科学部生化学

客員教授. 2008.  

 24) 矢野友啓: 千葉大学大学院医学薬学府非常勤講

師. 2008.  

 25) 矢野友啓: 千葉大学薬学部非常勤講師. 2008.  

 26) 矢野友啓: 日本大学大学院非常勤講師. 2008.  

 27) 三好美紀: 県立広島大学大学院 非常勤講師. 

2008.  

 28) 三好美紀: 聖母大学 非常勤講師. 2008.  

 29) 大森豊緑: 川崎医療福祉大学大学院非常勤講師. 

2008.  

 30) 渡邊昌:早稲田大学先端科学・健康医療融合研究

機構生命医療工学研究所（早稲田大学プロジェ

クト研究所）客員教員. 2008.  

 31) 渡邊昌:東京農業大学総合研究所客員教授. 2008.  

 32) 渡邊昌:信州大学医学部非常勤講師. 2008. 

 

【その他】 

  1) 熊江隆: 〔財〕日本産業廃棄物処理振興センタ

ー 非常勤講師. 2008.  

  2) 田中茂穂: （独）科学技術振興機構 「良いシー

ズをつなぐ知の連携システム」外部専門家.2008.  

  3) 門脇孝: 情報・システム研究機構国立遺伝学研

究所 客員研究部門客員教員. 2008.  

 
 8.国際貢献 
【海外への派遣による科学・技術協力】 

  1) 笠岡(坪山)宜代: 米国 FDA,NIH など関係諸機関

との共同研究・情報交換. FDA, NIH. 2008. 

 

【海外からの研究者の受け入れ・指導】 

  1) 田畑泉: 身体活動量の増加による生活習慣病発

症予防に関する研究. 若手外国人研究者招へい

事業. 2008 .  

  2) 三好美紀: マレーシア国保健省より栄養課補佐

官来所受入. 11 月 25 日～12 月 5 日. 2008 . 

 

【国際会議への対応】 

  1) 門脇孝: WHO Expert Consultation on Waist 

Circumference and Waist-Hip Ratio. WHO. 

2008.  

  2) 山田和彦: FAO/WHO 合同コーデックス会議第 30

回栄養・特殊用途食品部会出席. ケープタウン

(南アフリカ共和国). 2008.  

  3) 笠岡(坪山)宜代: 日米シンポジウム「肥満対策

への取り組み」開催. . 2008, 国立国際医療セ

ンター.  

  4) 芝池伸彰, 山田和彦, 梅垣敬三, 笠岡(坪山)宜

代: 日米シンポジウム「食品の機能と表示の最

新動向」開催. . 2008. 

 9.知的財産権等 
  1) 江崎治, 仲谷照代, 三宅義明, 福本修一, 平光

正典, 岡田実紀：「抗肥満剤」（ポッカコーポレ

ーション中央研究所）出願番号 2005-148500：

審査請求. 2008.  

  2) 饗場直美:「栄養教育用こまキット」実用新案. 

2008. 

 3) 饗場直美：「栄養教育用こまキット」意匠登録．

2008. 

  4) 由田克士, 荒井裕介, 野末みほ: 国民健康・栄

養調査業務支援ソフト「食事しらべ」商標登録. 

2008.  

  5) 由田克士, 荒井裕介, 野末みほ: 国民健康・栄

養調査業務支援ソフト「食事しらべ」著作権登

録. 2008. 

 

10．受賞等 

  1) 窪田哲也: 第 23 回日本糖尿病・肥満動物学会年

次学術集会若手研究奨励賞. 2009. 
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Ⅳ 資  料 

1. 独立行政法人国立健康・栄養研究所中期目標 
 

 独立行政法人通則法(平成 11 年法律第 103 号)第 29 条第 1 項の規定に基づき、独立行政法人国立健康・栄養研

究所が達成すべき業務運営に関する目標(以下「中期目標」という。)を次のとおり定める。 
 
 平成 18 年 3 月 1 日 

厚生労働大臣 川崎二郎 
 
（前文） 
 独立行政法人国立健康・栄養研究所(以下「研究所」

という。)は、人々の栄養・食生活、運動と健康との関

わりについて、基礎から応用に至るまでの調査及び研

究を包括的かつ国際的な水準で行い得る試験研究機関

であることから、国民の健康・栄養状態及び QOL(生
活の質)の向上に直接あるいは間接的に寄与すること

のできる調査及び研究を効率的に行い、国民の健康と

福祉のために貢献することが重要である。 
 そのため、特にヒトを対象とした研究に関して、わ

が国の大学・研究機関の中心的存在として、総合的・

統合的な研究を推進するとともに、研究者を育成する

役割を果たすことを求める。 
 また、厚生労働行政上の重要な健康・栄養施策を推

進する上で不可欠な科学的根拠を質の高い研究によっ

て示し、それらを専門的立場から要約して発信すると

ともに、健康科学・栄養学領域において、アジア地域

への貢献を含め、国際的なリーダーシップを担うこと

を期待する。 
 

第１ 中期目標の期間 
 独立行政法人通則法(以下「通則法」という。)第 29
条第 2 項第 1 号の中期目標の期間は、平成 18 年 4 月 1
日から平成 23 年 3 月 31 日までの 5 年間とする。 
 

第２ 国民に対して提供するサービスその他
の業務の質の向上に関する事項 

 通則法第 29条第 2項第 3号の国民に対して提供する

サービスその他の業務の質の向上に関する事項は、次

のとおりとする。 
1. 研究に関する事項 
(1) 重点調査研究に関する事項 
 研究所の独自性を発揮するとともに、厚生労働省に

おける健康づくり施策に必要不可欠な科学的知見を蓄

積し、発信することを目的として、以下の分野に特化・

重点化して研究を行うこと。 
ア 生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に

関する研究 
イ 日本人の食生活の多様化と健康への影響に関する

栄養疫学的研究 
ウ 「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価

及び健康影響評価に関する調査研究 
(2) 重点調査研究以外の調査研究に関する事項 
ア 科学技術基本計画(仮称)に沿って、研究機関とし

て独自性の高い基礎的・応用的研究を行うこと。 
イ 研究の成果をより広く社会に還元するために、食

育推進基本計画(仮称)に資する調査研究を推進し、

専門家(管理栄養士等)への情報提供を行うこと。 
(3) 研究水準及び研究成果等に関する事項 
ア 健康・栄養に関する施策、ガイドライン等の科学

的根拠につながる質の高い研究を行い、研究成果を

論文等を通じて社会に発信・還元を行うこと。 
イ 調査・研究の成果を社会に還元するために、知的

財産権の取得・開示を行うこと。 
ウ 健康・栄養関連の専門家を対象としたセミナー、

一般向けの講演会等を開催すること。 
エ 研究所の一般公開を実施するとともに、中学校・

高等学校等からの見学にも積極的に応じること。 
(4) 研究実施体制等の整備に関する事項 
ア 独立行政法人という組織形態の利点を最大限活か

した研究資金等の運用及び人的資源の配置により、

研究・業務の効率化を図ること。 
イ 国内外の産業界を含む健康・栄養・食品関係の機

関との共同研究の拡充等を目的として、研究所研究

員の派遣及び他機関等の研究員の受入れをより積極

的に行うこと。 
ウ 大学及び民間企業等との連携・協力により、研究

者の交流を進め、人材の養成と資質の向上を図るこ

と。 
エ 調査及び研究の円滑な実施が図られるよう、適切

な措置を講ずるとともに、他機関との共同研究及び

受託研究において、双方の研究施設及び研究設備の

稼働状況に応じた共同利用を図ること。 
2. 法律に基づく業務、社会的・行政ニーズ、国際協

力等に関する事項 
(1) 健康増進法に基づく業務に関する事項 
ア 国民健康・栄養調査の実施に関する事務のうち、

集計事務については、「健康日本 21」、都道府県健康

増進計画等の政策ニーズに適時対応して、迅速かつ

効率的に集計を行うこと。 
 また、外部委託のより積極的な活用、高度集計・

解析システムの活用等により効率化を図る。 
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イ 厚生労働省が収去した特別用途表示及び栄養表示

がなされた食品の試験業務を的確に実施する。また、

特定保健用食品の関与成分等、新たな食品成分の分

析技術及びそれらの分析に用いる食品成分の標準品

等を規格化すること。 
(2) 社会的・行政ニーズへの対応に関する事項 
ア 関連機関等と定期的な情報交換の場を設け、社会

的・行政ニーズを把握すること。 
イ ホームページ等を通じて国民からのニーズを把握

すること。 
(3) 国際協力、産学連携等対外的な業務に関する事項 
ア 国際栄養協力体制を充実強化し、特にアジア地域

における国際貢献と学術的ネットワークの構築を行

うことにより、国際社会における役割を果たすこと。 
イ 産学連携推進機能の強化、寄附研究部門の充実等

により、産学連携をより一層進め、研究成果の社会

への還元と知的財産の獲得を目指すこと。 
(4) 栄養情報担当者(NR)制度に関する事項 
 栄養情報担当者(以下「NR」という。)が社会的役割

を果たすことができるよう、研修や情報提供等を通じ

てその質的向上を図るとともに、実際の業務内容のモ

ニタリング等を行い、制度や研究所の関与のあり方に

ついて検討すること。 
3. 情報発信の推進に関する事項 
(1) 研究所として総合的な情報発信を行うための体制

を強化し、対外的な業務の推進を図ること。 
(2) 研究所の活動状況に関する情報をホームページを

介して広く公開すること。 
(3) 研究所の諸活動及び研究業績については、研究所

報告やニュースレターの刊行及び電子メディアで

の配信により公開すること。 
(4) 研究所の諸規程、職員の公募等、必要な情報開示

は、ホームページ等を活用し積極的に行うこと。 
 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事
項 

 通則法第 29条第 2項第 2号の業務運営の効率化に関

する事項は次のとおりとする。 
1. 運営体制の改善に関する事項 
(1) 研究所の意思決定と運営を機動的かつ効率的に行

うことができるよう、役員組織と研究部門及び事

務部門との間の連絡を密にし、執行体制を強化す

ること。 
(2) 研究企画及び評価に関わる機能及び体制の強化を

図り、研究業務の包括的、計画的な実施を進める

こと。 
(3) 業務の確実な実施のため、各研究・業務に関する

内部進行管理及び評価を行うこと。 
(4) 法人運営に関して透明性を確保するとともに、国

民に向けての説明責任を全うするため、広報体制

を強化し、迅速な情報公開に努めること。 
(5) 外部資金の獲得に積極的に取り組むとともに、経

費節減や現況資源の有効利用を進めること。 

2. 研究・業務組織の最適化に関する事項 
(1) 業務効率化の観点から、研究部組織体制の見直し

を行い、その最適化を図ること。 
(2) 他機関との連携・交流を強化し、組織の活性化を

目指すこと。 
3. 職員の人事の適正化に関する事項 
(1) 重点的に行う研究及び法律に基づく業務に対して

適切に職員を配置し、効率的に研究業務を行うこ

と。 
(2) 研究職員の個人評価の結果を昇級・昇任等、給与

面に反映させること。 
(3) 研究職員の流動化計画に沿って原則公募制・任期

制により採用を行い、研究者層の向上を図ること。 
(4) 事務職員についても適切に評価を行い、資質の向

上と業務の効率化を図ること。 
4. 事務等の効率化・合理化に関する事項 
(1) 業務の効率化を図るため、事務書類の簡素化、電

子化、事務作業の迅速化を進めるとともに、定型

的な業務でアウトソーシング可能なものについて

は外部委託を行うこと。 
(2) 事務職員については、研修会やマネジメントセミ

ナー等を通じ、研究所経営への参加意識を高める

とともに、業務意識の高揚を図ること。 
(3) 業務の効率化を図るため、業務・システムの最適

化を図ること。 
5. 評価の充実に関する事項 
(1) 毎年度内部評価委員会において、主要な研究業務

に関して内部評価を実施すること。 
(2) 第三者による外部評価委員会により、年度計画の

事前及び事後評価を行うこと。 
(3) 評価に関する結果は、ホームページで公開するこ

と。 
(4) 研究職員について自己点検・評価を行うとともに、

できるだけ客観的な指標に基づく評価を毎年実施

すること。 
6. 業務運営全体での効率化 
 一般管理費(運営費交付金を充当して行う事業に係

るもの。人件費は除く。)については、中期目標期間の

最終年度までに、平成 17 年度を基準として 10％以上

の削減を達成すること。 
 人件費については、「行政改革の重要方針」(平成 17
年 12 月 24 日閣議決定)を踏まえ、平成 18 年度以降の

5 年間において、国家公務員に準じた人件費削減の取

組を行うこと。 
 併せて、国家公務員の給与構造改革を踏まえ、給与

体系の見直しを進めること。 
 業務経費(運営費交付金を充当して行う事業に係る

もの。)については、中期目標期間の最終年度までに、

平成 17年度を基準として 5％以上の削減を達成するこ

と。 

第４ 財務内容の改善に関する事項 
 通則法第 29条第 2項第 4号の財務内容の改善に関す

る事項は、次のとおりとする。 
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1. 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する事

項 
(1) 運営費交付金以外の競争的研究資金の積極的獲得

を図ること。 
(2) 各種研究から生じる知的財産(特許権等)の有効活

用及び研究成果の社会への還元を目的とした出版

等を行うことにより、自己収入の増加を図ること。 
2. 経費の抑制に関する事項 
(1) 各部門において、常勤職員の人件費も含めたコス

ト管理を四半期毎に行い、効率的な資金の運用と

コスト意識の向上を図ること。 

(2) 研究業務の集約化、アウトソーシング等により人

的資源の有効活用並びに経費の節減を図るととも

に、業務運営に係る経常的経費の削減を図ること。 
 

第５ その他の業務運営に関する重要事項 
 通則法第 29条第 2項第 5号のその他の業務運営に関

する重要事項は、次のとおりとする。 
(1) セキュリティの確保 
 情報セキュリティの強化と利用者への情報提供等の

利便性の向上を図ること。
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2. 独立行政法人国立健康・栄養研究所中期計画 
 

 独立行政法人通則法(平成 11 年法律第 103 号)第 29 条第 1 項の規定に基づき、平成 18 年 3 月 1 日付けをもって

厚生労働大臣から指示のあった独立行政法人国立健康・栄養研究所中期目標を達成するため、同法第 30 条の規定

に基づき、次のとおり、独立行政法人国立健康・栄養研究所中期計画を作成する。 
 
 平成 18 年 4 月 1 日 

独立行政法人国立健康・栄養研究所 
理事長 渡邊 昌 

 
（前文） 
 独立行政法人国立健康・栄養研究所(以下「研究所」

という。)は、人々の健康・栄養状態及び QOL(生活の

質)の向上への貢献という目的を踏まえ、短期的・中期

的・長期的な視点から重点的に行う研究課題を選択す

るとともに、研究所の社会的役割を踏まえつつ、独自

性の高い研究や将来に向けて発展が期待される萌芽

的・創造的な研究の推進に努める。 
 

第１ 国民に対して提供するサービスその他
の業務の質の向上に関する事項を達成
するための措置 

1. 研究に関する事項を達成するための措置 
(1) 重点調査研究に関する事項を達成するための措置 
 研究所の独自性を発揮するとともに、厚生労働省に

おける健康づくり施策に必要不可欠な科学的知見を蓄

積し、発信することを目的として、以下の分野に特化・

重点化して研究を行う。 
ア 生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に

関する研究 
 運動・身体活動による生活習慣病の一次予防、食

事と遺伝的因子の相互作用の解明並びに運動と食事

とによるテーラーメード予防法に関して、ヒトを対

象とした試験、動物や細胞等を用いた実験を行う。

特に糖尿病及びメタボリックシンドロームの一次予

防に資する調査及び研究に特化・重点化する。 
a  運動・身体活動による生活習慣病予防、運動と

食事指導の併用を行った場合の効果等について、

実験的、疫学的な調査及び研究を行う。これによ

り食事摂取基準、運動基準等を作成するための科

学的根拠の提示を行う。 
b  遺伝子改変動物を用いて、運動や食事指導によ

ってメタボリックシンドローム及び生活習慣病が

いかに予防されるのかを、遺伝子解析等による分

子レベルでの機序解明を試み、運動と食事指導に

よる生活習慣病のテーラーメード予防法の開発に

資する科学的根拠を提示する。 
c  ヒトを対象として、基礎代謝量と遺伝素因の相

互作用や遺伝子多型と各栄養素摂取量、身体活動

量等との関係を明らかにし、生活習慣病発症の遺

伝、環境リスクの相互関係を解明する。 
イ 日本人の食生活の多様化と健康への影響に関する

栄養疫学的研究 

 日本人の食生活の多様性を科学的に評価するため

の指標及び調査手法を開発し、それが健康に及ぼす

影響について疫学的な調査及び研究を行う。特に日

本人の食事摂取基準等の科学的根拠となるデータの

蓄積と｢健康日本 21｣の評価への応用という点を重

点目標とする。 
a  栄養に関する実践において最も基本的かつ重要

な指針である「食事摂取基準」について、平成 20
年度に予定される改定作業に向け、系統的レビュ

ーを平成 19 年度まで重点的に行う。また、今後の

改定に向けて、ヒトを対象とした疫学的研究及び

基本的情報の収集等を継続的に行う。 
b  「健康日本 21」推進のためには、効果的な運動・

食事指導プログラムの開発と普及や、国及び地方

自治体での適切な指導効果の評価の実施等が重要

であることから、これらの手法の開発、国民健康・

栄養調査の機能強化及びデータ活用に資する検討

を行う。 
ウ 「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価

及び健康影響評価に関する調査研究 
 「健康食品」に含まれる食品成分の有効性及び健

康影響に関して、実社会における使用実態等を把握

するとともに、ヒトに対する影響を評価する手法を

開発する。その結果を幅広く公開し、「健康食品」に

関わるリスクコミュニケーションに資するデータベ

ースの更新及び充実を継続して行う。 
a  保健機能食品等の健康志向に基づく食品の使用

実態等の情報を収集・把握し、栄養表示及び健康

表示の側面から、健康影響について調査検討する。 
 また、栄養素以外の食品成分から広く健康影響

を持つ食品素材をスクリーニングして、そのヒト

における有効性評価について細胞モデル及び動物

モデルを用いて検討する。 
b  「健康食品」に関する正しい知識の普及と健康

被害の未然防止並びに拡大防止を目的に、公正で

科学的な健康食品の情報を継続的に収集・蓄積し、

幅広く公開する。 
(2) 重点調査研究以外の調査研究に関する事項を達成

するための措置 
ア 研究所の研究能力を向上させ、将来、その応用・

発展的な展開を可能とするために、関連研究領域に

おける基礎的・独創的・萌芽的研究を行う。 
イ コホートを設定し、介入研究による栄養教育の成

果を研究する。食育及び栄養ケアマネジメントに関
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して、行政、他機関と協力してエビデンス作りを図

る。また、管理栄養士等保健従事者の教育及び情報

の提供方法を研究する。 
(3) 研究水準及び研究成果等に関する事項を達成する

ための措置 
ア 論文、学会発表等の促進 

 調査及び研究の成果の普及を図るため、学術誌へ

の学術論文の投稿、シンポジウム、学会等での口頭

発表を行う。 
 これらについては、中期目標期間内に、学術論文

の掲載を 250 報以上、口頭発表を 750 回以上行う。 
 なお、口頭発表は、海外においても積極的に行う。 

イ 知的財産権の活用 
 調査及び研究の成果については、それらが知的財

産につながるかどうかのスクリーニングを行い、中

期目標期間内に 20 件以上の特許出願を行う。 
 取得した特許権の実施を図るため、特許権情報の

データベースをホームページ上に公開する。 
 また、非公務員化の利点を活用し、研究所が所有

する知的財産の活用、又は所有する情報等を用いた

共同研究を民間企業及び大学等と積極的に行うこと

とし、毎年 2 件以上の増加を目標とする。 
ウ 講演会等の開催 
 健康・栄養関連の専門家向けのセミナー、幅広い

人々を対象とした講演会等をそれぞれ年 1 回以上開

催し、調査及び研究の成果を社会に還元する。 
 また、関係団体が実施する教育・研修プログラム

への職員の派遣を積極的に推進する。 
 一般及び専門家からの電話、メール等による相談

を受けるとともに、それらの相談に適切に対応する。 
エ 開かれた研究所への対応 
 幅広い人々に研究所の業務について理解を深めて

もらうことを目的に、年 1 回オープンハウスとして

研究所を公開する。 
 また、健康と栄養に興味を抱かせ、将来、栄養学

研究を担う人材の育成に資するよう、「総合的な学習

の時間」による中学・高校生等の見学を積極的に受

け入れる。 
(4) 研究実施体制等の整備に関する事項を達成するた 

めの措置 
ア 研究・業務の効率的な実施という観点から、研究

員、研究補助員の配置を戦略的に行う。 
 研究所として重点的に実施すべき調査及び研究並

び法律に基づく業務については、研究業務費を適切

に配分し、確実な業務の執行に努める。 
イ 民間企業、大学、他の研究機関等との間で従前か

ら実施している共同研究に加え、新たな共同研究等

を積極的に推進するため、民間企業、大学等へ研究

所研究員を派遣するとともに、資質の高い研究員を

受け入れる。 
ウ 連携大学院、民間企業及び各種研究機関等から研

究員を年間 20 名程度受け入れ、研究所が所有する情

報・技術等を提供するとともに、研究員を広く大学

院や関係機関等に年間 5 名程度派遣し、研究所の持

つ情報・技術等を社会に還元する。 

 また、国内外の若手研究員等の育成に貢献するた

め、博士課程修了者、大学院生、他機関に属する研

究員等を継続的に受け入れるための体制の充実を図

る。また、連携大学を増やし、兼任教授の派遣を行

うとともに、若手研究員の指導・育成を行うため、

求めに応じ、研究所研究員を他機関へ派遣する。 
エ 施設・設備について、自らが有効に活用するとと

もに、「独立行政法人国立健康・栄養研究所設備等利

用規程」に基づき、大学、他研究機関による共同研

究等での外部研究者等の利用に供する。 
2. 法律に基づく業務、社会的・行政ニーズ、国際協

力等に関する事項を達成するための措置 
(1) 健康増進法に基づく業務に関する事項を達成する

ための措置 
ア 国民健康・栄養調査の集計事務については、政策

ニーズに対応した迅速かつ効率的な集計を行う。具

体的には、当該年度の集計事務を調査票のすべてを

受理してから 7 ヶ月を目途(ただし、調査項目に大幅

な変更が生じない場合に限る。)に行う。 
 また、外部委託、高度集計・解析システムの活用

等により、効率的な集計を行うことにより、経費の

削減を図る。 
 さらに、都道府県等が行う健康・栄養調査に対す

る支援を含めて関連する技術的な事項について、研

究所がより積極的に対応する。 
 特に、平成 22 年度に行われる都道府県等健康増進

計画の最終評価に向けて、調査結果の活用、評価手

法等について、平成 20 年度までに重点的に技術支援

を行う。 
イ 厚生労働省が収去した特別用途食品及び栄養表示

がなされた食品の試験業務を的確かつ迅速に実施す

る。 
 特別用途食品の許可に係る試験業務について、分

析技術が確立している食品成分の試験業務は、検体

の受理から試験の回答までを 2 ヶ月以内に行うこと

を目指す。 
 また、分析技術の確立していない特定保健用食品

の関与成分等の新たな食品成分への技術的対応につ

いては、他登録試験機関での応用も可能な分析技術

の規格化及び当該食品成分の標準品の開発の実現を

図る。 
(2) 社会的・行政ニーズへの対応に関する事項を達成

するための措置 
ア 健康・栄養に関連する団体、大学、民間企業等か

ら直接的に研究所に対する要望等を伺う機会を年 6
回程度設け、社会的ニーズを把握する。さらに、業

務関連行政部局との間で、定期的な情報及び意見等

を交換する場を設け、行政ニーズを把握する。 
 また、国、地方自治体、国際機関等より、専門的

な立場からの技術的な協力、指導等の求めには積極

的に応じて研究員を派遣し、研究所における調査及

び研究の成果が適切に施策等に反映できるよう努め

る。 
イ 研究所に対する意見、要望等をホームページやセ

ミナー等の参加者を通じて把握し、その内容を検討
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し、可能な限り業務に反映させる。 
(3) 国際協力、産学連携等対外的な業務に関する事項

を達成するための措置 
ア アジア諸国との間で、栄養調査、栄養改善及び健

康づくり等に関する共同研究において中心的な役割

を果たすとともに、WHO 西太平洋地域における協

力センターの設置(平成 19 年度を目途)に向けての

準備を行う。 
 また、研究者養成及び共同研究の促進を図るため、

「国際栄養協力若手外国人研究者招へい事業」により、

年間 2 名程度の若手研究者に研究所での研修機会を

提供するとともに、アジア地域の研究者を交えたシ

ンポジウムの開催等を行い、アジア地域における栄

養学研究基盤の強化に寄与する。 
イ 民間企業、大学等の複合的な連携を強化するとと

もに、寄附研究部門の充実を図る。 
 これにより、研究所の研究成果と社会ニーズの橋

渡し、新たな展開・応用を図るとともに、知的財産

の獲得を積極的に行う。 
(4) 栄養情報担当者(NR)制度に関する事項を達成す

るための措置 
 栄養情報担当者(以下「NR」という。)が、保健機能

食品等の利用に関して、消費者に適切に情報を提供し、

消費者が気軽に相談できる者となれるよう、研修や情

報提供等を通じてその質的向上を図る。 
 また、中期目標期間開始より 3 年以内に、NR の実

際の業務内容、社会でのあり方についてモニタリング

を行う。この結果に基づき、制度のあり方や研究所の

係わりについて検討を行い、中期目標期間終了までに

結論を得る。 
 NR 事務業務について、効率的かつ的確な業務が実

施できるよう見直しを行う。また、外部委託が可能な

業務については、アウトソーシングを行う。 
3. 情報発信の推進に関する事項を達成するための措

置 
(1) 研究所として総合的な情報発信を行うとともに、

対外的な業務の推進を図るための組織整備を行う。 
(2) ホームページに研究所の活動状況を積極的に配信

し、ホームページの掲載内容をより充実させる。

ホームページアクセス件数は、中期目標期間中、

毎年 50 万件程度を維持させる。 
(3) 研究所の諸活動及び研究業績については、毎年度

1 回研究報告としてとりまとめるとともに、最新

の研究成果やトピックス等を紹介したニュースレ

ターを年 4 回刊行する。 
 また、これらについては、ホームページ上で公

開するとともに、電子メディアでの配信も行う。 
(4) 研究所の諸規程、職員の公募等、必要な情報開示

は、ホームページ等を活用し積極的に行う。 
 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する事
項を達成するための措置 

1. 運営体制の改善に関する事項を達成するための措  
置 

(1) 研究所の意思決定と運営を機動的かつ効率的に行

うことができるよう、役員組織と研究部門及び事

務部門との間の連絡調整を密にし、執行体制を強

化する。 
また、研究所運営に対する研究所職員の意識を高

めるため、研究所運営に関する必要な情報の共有

化を図る。 
(2) 研究部門間での連携を強め、異なる研究分野から

の情報や研究手法を積極的に利用して戦略的な事

業の立案・実施を図る。 
(3) 調査及び研究業務の効率的かつ確実な推進を図る

ため、所内報告会等により各業務の進捗状況を把

握し、適切な評価を行い、その結果を計画的・効

率的な業務の遂行に反映させる。 
また、所内イントラネットを活用し、業務の進捗

状況管理等の効率化を図る。 
(4) 独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法

律(平成 13 年法律第 140 号)に則り、積極的な情報

公開を行う。 
(5) 研究所の経営基盤の安定化のため、外部資金の獲

得に積極的に取り組むとともに、経費の節減や研

究所の所有する設備等の有効利用を進める。 
2. 研究・業務組織の最適化に関する事項を達成する

ための措置 
(1) 研究所が中期計画の中で重点的に行う調査及び研

究並びに法律に基づく業務に関して、業務量や集

中的に遂行すべき時期等を勘案しながら研究及び

業務チームを組織する。 
非公務員型の利点を生かして柔軟に組織の見直

し・改編を行うこととし、従来の部体制から中期

目標に掲げる業務を行うためのプログラム等を設

け、各々が独立した形での業務運営を行う。 
また、組織の見直し・改編後、毎年、その効果を

検証する。 
(2) 民間企業、大学等との連携・交流を積極的に行い、

研究員の交流を進め、人材の養成と資質の向上に

努めることにより、組織の活性化を図る。 
3. 職員の人事の適正化に関する事項を達成するため

の措置 
(1) 重点的に行う研究及び法律に基づき実施すべき業

務については、業務運営の効率性を勘案しながら

も、必要な人員を十分に担保した上で組織体制を

構築する。 
(2) 非公務員型への移行のメリットを最大限に活かし

た柔軟な人事システムを構築し、研究職員の個人

評価の結果を昇級・昇任等の処遇及び給与面に反

映させる。 
(3) 研究員の採用に当たっては、「独立行政法人国立健

康・栄養研究所における研究者の流動化計画」に

沿って、原則として公募制、任期付の採用を行う。 
研究所が重点的に推進する調査及び研究業務が着
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実に成果が挙げられるよう、資質の高い人材を広

く求める。また、資質の高い人材については、任

期中の実績評価に基づき、任期を付さない形での

採用を行う。 
さらに、外国人及び女性研究者が業務に従事しや

すい環境づくりを推進し、外国人及び女性職員の

採用も可能な限り行う。 
(4) 事務職員の質の向上を図るため、研究員と同様に

評価を行うこととし、その評価システムとして自

己評価による評価を行い、その結果を昇給・昇任

等に反映する。 
※人事に関する指標 
 期末の常勤職員数は、期初の 100％を上限とする。 
(参考 1 ) 期初の常勤職員数 47 名 
     期末の常勤職員数 47 名(以内) 
(参考 2 ) 中期目標期間中の人件費総額 
     2,335 百万円(見込) 
 ただし、上記の額は、役員報酬並びに職員基本給、

職員諸手当、超過勤務手当、休職者給与及び国際派遣

職員給与に相当する範囲の費用である。 
4. 事務等の効率化・合理化に関する事項を達成する

ための措置 
(1) 研究組織体制の見直しに併せて、業務の効率化を

図るため、事務部門の組織を見直す。この際、事

務部門に研究員の研究成果の積極的な活用や、対

外的な業務を担う業務課(仮称)を設け、研究員が

最大限の成果を得られるようにする。 
また、権限の明確化及び決裁プロセスの短縮化に

より、意志決定の迅速化を図るとともに、事務作

業の迅速化、事務書類の簡素化、電子化等を進め

る。さらに、定型的な業務でアウトソーシング可

能なものについては外部委託を進める。 
(2) 事務職員については、研究所で働く者として必要

な法令・知識を習得するための各種研修会やセミ

ナー等への参加を充実させ、職員が働きやすく自

己能力を最大限発揮できるような職場環境の整備

を推進する。 
これにより、研究所経営への参加意識を高め、業

務の質の向上及び効率化の一層の推進を図る。 
(3) 業務の効率化を図るため、業務・システムの最適

化を図る。 
5. 評価の充実に関する事項を達成するための措置 
(1) 毎年度内部評価委員会を開催し、主要な研究業務

に関して、内部評価を実施し、研究業務の確実な

実施及び効率化に資する。 
(2) 柔軟かつ競争的で開かれた調査及び研究環境の実

現や経営資源の重点的・効率的配分に資するため、

外部の専門家等の評価者による外部評価を毎年度

2 回程度実施する。 
(3) 内部及び外部評価結果は、ホームページ上で公表

するとともに、組織や施設・設備の改廃等を含め

た予算・人材等の資源配分に反映させる等、調査

及び研究活動の活性化・効率化に積極的に活用す

る。 
(4) 研究員については、自己点検・評価を行うととも

に、可能な限り客観的な指標に基づき評価を行う。 
また、理事長は自ら全研究員との面談を行い、適

切かつ公平な評価を行う。 
さらに、評価の結果は各職員にフィードバックす

るとともに、所内イントラネットを活用して、各

研究の研究業績を公開し、評価の透明性の確保に

努める。 
6. 業務運営全体での効率化を達成するための措置 
 一般管理費(運営費交付金を充当して行う事業に係

るもの。人件費を除く。)については、中期目標期間中、

毎年度、2％以上削減し、中期目標期間の最終年度まで

に、平成 17 年度を基準として 10％以上の削減を達成

する。 
 人件費については、「行政改革の重要方針」(平成 17
年 12 月 24 日閣議決定)を踏まえ、中期目標期間の最終

年度までに平成 17年度を基準として 5％以上の削減を

達成する。 
 併せて、国家公務員の給与構造改革を踏まえ、給与

体系の見直しを行う。 
 業務経費(運営費交付金を充当して行う事業に係る

もの。)については、中期目標期間中、毎年度、1％以

上削減し、中期目標期間の最終年度までに、平成 17
年度を基準として 5％以上の削減を達成する。 
 

第３ 財務内容の改善に関する事項を達成す
るための措置 

1. 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する事

項を達成するための措置 
(1) 運営費交付金以外の競争的研究資金の積極的な獲

得を図り、外部研究資金、その他の競争的資金の

募集等に積極的に参加し、その増加に努める。 
(2) 各種研究から生じる知的財産(特許権等)の有効活

用並びに研究成果の社会への還元を目的とした出

版等を行うことにより、自己収入の確保につなげ

る。 
また、「独立行政法人国立健康・栄養研究所施設・

設備等利用規程」に基づき、地域住民等への施設

開放を行い、研究所の設備等の効率的な利用に努

め、併せて自己収入の増加に寄与する。 
2. 経費の抑制に関する事項を達成するための措置 
(1) 各部門において、常勤職員の人件費を含めたコス

ト管理を四半期毎に行い、効率的な資金の運用と

コスト意識の向上を図る。 
(2) 研究業務の集約化、アウトソーシング等により人

的資源の有効活用並びに経費の削減を図るととも

に、業務運営に係る経常的経費についても、法令

集の追録購入中止等により削減を図る。 
 

第４ 予算(人件費の見積りを含む。)、収支
計画及び資金計画 

1. 予算 
   別紙 1 のとおり。 
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2. 収支計画 
   別紙 2 のとおり。 
3. 資金計画 
   別紙 3 のとおり。 
 

第５ 短期借入金の限度額 
1. 限度額 
   100,000,000 円 
2. 想定される理由 
ア 運営費交付金等の受入れの遅延等による資金の不

足 
イ 予定外の退職者の発生に伴う退職手当の支給 
ウ その他不測の事態により生じた資金の不足 
 

第６ 重要な資産を譲渡、又は担保に供する
ときは、その計画 

 該当なし。 
 

第７ 剰余金の使途 
ア 研究環境の整備に係る経費 
イ 職員の資質向上に係る経費 
ウ 知的財産管理、技術移転に係る経費 等 
 

第８ その他の業務運営に関する重要事項を
達成するための措置 

(1) セキュリティの確保 
 情報システムに係る情報のセキュリティの確保に努

める。 
(2) 施設及び設備に関する計画 
 該当なし。 
(3) 積立金処分に関する事項 
 該当なし。 
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（別紙１）

（単位：百万円）

区　　　　　　　　　　別 金　　　　　額

収入

  運営費交付金 4,170
　手数料収入 60
　受託収入 758
　栄養情報担当者事業収入 189
　寄附金収入 160
　雑収入 21
　計 5,359
支出

　人件費 2,908
   うち  基本給等 2,606
         退職手当 302
　一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 458
　業務経費 825
　　国民健康・栄養調査に関連するサーベイランスプログラム 65
　　食品収去試験等業務 59
　　栄養疫学プログラム 88
　　健康増進プログラム 85
　　臨床栄養プログラム 39
　　基礎栄養プログラム 61
　　食品保健プログラム 49
　　創造的研究 95
　　国際栄養協力事業 49
　　健康食品安全情報ネットワーク事業 126
　　健康栄養情報事業 109

受託経費 1,167
　　特別用途食品表示許可試験費 60
　　受託経費 758
　　栄養情報担当者事業経費 189
　　寄附研究事業費 160

　計 5,359
〔人件費の見積り〕期間中総額２，３３５百万円を支出する。

　　　　　　　　　ただし、上記の額は、役員報酬並びに職員基本給、職員諸手当、超過

　　　　　　　　　勤務手当、教職者給与及び国際派遣職員給与に相当する範囲の費用である。

〔運営費交付金の算定ルール〕：別紙１－１

（注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。

中期計画（平成１８年度～平成２２年度）の予算
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（別紙 1－1) 
 

運営費交付金の算定ルール 
 
 1. 平成 18 年度 

 平成 18 年度は、平成 17 年度運営費交付金の額に各経費にかかる効率化係数に基づき算出し、非公務員化

に伴う新たな経費を加え、合理化額を減額し算出した。 
 2. 平成 19 年度以降 
   次の算定式による。 
 

運営費交付金＝人件費＋一般管理費＋業務経費＋特殊要因－自己収入 

 
○ 人件費＝当該年度基本給等（A）＋退職手当（S） 

   Ａ：基本給、諸手当、共済組合負担金等の人件費（退職手当を除く）をいい、次の式により算出する。 
 
    A＝〔｛（P1×α×β）＋（P2×β）＋P3｝×γ１〕＋（P4×γ2） 
     A ：当該年度基本給等 
     P1 ：前年度の基本給中昇給及び給与改定の影響を受けるもの 
        （労働保険料を除く） 
     P2 ：前年度の基本給中給与改定の影響を受けるもの 
     P3 ：前年度の基本給中昇給及び給与改定の影響を受けないもの 
     P4 ：労働保険料 
     α ：運営状況等を勘案した昇給原資率 
     β ：運営状況等を勘案した給与改定率 
     γ1 ：効率化係数（人件費（労働保険料を除く）） 
     γ2 ：効率化係数（労働保険料） 
 
  ○ 一般管理費＝（一般管理費（B）×γ3×δ） 
     B  ：前年度一般管理費 
     γ3 ：効率化係数（一般管理費） 
      δ ：消費者物価指数 
 
  ○ 業務経費 ＝（業務経費（C）×γ4×δ） 
     C  ：前年度業務経費 
     γ4 ：効率化係数（業務経費） 
     δ ：消費者物価指数 
 
  ○特殊要因＝法令等の改正等に伴い必要となる措置又は現時点で予測不可能な事由により発生する資金需要

であって、毎年度の予算編成過程において決定する。 
  ○自己収入＝知的財産権収入、印税収入等の直接事業を実施しない収入について、過去の実績を勘案し決定

する。 
 
〔注記〕 
 1． α、β、δについては、各年度の予算編成過程において、当該年度における計数値を決める。 
 2． 中期計画全般にわたる予算の見積に際しては、 
  ①人件費のうち、退職手当については、定年退職者見込みによる。 
  ②α、β、δについては、伸び率を 0 と仮定した。 
  ③γ1（人件費の効率化係数）については、節減額 5％分を▲1.02％と仮定した。但し、労働保険料について

は、節減額 5％分を平成 19 年度から 4 年で節減することから▲1.35％と仮定した。 
  ④γ2（一般管理費の効率化係数）については、節減額 10％分を▲2.1％と仮定した。 
  ⑤γ3（業務経費の効率化係数）については、節減額 5％を▲1.02％と仮定した。 
    ⑥自己収入額については、平成 18 年度については平成 16 年度実績と同額とし、平成 19 年度以降は平成 17

年度の実績見込を基準とし、毎年一定額を増額させ算出した。 
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（別紙２）

（単位：百万円）
区　　　　　　　　　　別 金　　　　　額

費用の部 5,444
 経常費用 5,444
　人件費 2,908
   うち  基本給等 2,606
         退職手当 302
　一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 458
　業務経費 825
　　国民健康・栄養調査に関連するサーベイランスプログラム 65
　　食品収去試験等業務 59
　　栄養疫学プログラム 88
　　健康増進プログラム 85
　　臨床栄養プログラム 39
　　基礎栄養プログラム 61
　　食品保健プログラム 49
　　創造的研究 95
　　国際栄養協力事業 49
　　健康食品安全情報ネットワーク事業 126
　　健康栄養情報事業 109
 受託経費 1,167
　　特別用途食品表示許可試験費 60
　　受託経費 758
　　栄養情報担当者事業経費 189
　　寄附研究事業費 160
 減価償却費 85

収益の部 5,444
　運営費交付金収益 4,170
　手数料収入 60
　受託収入 758
　栄養情報担当者事業経費 189
　寄附研究事業費 160
　雑収入 21
　資産見返物品受贈額戻入 2
　資産見返運営費交付金戻入 83
純利益 －
目的積立金取崩額 －
総利益 －

（注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。

〔注記〕当法人における退職手当については、役員退職手当支給基準及び国家公務員
退職手当法（昭和２８年法律第１８２号）に準じて支給することとなるが、その全額
について運営費交付金を財源とするものと想定している。

　平成１８～２２年度収支計画
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（別紙３）

（単位：百万円）

区　　　　　　　　　　別 金　　　　　額

　資金支出 5,359
　　業務活動による支出 5,359
　　投資活動による支出 0

　資金収入 5,359
　　業務活動による収入 5,359
　　　運営費交付金による収入 4,170
　　　手数料収入 60
　　　受託収入 758
 　 　栄養情報担当者事業経費 189
 　 　寄附研究事業費 160
　　　雑収入 21
　　  前期中期目標の期間よりの繰越金 0

（注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。

　平成１８～２２年度資金計画
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3. 独立行政法人国立健康・栄養研究所年度計画 
 

 平成 20年度の業務運営について、独立行政法人通則法(平成 11年法律第 103号)第 31条第 1項の規定に基づき、

独立行政法人国立健康・栄養研究所年度計画を次のとおり定める。 
 
 平成 20 年 3 月 31 日 

独立行政法人国立健康・栄養研究所 
理事長 渡邊 昌 

 
第１ 国民に対して提供するサービスその

他の業務の質の向上に関する事項を
達成するための措置 

1. 研究に関する事項を達成するための措置 

(1)重点調査研究に関する事項を達成するための措置 

ア 生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に

関する研究 

ａ 運動・身体活動による生活習慣病予防、運動と食

事指導の併用を行った場合の効果等についての研

究を行う。 

具体的には、①食事調査を行った中年男女を対象

とした運動基準２００６で示された身体活動量、運

動量、体力基準の妥当性について検討するための大

規模無作為割り付け介入研究、②レジスタンストレ

ーニングが生活習慣病危険因子と体力に及ぼす影

響に関する研究、③行動科学的アプローチ等による

メタボリックシンドロームリスク低減を目的とし

た効果的な食事と運動介入に関する研究、④1 日当

たりの身体活動量や食事として摂取すべきエネル

ギー（エネルギー必要量）を、加速度計や質問紙を

用いて正確に評価する方法を確立するための研究

を行う。 

ｂ 高脂肪食が、糖尿病・メタボリックシンドローム

を発症するメカニズムを解明するために、平成１９

年度に樹立した遺伝子操作動物由来膵β細胞株を

用いて膵β細胞増殖機構の分子メカニズムを検討

する。また、脂質過剰摂取生活習慣病モデル動物の

インスリン抵抗性において血管内皮細胞の機能や

インスリンシグナルが果たす役割について、その分

子メカニズムを検討する。 

運動の肥満・糖尿病予防機序、栄養素による脂肪

肝・肥満発症機序とそれらの予防法、エネルギー摂

取制限によって生じる生体適応及び適応破綻の機

序を明らかにする。 

ｃ 罹患同胞対法を用いた全ゲノム解析で２型糖尿病

感受性領域としてマップした遺伝子で同定には至

っていない領域についてハプロタイプブロック・ハ

プロタイプ標識 SNPの情報を利用した解析を行って、

２型糖尿病感受性遺伝子を同定する。            その際、外部の専門家を含めた事前・事後の評価

を行い、研究の質を担保する。 今までに明らかにした２型糖尿病感受性遺伝子で、

その機能が未知のものについて、遺伝子欠損マウス

を作製し解析を行う。 

イ 日本人の食生活の多様化と健康への影響に関す

る栄養疫学的研究 

ａ 厚生労働省が実施する日本人の食事摂取基準（２

０１０年版）の策定に協力する。研究所内外の学識

者によるワーキンググループで、基礎資料の収集と

系統的レビュー及びそのデータベース化を図ると

ともに、実際の策定作業にレビューの結果が反映さ

れるよう、厚生労働省および策定検討会に必要十分

な資料提供・技術支援を行う。 

日本人の食事摂取基準の策定に資する基礎資料

を得るための、ヒトを対象とした栄養疫学研究及び

食事摂取基準の活用に関する調査研究を実施する。 

ｂ 国や地方自治体の要請や必要性に応じて、国民健

康・栄養調査の機能強化やデータ活用に関する技術

支援を実施する。 

ウ 「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価

及び健康影響評価に関する調査研究 

ａ 食品からの抗酸化物質の摂取量と生活習慣病の発

症リスクなどの因果関係を明らかとする研究の第

一段階として、多くの食品について抗酸化価の測定

を行い、結果をまとめたデータベースを構築する。

また、ＯＲＡＣアッセイとＨＰＬＣポストカラム法

を組み合わせた食品中抗酸化物質の一斉分析法を

用い、食品中の有用な抗酸化物質の探索を行う。 

食品由来の生理活性物質の強化の可能性を評価す

ると同時に、細胞接着因子の遺伝子機能を指標にし

た複数の評価系で、慢性疾患の補完・代替医療成分

として有望な食品由来の生理活性成分の絞込みを

行なう。 

ｂ 科学的根拠に基づく最新の健康食品情報並びに国

内外の危害情報を継続的に蓄積し、ホームページ上

で公開する。平成２０年度は、特に既に掲載してい

る情報の見直し、新たに特別用途食品の製品情報を

公開するための準備作業を行う。また、健康食品全

般として情報収集と提供をより効果的に実施する

ための関連機関との連携について重点的に対応す

る。 

(2)重点調査研究以外の調査研究に関する事項を達成

するための措置 

ア 独創的で、次期中期計画において発展的に展開し

得る研究課題のシーズとなるような研究を、所内公

募による競争的な環境の下で行う。 

イ 生涯を通じた健康づくりの一環として、栄養教育

の面から、食育、メタボリックシンドローム、高齢

者の食介護に関する研究を行う。 

人間ドック受診者を対象に肥満や糖尿病リスク因

子抽出のための大規模コホート研究を進める。 

効果的な食育展開のための行動科学的アプローチ
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の仕方、環境整備、評価法について研究する。                

イ 民間企業、大学、他の研究機関等との間で、研究

員の相互交流、研究技術の交換、施設・設備の有効

活用を行う。また、当研究所の研究員を大学等へ積

極的に派遣し、研究ネットワークの拡大を図る。 

日本栄養士会など関連する職能団体や学会等と

の協調により卒後教育のあり方について検討する。 

(3)研究水準及び研究成果等に関する事項を達成する

ための措置 

ア 論文、学会発表等の促進 

研究成果については、できるだけ国際的な場での

発表を目指し、査読付き学術論文５０報以上、口頭

発表１５０回以上を行う。 

そのため、優れた研究成果の発表に対しては、競

争的な事前審査により課題を選定し、海外渡航費の

付与を行う。 

イ 知的財産権の活用 

知的財産権取得に適した研究について、その成果

の学会及び論文発表の前に掘り起こしを行い、年間

約５件程度の特許出願を行う。 

特許に関わる情報を、ホームページ上に公開し民

間企業等に積極的に技術の紹介を行う。また、民間

企業との共同研究を年間１２件程度行う。 

ウ 講演会等の開催 

一般向けの公開セミナー（第１０回）を、平成２

１年２月２８日に東京で開催する。研究で得られた

成果を社会に還元するため、専門家向けのセミナー

を他機関との連携による開催を含めて２回程度行

う。 

管理栄養士・栄養士等の研修の講師として職員を

積極的に派遣するとともに、研修の企画等に対して

支援を行う。 

外部からの相談・問合せに効率的に対応するため、

頻度の高い質問等については、ＦＡＱとしてとりま

とめを進め、平成２０年度は食事バランスガイドに

関するＦＡＱを整備しホームページ上で公開する。 

管理栄養士等を対象に国際学会（ＩＳＡＫ）認定

の形態計測講習会を開催する。 

エ 開かれた研究所への対応 

平成２０年９月２７日に、オープンハウスとして、

運動実験施設等における体験コーナーや食事・体力

診断等を含めて、研究所の研究・業務内容をより多

くの人に身近に知っていただけるよう努める。 

中学・高校生等の見学にも積極的に応じ、健康や

栄養にかかわる知識や関心の普及を図る。 

(4)研究実施体制等の整備に関する事項を達成するた

めの措置 

ア 法律に基づく業務及び重点調査研究を確実に実施

するために、特別研究員及び研究補助員の重点配置

を行う。 

事務部の課・係横断的にチームを編成することで、

多様な研究業務内容に適応した柔軟な運用と、事務

手続きステップの効率化及び研究部門と事務部門

の意識及び情報の共有を図る。 

運営費交付金については、各研究・業務の進捗状

況及び費用、並びに新たに生じた課題等を勘案しな

がら、配分の調整を行う。 

ウ 連携大学院、民間企業及び各種研究機関等から研

究員を年間１０名程度受け入れるとともに、研究員

を大学院や関係機関等に年間５名程度派遣し、研究

所の持つ情報・技術等を社会に還元する。 

お茶の水女子大学、東京農業大学、女子栄養大学、

早稲田大学との連携大学院について、兼任教授の派

遣を行い、お互いの強みを活かした研究協力を行う。  

また、流動研究員制度や連携大学院制度を活用し、

博士課程修了者等の若手研究者や大学院生を積極

的に受け入れることにより、将来の研究人材の育成

に資するとともに、研究所の研究機能の強化を図る。 

エ 施設・設備については、各プログラムで共有して

使用する測定室、RI 室、動物飼育室、運動トレーニ

ング室等が老朽化してきたため、効果的に研究が出

来る環境を整備していく。 

｢独立行政法人 国立健康・栄養研究所設備等利用

規程｣に従い、他研究機関の研究者・運動指導者の

運動介入研究による健康増進効果に関する共同研

究を実施する。 

2.法律に基づく業務、社会的・行政ニーズ、国際協力

等に関する事項を達成するための措置 

(1)健康増進法に基づく業務に関する事項を達成する

ための措置 

ア 国民健康・栄養調査の集計業務については、正確

かつ効率的な集計を通して、結果発表までの期間の

迅速化を図るとともに、調査対象者への結果の返却

を速やかに行うように努める。また、データ収集に

携わる行政の担当者等に対して、技術講習、情報提

供、標準的な調査ツールの提供などを通じて、積極

的な技術支援を行う。 

イ 厚生労働省が収去した特別用途食品及び栄養表示

がなされた食品の試験業務及び特別用途表示の許

可などを行うに当たり、申請者の申請に基づく試験

の業務を的確、迅速に実施する。特定保健用食品関

与成分の分析法、標準品の妥当性等を検討する。試

験検査機器の有効利用及び整備を強化して食品試

験業務の適性かつ効率的な実施を図る。 

汎用分析機器を用いた食物繊維、ペプチド類、糖

アルコール、フラボノイド類、脂質成分等に関する

測定技術の向上及び分析値の精度管理を強化し、信

頼性の向上を図る。 

(2)社会的・行政ニーズへの対応に関する事項を達成す

るための措置 

ア 社会的ニーズを把握するため、健康・栄養に関連

する団体、大学、民間企業等との意見交換会を年６

回程度設ける。特に、研究所は国民生活に密着した

分野を対象としており、国民に成果を還元すること

が重要であることから、現場に近い人々（管理栄養

士等）から、具体的なニーズ等の把握に努める。 

行政ニーズを適時把握するために、厚生労働省生

活習慣病対策室、新開発食品保健対策室、内閣府食

育推進担当等と情報及び意見交換を行う。 

また、国、地方自治体、国際機関等からの技術的

な協力依頼に応えるために、各種審議会、検討会等

に専門委員として職員を派遣し、行政ニーズの把握
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を図る。 

イ ホームページ上で意見、要望等を収集するために

試験的に公開したコミュニケーションチャンネル

（『健康・栄養フォーラム』）について引続きセキュ

リティ等のチェックを進め、正式公開する。 

(3)国際協力、産学連携等対外的な業務に関する事項を

達成するための措置 

ア アジア諸国との間で、栄養学研究の発展につなが

る共同研究及び人材育成を積極的に行う。研究交流

を推進する観点から、国際栄養協力若手外国人研究

者招へい事業を活用し、年間１名（ベトナム１名を

予定）の若手研究者を受け入れる。また、これまで

受け入れた研修生との共同研究を推進する。 

ＷＨＯ、ＣＯＤＥＸ等との協力関係を強化し、関

連する会議に研究員を派遣する。 

わが国の栄養、運動施策上の重要なガイドライン

について、ホームページ上に英語での情報発信に努

め、海外からのニーズに的確かつタイムリーに応え

る。 

イ 食品開発や保健指導等に関連する民間企業との共

同研究、委託研究等を通じて、研究の成果や研究所

の持つノウハウを具体的な商品やサービスにより、

社会に還元できるよう努める。 

(4)栄養情報担当者（ＮＲ）制度に関する事項を達成す

るための措置 

ＮＲは、平成１９年度までに２，６８２名を輩出し

ている。ＮＲのスキルアップを図るとともに、社会的

なニーズに対応したトピックスを含めた、最新の情報

提供等を行うため、全国６カ所において研修会を実施

する。 

ＮＲ認定試験等は、外部有識者の協力の下、的確か

つ公正に実施する。また、管理栄養士養成施設等にお

いて、ＮＲ養成講座指定への要望が多いことから、講

座の質の向上に努める。 

また、ＮＲ制度のあり方については、平成１９年度

に引き続き検討を行うとともに、平成２０年度中にと

りまとめる。 

3.情報発信の推進に関する事項を達成するための措置 

(1)情報センターにおいて、引き続き、所内各プログラ

ムにおける研究成果及び研究所内外の関連情報を集

約・加工し、国民が適切な運動・食生活を実践するた

めに必要な情報の提供を行う。 

(2)コンテンツマネジメントシステム、メールマガジン

等の運用により、研究所の活動内容・成果等を積極的

に配信するとともに、ホームページの内容全般につい

て、最新情報の追加・更新を精力的に行う。 

(3)研究所の活動および研究業績を年１回研究報告と

して刊行する。 

また、研究所のプロジェクト紹介や研究成果をわか

りやすくまとめた、『健康・栄養ニュース』を年４回

（季刊）刊行し、ホームページ上で公開するとともに、

電子メディアでの配信も行う。 

(4)研究所の諸規程、職員の公募等、必要な情報開示は、

ホームページ等を活用し積極的に行う。 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する
事項を達成するための措置 

1.運営体制の改善に関する事項を達成するための措置 

(1)意思決定の迅速化を図るため、権限と責任を明確に

した組織運営を行う。 

人員や研究資源の配置を適正に行うことを含めて、

研究所の重要な経営判断に関する審議は、役員及び各

プログラムリーダー、事務部長等から構成される運営

会議で行う。 

研究成果が最大限挙げられるよう、各プログラムで

行われている業務の特性を理解し、効率的、効果的な

研究支援体制を作る。経営管理に関する理念と運営に

関して、研究員の理解を促すとともに、管理部門と研

究部門の間の情報の共有化を促進する。 

研究及び技術的事項について、各プログラム相互の

連携を強化するため、毎週プログラムリーダー会議を

行う。 

 (2)６プログラム及び２センター間において、専門領

域が異なる研究者が、それぞれの研究内容及び成果を

知るために、定期的な所内セミナーや研究交流会を通

じて、活発な発表及び討議を行う。 

また、プログラムリーダーは、各プログラムの活動

内容、成果について、組織横断的で、より統合された

研究に向けた企画立案を行う。 

(3)各プロジェクトにおける研究及び業務については、

プログラムリーダー会議や運営会議において、報告を

行う。また、定例セミナー等で各プロジェクトの進捗、

成果を把握し、評価を行う。さらに、所内公開でプロ

グラムリーダー（年２回）及び全プロジェクトリーダ

ーからの報告会（年１回）を行う。 

所内イントラネットを活用し、業務の進捗状況管理

を行うとともに、各プログラム間、事務部門との情報

の共有化を促進する。 

(4)独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法

律（平成１３年法律第１４０号）に則り、文書を適正

に管理し、積極的な情報公開を行う。 

(5)研究所の経営基盤の安定化を図るため、競争的研究

資金や、受託研究など外部資金の獲得に積極的に取り

組む。 

また、経費の節減や研究所の所有する設備等の有効

利用を進める。 

2.研究・業務組織の最適化に関する事項を達成するた

めの措置 

(1)６プログラム及び２センターについては、各セクシ

ョンにおいて、常勤職員の人件費を含めたコスト管

理及び研究業務について、経営的な視点を併せ持ち

ながら運営を行う。 

年度当初の組織は別紙１のとおりであるが、独立

行政法人の整理合理化計画（平成１９年１２月２４

日 閣議決定）に示された方向性を踏まえて、必要な

見直し検討を行う。 

特に、国際産学連携センター、情報センターにつ

いては、より効率的な事業実施のために、組織のあ

り方の検討や必要に応じての改変を行う。 

(2)国内外の民間企業、大学、他研究機関との研究協

力を推進し、研究者の受け入れ及び研究所研究員の

派遣を行う。それにより人材の養成と資質を向上さ

せ、組織の活性化を図る。 
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3.職員の人事の適正化に関する事項を達成するための

措置 

(1)重点的に行う研究及び法律に基づき確実に実施す

べき業務については、重点プロジェクトとして位置づ

け、研究員、研究補助員等を適切に配置するとともに、

外部の協力研究員の一層の活用を図る。 

また、一部の職員への過重な負担とならないよう、

研究・業務等の適正配分に努めるとともに、自主的な

健康の維持・増進につながる職場環境づくりを目指す。 

(2)大学、民間企業等との多様な形態の連携が可能とな

るよう、起業も含めて、民間企業、団体等との兼業に

ついても、研究所の目的、理念に合致したものについ

て積極的に行い、成果の社会還元を促進する。 

また、各研究員の個人業績及び各プロジェクトの実

績評価を、各個人の昇給・昇任等、給与面に反映させ

る。 

(3)「独立行政法人国立健康・栄養研究所における研

究者の流動化計画」に沿って、原則公募制、任期付の

採用を行う。 

任期付研究員については、任期中の実績評価を厳

密に行い、任期を付さない職員としての採用を検討す

る。任期付き研究員の採用にあたっては、流動化計画

を図る一方、研究所における長期的な展望を考えると

デメリットもあることから、研究や業務の性質、行政

及び社会的ニーズに応じて、柔軟な運用を行う。 

女性研究員の採用を可能な限り行うとともに、研究

業務に従事しやすい環境づくりとして、フレックスタ

イム制をフル活用するとともに、各種制度の活用を進

める。 

(4)事務職員についても、自己評価を行うとともに、

個人面接を行い、直近上司と総括上司の段階評価を実

施する。評価の結果は、昇給・昇任等に反映させる。 

4.事務等の効率化・合理化に関する事項を達成するた

めの措置 

(1)業務の効率化を図るため、意志決定の迅速化を図る

とともに、権限と責任を明確にした組織運営を行う。 

迅速な意志決定と柔軟な対応をとるため、各種事務

手続きの簡素化、迅速化、電子化を図るとともに、業

務を見直し、可能かつ適切な業務については、外部委

託を進める。 

(2)事務職員の資質向上を図るため、業務上必要とされ

る知識（知的財産、安全管理、会計・契約等）の技術

取得ができるよう、自己啓発や能力開発のための研修

を行う。また、職員が働きやすく自己能力が最大限発

揮できるよう、職場環境の整備を充実する。 

 (3)業務の効率化を図るため、情報総括責任者（ＣＩ

Ｏ）を中心に、業務・システムの最適化・効率化を図

る。 

5.評価の充実に関する事項を達成するための措置 

(1)プログラム及びセンターの報告会を年２回、全プロ

ジェクトの報告会を年１回行い、それらを踏まえて中

間及び年度の内部評価を実施する。中間評価について

は、年度途中の研究業務の見直しにより、効果的な実

施につなげる。 

(2)外部有識者による評価委員会については、研究所の

主要な研究業務の進捗状況、成果の社会へのアウトプ

ット、将来の発展性という観点から、また研究所の組

織運営に関しては、特により良い研究環境の構築とい

う視点から、評価を受ける。また、平成２１年度計画

については事前に評価を得る。 

(3)内部及び外部評価の結果は、ホームページ上で公開

する。評価結果については、プログラム、プロジェク

トリーダーの範囲にとどまらず、非常勤職員を含めた

職員全員に結果を伝え、研究所に求められている方向

性や課題等の共通理解を促し、研究及び業務の内容の

改善などにつなげる。また、理事長等役員は、評価結

果等を踏まえて、研究資源の配分等に反映させる。 

(4)各研究員においては、社会及び研究所で求められて

いる自らの役割を十分認識した上で、当該年度におけ

る自らの研究及び業務の成果について、点検を行う。

その際、可能な限り客観的な指標を整理・分析するた

めに、所内イントラネットを活用した業績等の登録シ

ステムを活用する。 

各研究員の評価は、主にプログラム内での十分な成

果の達成という視点からプログラムリーダー及び理

事長が行う。なお、任期付研究員については、任期中

の実績評価を行い、その結果をその後の採用等に反映

させる。 

6.業務運営全体での効率化を達成するための措置 

一般管理費（運営費交付金を充当して行う事業に係

るもの。人件費を除く。）については、光熱水料等の

削減等に努め、平成１７年度に比べて６％以上の削減

を図る。 

人件費（退職手当及び法定福利費等を除く。）につ

いては、適正な人員配置に努め、平成１７年度に比べ

３％以上の削減を図る。 

業務経費（運営費交付金を充当して行う事業に係る

もの）については、業務の効率化、コストの削減に努

め、平成１７年度に比べて３％以上の削減を図る。 

第３ 財務内容の改善に関する事項を達成
するための措置 

1.外部研究資金その他の自己収入の増加に関する事項

を達成するための措置 

(1)厚生労働省、文部科学省等の政府機関、科学技術振

興機構等の機関が実施する公募型研究に研究課題の

応募を積極的に行う。その際に、研究所の目的等を勘

案し、競争力の高い研究課題を選択し、また、他の研

究機関等との共同研究の中核となる課題を重視する。 

健康・栄養に関する調査・研究及び、国、民間企業

等の受託研究や業務については、研究所の目的やその

後の発展性及び交付金事業として行う研究を勘案し

ながら、それらに合致するものについては積極的に受

入、自己収入の増加に資する。 

(2)知的財産については、その出願や維持にかかる費用

を勘案しながら、実施につながる可能性の高いものに

ついて必要な維持を行い、自己収入につなげる。 

また、研究成果等の社会還元を目的に出版（研究所

監修による書籍、マニュアル、テキスト等）を行うこ

とにより、自己収入の確保につなげる。 

施設開放にあたっては、自己収入の確保という点だ

けでなく、ヒトを対象とした研究への参加、地域住民

の健康づくりという視点を踏まえて検討を行う。 
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2.経費の抑制に関する事項を達成するための措置 

(1)６つのプログラム、２つのセンターにおいて常勤職

員の人件費を含めた業務費のコスト管理を四半期毎

に行う。 

その結果については、運営会議、役員会での分析を

行い効率的な運用につなげる。 

このようなマネジメントサイクルにより、研究員の

コスト意識の向上を図る。 

(2)各プログラムにまたがる研究の実施や、施設整備、

スペース等の共有利用により人的資源、コスト削減に

つなげる。 

データ入力、検体の定期検査など人的コスト削減に

つながるものについてはアウトソーシングを進める。 

また、契約にあたっては、原則一般競争入札を行う。 

 

 

 

 

第４ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支
計画及び資金計画 

1.予算 

 別紙２のとおり 

 

2.収支計画 

別紙３のとおり 

 

3.資金計画 

別紙４のとおり 

第５ その他の業務運営に関する重要事項
を達成するための措置 

(1)セキュリティの確保 

情報システムに係る情報のセキュリティの確保に

努める。 

第６ 平成 20 年度独立行政法人国立健康・
栄養研究所行事等予定表 

別紙５のとおり 
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（別紙 1) 
 
理事長─────────研究部門 
 
理 事─          ─ 栄養疫学プログラム   ──── 国民健康・栄養調査プロジェクト 
                             ── 食事摂取基準プロジェクト 
  監事─                        ── 生体指標プロジェクト 
 
  監事─         ─ 健康増進プログラム   ──── 運動ガイドラインプロジェクト 
                             ── エネルギー代謝プロジェクト 
研究企画評価主幹 ─                    ── 休養プロジェクト 
 
              ─ 臨床栄養プログラム   ──── メタボリックシンドロームプロジェクト 
                             ── 栄養療法プロジェクト 
 
              ─ 栄養教育プログラム   ──── 栄養ケアマネジメントプロジェクト 
                              ── 生活習慣病予防プロジェクト 
                              ── 食育プロジェクト 
 
              ─ 基礎栄養プログラム   ──── 脂質・糖代謝プロジェクト 
 
              ─ 食品保健機能プログラム ──── 食品分析プロジェクト 
                             ── 補完成分プロジェクト 
                             ── 食品機能プロジェクト 
 
 
           ─ 情報部門 
 
              ─ 情報センター       ──── 健康食品情報プロジェクト 
                              ── 健康・栄養情報プロジェクト 
                              ── IT 支援プロジェクト 
 
           ─ 対外部門 
 
              ─ 国際産学連携センター  ──── 国際栄養プロジェクト 
                              ── 生物統計プロジェクト 
 
           ─ 事務部門 
 
 
              ─事務部 ───────────── 庶務課 
                             ── 会計課 
                             ── 業務課 
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(別紙 2)  
  

年度計画（平成２０年度）の予算 

 （単位：百万円）

区          別 金   額 
収入  
運営費交付金 791 
手数料収入 10 
受託収入 51 
栄養情報担当者事業収入 42 
雑収入 5 
計 899 

支出  
人件費 550 
うち 基本給等 521 

退職手当 29 
一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 89 
業務経費 157 
国民健康・栄養調査に関連するサーベイランスプログラ

ム 
12 

食品収去試験等業務 6 
栄養疫学プログラム 17 
健康増進プログラム 17 
臨床栄養プログラム 8 
基礎栄養プログラム 12 
食品保健機能プログラム 10 
創造的研究 19 
国際栄養協力事業 10 
健康食品安全情報ネットワーク事業 25 

  健康栄養情報事業 21 
  
受託経費 103 

特別用途食品表示許可試験費 10 
受託経費 51 
栄養情報担当者事業経費 42 

  
計 899 

  
  （注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。 
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(別紙 3)  
  

平成２０年度収支計画 
 （単位：百万円）

区          別 金   額 
費用の部 
経常費用 899 
人件費 550 
うち 基本給等 521 

退職手当 29 
一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 89 
業務経費 157 
国民健康・栄養調査に関連するサーベイランスプログラム 12 
食品収去試験等業務 6 
栄養疫学プログラム 17 
健康増進プログラム 17 
臨床栄養プログラム 8 
基礎栄養プログラム 12 
食品保健機能プログラム 10 
創造的研究 19 
国際協力事業事業 10 
健康食品安全情報ネットワーク事業 25 

 健康栄養情報事業 21 
受託経費 103 
特別用途食品表示許可試験費 10 
受託経費 51 
栄養情報担当者事業経費 42 

減価償却費 0 
  
収益の部 899 
運営費交付金収益 791 
手数料収入 10 
受託収入 51 
栄養情報担当者事業経費 42 
雑収入 5 
資産見返物品受贈額戻入 0 
資産見返運営費交付金戻入 0 

純利益 － 
目的積立金取崩額 － 
総利益 － 

 
  〔注記〕当法人における退職手当については、役員退職手当支給規程及び職員退職手当規程に基づ

き支給することとなるが、その全額について運営費交付金を財源とするものと想定している。 
  （注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。 
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(別紙 4)  
  

平成２０年度資金計画 

 （単位：百万円）

区          別 金   額 
  
資金支出 899 
業務活動による支出 899 
投資活動による支出 0 

  
  
資金収入 899 
業務活動による収入 899 
運営費交付金による収入 791 
手数料収入 10 
受託収入 51 
栄養情報担当者事業経費 42 
雑収入 5 
前期中期目標の期間よりの繰越金 0 
  

 
  （注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。 
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（別紙５） 
 

平成２０年度独立行政法人国立健康・栄養研究所行事等予定表 
 

平成 20 年 
 4 月 

15 日（火）～16 日（水） 

 
 

○  研究所一般公開（パネル展示） 

 5 月  
 6 月 

14 日（土）～15 日（日） 
15 日（日）  

   － 
    

 
○ 第７回産学官連携推進会議（国立京都国際会館） 
○ 第５回独立行政法人国立健康・栄養研究所栄養情報担当者認定

実施試験 
○ 平成 19 年度業務実績報告及び中期目標期間における業務実績

報告を厚生労働省独立行政法人評価委員会に、平成 19 年度財務
諸表等を厚生労働大臣にそれぞれ提出 

○ 「健康・栄養ニュース」（第 24 号）の発行 

 7 月 
－ 

 
○ 第５回独立行政法人国立健康・栄養研究所栄養情報担当者認定

試験合格者発表 
 8 月  
 9 月 

－ 
27 日（土） 

 
○ 「健康・栄養ニュース」（第 25 号）の発行 
○ 研究所一般公開（オープンハウス） 

 10 月  
 11 月 

－ 
 

○ 第６回独立行政法人国立健康・栄養研究所認定栄養情報担当者
認定試験受験資格確認試験 

 12 月 
   － 
   － 
    

 
○ 健康・栄養ニュース」（第 26 号）の発行 
○ 第６回独立行政法人国立健康・栄養研究所認定栄養情報担当者

認定試験受験資格確認試験合格発表 

平成 21 年 
 1 月 

 

 2 月 
28 日（土） 

 
   － 
   － 

 
○ 第 10 回研究所主催一般公開セミナー・研究所公開業務報告会

（東京） 
○ 独立行政法人国立健康・栄養研究所指定栄養情報担当者養成講

座の指定 
○ 第６回独立行政法人国立健康・栄養研究所認定栄養情報担当者

認定試験実施要綱の公表 

 3 月 
 18（水） 

   － 
   － 

 
○ 外部評価委員会 
○ 平成 21 年度計画を厚生労働大臣へ提出 
○ 「健康・栄養ニュース」（第 27 号）の発行 

 ◎ 運営会議は 8 月を除く毎月第 2 木曜日に開催する。 
 ◎  健栄研セミナーは原則、毎月第 3 木曜日に開催する。 
 ◎ 専門家向け公開セミナーを東京及び地方にて開催する。 
 ※ 実施日については、諸般の都合により変動があり得る。 
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4. 平成２０年度予算額 
 

支出   （単位：千円）

事   項 平成 19 年度
予  算  額 

平成 20 年度 
予  算  額 増△減額 

人件費 556,634 549,666 ▲6,968
 基本給・諸手当 474,429 466,089 ▲ 8,340
 共済組合負担金 44,598 47,957 3,359
 児童手当拠出金 377 511 134
 労働保険料 7,240 5,752 ▲1,488
退職手当 29,990 29,357 ▲633

一般管理費 88,901 83,711 ▲5,190
業務経費 166,723 157,161 ▲9,562
 栄養疫学プログラム 23,562 26,909 3,347
  国民健康・栄養調査プロジェクト 12,562 11,409 ▲1,153
  食事摂取基準プロジェクト 5,000 9,000 4,000
  生体指標プロジェクト 6,000 6,500 500
 健康増進プログラム 26,863 25,706 ▲1,157
  運動ガイドラインプロジェクト 10,181 12,268 2,087
  エネルギー代謝プロジェクト 15,982 12,292 ▲3,690
  休養プロジェクト 700 1,146 446
 臨床栄養プログラム 7,476 8,632 1,156
  メタボリックシンドロームプロジェクト 6,676 8,132 1,456
  栄養療法プロジェクト 800 500 ▲300
 栄養教育プログラム 8,910 8,910 0
  栄養ケア・マネジメントプロジェクト 2,000 2,000 0
  生活習慣病予防プロジェクト 4,100 4,100 0
  食育プロジェクト 2,810 2,810 0
 基礎栄養プログラム 9,351 9,351 0
  脂質・糖代謝プロジェクト 9,351 9,351 0
 食品保健機能プログラム 24,158 19,100 ▲5,058
  食品分析プロジェクト 15,197 14,000 ▲1197
  補完成分プロジェクト 3,100 3,000 ▲100
  食品機能プロジェクト 5,861 2,100 ▲3,761
 創造的研究費 20,074 14,500 ▲5,574
 情報センター 31,724 33,583 1,859
  健康食品情報プロジェクト 15,905 15,609 ▲296
  健康・栄養情報プロジェクト 3,300 3,300 0
  IT 支援プロジェクト 12,519 14,674 2,155
 国際産学連携センター 14,605 10,470 ▲4,135
  国際栄養プロジェクト 10,365 7,054 ▲3,311
    生物統計プロジェクト  － 916 916
  NR・セミナー業務 4,240 2,500 ▲1,740
受託経費 203,031 108,166 ▲ 94,865
 特別用途食品表示許可試験費 12,040 10,320 ▲ 1,720
 受託経費 91,404 51,352 ▲ 40,052
 栄養情報担当者事業経費 69,587 46,494 ▲23,093
 寄附研究事業 30,000 － ▲30,000
支出計 1,015,289 898,704 ▲116,585

 
収入   （単位：千円）

事   項 平成 19 年度 
予  算  額 

平成 20 年度 
予  算  額 増△減額 

運営費交付金 812,258 790,538 ▲21,720
手数料収入 12,040 10,320 ▲1,720
受託収入 91,404 51,352 ▲40,052
栄養情報担当者事業収入 69,587 46,494 ▲23,093
寄附金収入 30,000 － ▲30,000
収入計 1,015,289 898,704 ▲116,585
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5. 平成 20 年度所内研究セミナー 
 

期日 演    題 所  属 

2008/4/17 ALS 患者のエネルギー消費量評価の試み（研究報
告） 

高田 和子 健康増進プログラム 

食品の抗酸化力データベースの構築（研究報告） 竹林  純 食品保健機能プログ
ラム 

新しい加速度計による日常生活活動の評価（研究
報告） 

田中 茂穂 健康増進プログラム 

5/15 「健康食品」による被害事例の特徴 梅垣 敬三 情報センター長 

高齢者の食事 宇津木 恵 栄養疫学プログラム 

食物繊維の定義について 山田 和彦 食品保健機能プログ
ラム 

6/19 SCOP（佐久肥満克服プログラム）に於ける遺伝子多
型解析について 

山田 晃一 栄養教育プログラム 

RBP(Retinol Binding Protein)とインスリン抵抗
性 

山内  淳 栄養疫学プログラム 

高脂肪食による脂肪肝発症機序と予防法 山崎 聖美 基礎栄養プログラム 

7/17 プロスタグランジンに依存した癌細胞の生存・増
殖について 

矢野 友啓 食品保健機能プログ
ラム 

従業員食堂を活用した健康づくり対策に関する研
究 

由田 克士 栄養疫学プログラム 

食育推進大会のご報告 饗場 直美 栄養教育プログラム 

9/18 都道府県における食育推進の状況 荒井 裕介 栄養疫学プログラム 

タンパク質摂取量による脳卒中への影響 千葉  剛 基礎栄養プログラム 

アルコールの危険性 江崎  治 基礎栄養プログラム 

10/16 むく鳥通信ニュースを使った栄養アドバイスの試
み 

廣田 廣一 情報センター 
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期日 演    題 所  属 

10/16 ビタミン K2 の補充摂取が閉経後女性の生体指標に
及ぼす影響 

石見 佳子 栄養疫学プログラム 

アメリカ NIH 報告～ファンディングシステムと
DRIs 活用状況 

笠岡 宣代 国際産学連携センタ
ー 

11/13 血管内皮細胞におけるインスリン受容体基質
(IRS)-2 の役割の解明－血管内皮細胞特異的 IRS-2
欠損マウスを用いて－ 

窪田 哲也 臨床栄養プログラム 

運動トレーニングが脂肪燃焼を亢進する分子メカニ
ズ ム－PGC-1αの新規アイソフォームの発見とその
役割について－ 

三浦 進司 基礎栄養プログラム 

ビタミンＢ１２の安定性に関する研究 
 

松本 輝樹 食品保健機能プログ
ラム 

12/18 生活習慣病一次予防のための大規模介入研究 ― 
そのデザインとベースライ 
ン結果 － 

宮地 元彦 健康増進プログラム 

強化合宿が男子大学長距離選手の睡眠時心拍スペ
クトルと主観的疲労度に及ぼ 
す影響 

熊江 隆 健康増進プログラム  

ビヒュズス菌のヒトミルクオリゴ糖代謝機構の解
明 

北岡 本光 食品総合研究所 食
品バイオテクノロジー研究領域 

味覚受容の分子機構を利用した味覚増強物質探索
法の開発－塩分低減を可能にする食品開発を目指
して－ 

日下部 裕子 食品総合研究所
食品機能研究領域 

欧州における食生活改善を目指したポピュレーシ
ョン戦略の事例検討 

三好 美紀 国際産学連携センタ
ー 

2009/1/15 エネルギーの単位表示の試み 渡邊  昌 理事長 

我が国における肥満の流行 水野 正一 国際産学連携センタ
ー 

食育の文化的な分野の統一見解分析 Melissa Melby  栄養教育プログ
ラム 

高齢者の栄養摂取 森田 明美 栄養疫学プログラム 
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期日 演    題 所  属 

2/19 登録検査機関間における分析精度と分析値信頼性確
保に関する研究 

永田 純一 食品保健機能プログ
ラム 

プロスタグランジン E2 によるエネルギー消費促
進作用と GABA 作動性伝達の抑制 

大坂 寿雄 健康増進プログラム 

国民健康・栄養調査に関連する技術支援について 野末 みほ 栄養疫学プログラム 

3/19 人を対象とした代謝実験 西牟田 守 栄養疫学プログラム 

消化・吸収・発酵と保健の用途 
 

山田 和彦 食品保健機能プログ
ラム 

 



 

 Ⅳ 資      料 93

6. 食品分析リスト（特別用途食品の分析） 
 

平成 19 年度において、特別用途食品の許可表示取得のために提出されたものについて分析した結果は次のとお

りである。分析方法等は健康増進法に記載されている。 
 

特別用途食品 申請者 商品名 

   
低ナトリウム食品 ちば醤油株式会社 特選 減塩しょうゆ 
アレルゲン除去食品，無乳糖

食品 
明治乳業株式会社 明治エレメンタルフォーミュラ 

無乳糖食品 明治乳業株式会社 明治ラクトレス 
妊産婦，授乳婦用粉乳 明治乳業株式会社 明治ビオママ 
糖尿病食調製用組合わせ食品 キユーピー株式会社 キユーピー ユニットカロリーグルメ 

きのことチキンボールのクリーム煮セット 
糖尿病食調製用組合わせ食品 キユーピー株式会社 キユーピー ユニットカロリーグルメ 

煮込みハンバーグセット 
糖尿病食調製用組合わせ食品 キユーピー株式会社 キユーピー ユニットカロリーグルメ 

欧風カレーセット 
糖尿病食調製用組合わせ食品 キユーピー株式会社 キユーピー ユニットカロリーグルメ 

肉じゃがセット 
糖尿病食調製用組合わせ食品 キユーピー株式会社 キユーピー ユニットカロリーグルメ 

クリームシチューセット 
糖尿病食調製用組合わせ食品 キユーピー株式会社 キユーピー ユニットカロリーグルメ 

筑前煮セット 
糖尿病食調製用組合わせ食品 キユーピー株式会社 キユーピー ユニットカロリーグルメ 

ビーフシチューセット 
糖尿病食調製用組合わせ食品 キユーピー株式会社 キユーピー ユニットカロリーグルメ 

ハッシュドビーフセット 
糖尿病食調製用組合わせ食品 キユーピー株式会社 キユーピー ユニットカロリーグルメ 

鶏つくねの野菜あんかけセット 
低ナトリウム食品 サラヤ株式会社 リソルト 
無たんぱく質高カロリー食品 株式会社エイチプラスビィ・ライ

フサイエンス 
粉飴ムース ヨーグルト風味 

無たんぱく質高カロリー食品 株式会社エイチプラスビィ・ライ

フサイエンス 
粉飴ムース グレープ風味 

低ナトリウム食品 生活協同組合コープこうべ Ｃｏｏｐ’ｓ特選丸大豆減塩醤油 
低ナトリウム食品 株式会社マルハチ村松 減塩習慣鰹だし 
 
 
 

  
計 １８品目 

特定保健用食品 申請者 商品名 

   
特定保健用食品 株式会社ヤマサン デキストリン珈琲 
特定保健用食品 ユーシーシー上島珈琲株式会社 ザ・ブレンド アイスコーヒー乳果オリゴ糖入り 
特定保健用食品 小林製薬株式会社 チピュア 
特定保健用食品 日清ファルマ株式会社 コロバランス アムラ風味 
特定保健用食品 日清ファルマ株式会社 コロバランス レモン風味 
特定保健用食品 富永貿易株式会社 ファイバーパーラー フルーツミックス 
特定保健用食品 富永貿易株式会社 カルシウムパーラー 
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特定保健用食品 申請者 商品名 

 
特定保健用食品 
特定保健用食品 

 
小倉屋昆布食品株式会社 
キャドバリー・ジャパン株式会社

 
毎日コツコツふりかけ 
リカルデント グレープ&グレープミント 

特定保健用食品 キャドバリー・ジャパン株式会社 リカルデント さわやかミントプラス 
特定保健用食品 
特定保健用食品 

キャドバリー・ジャパン株式会社

宝酒造株式会社 
リカルデント オーシャンフレッシュ 
カルケア 

特定保健用食品 旭松食品株式会社 おなか納豆 
特定保健用食品 森永乳業株式会社 森永カルシウムの達人 
特定保健用食品 大正製薬株式会社 ナチュラルケア ブレンド茶 
特定保健用食品 ユーシーシー上島珈琲株式会社 ザ・コーヒー 乳果オリゴ糖入り 
特定保健用食品 日本たばこ産業株式会社 このごろ気になる自分の生活 
特定保健用食品 株式会社ヤクルト本社 ヤクルト４００ＬＴ 
特定保健用食品 クラシエ製薬株式会社 カゼインＤＰペプティオドリンク 
特定保健用食品 明治製菓株式会社 キシリッシュプラスエフ グリーンミント 
特定保健用食品 大正製薬株式会社 デントウェル ポスカシュガーレスガム 
特定保健用食品 トーラク株式会社 大豆農場の調製豆乳 
特定保健用食品 株式会社 K ライズ ハイオリゴ S 
特定保健用食品 オリヒロプランデュ株式会社 コレチェ S 
特定保健用食品 小林製薬株式会社 ドルチガード 
特定保健用食品 アサヒフードアンドヘルスケア株

式会社 
カラダはずむ ほうじ茶 

特定保健用食品 ネスレ日本株式会社 カラダ支援飲料 大豆プロテイン飲料 
特定保健用食品 森永製菓株式会社 海からの贈り物 サーデンペプチド 
特定保健用食品 株式会社 紀文フードケミファ 濃厚調製豆乳 
特定保健用食品 明治製菓株式会社 キシリッシュプラスエフ グレープフルーツミント

特定保健用食品 株式会社 東洋新薬 ペプチド青汁 
特定保健用食品 株式会社 東洋新薬 考圧青汁 
特定保健用食品 株式会社 東洋新薬 緑と海の恵み青汁 
特定保健用食品 株式会社 東洋新薬 ペプチド＋ケールの青汁 
 

計 ３４品目 

 
分析担当者：山田和彦、萩原清和、永田純一、松本輝樹、佐藤（三戸）夏子、垣外菜生子、小林 香、二井千日、

矢野友啓、佐藤洋美、梅垣敬三、石見佳子、山内 淳 
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7. 海外出張 
 

出張者氏名 所   属 出張国 出張期間 渡  航  内  容 

渡邊 昌 理事長 フランス・パ
リ 

H20.4.9-4.14 アンチエイジング医学世界学
会 2008 参加 

高田 和子 健康増進プログラム オーストラリ
ア、キャンベ
ラ・ブリスベ
ン 

H20.4.9-4.16 SDA Sports Nutrition Course 
への参加と研究打合せ 

田畑 泉 健康増進プログラム 中国・北京 H20.4.25-4.29 日中栄養と健康交流会での講
演 

     

梅垣 敬三 情報センター オーストラリ
ア・メルボル
ン 

H20.5.5-5.10 3rd ASIA-PACIFIC 
NUTRIGENOMICS CONFERENCE に
おける発表 

     

江崎 治 基礎栄養プログラム スイス・ジュ
ネーブ 

H20.5.13-5.18 16th European Congress on 
Obesity 参加 

     
永田 純一 食品保健機能 

プログラム 
米国・ワシン
トン州 

H20.5.16-5.22 99th AOCS 99th Annual 
Meeting 参加 

     

中出麻紀子 栄養教育プログラム カナダ・バン
フ 

H20.5.20-5.26 International Society for 
Behavioral and Physical 
Activity への参加 

     

由田 克士 栄養疫学プログラム フィンラン
ド、オースト
リア、ドイツ

H20.5.24-6.2 研究情報収集など 

     

荒井 裕介 栄養疫学プログラム フィンラン
ド・ヘルシン
キ 

H20.5.24-5.30 NORTH CALELIA PROJECT につ
いての現地調査 

  
三好 美紀 国際産学連携 

センター 
フィンラン
ド、オースト
リア、ドイツ

H20.5.24-6.2 研究班に係る打ち合わせおよ
び資料収集 

     
田畑 泉 健康増進プログラム 米国・インデ

ィアナ州 
H20.5.27-6.1 アメリカスポーツ医学会・第

55 回年次集会参加 

  
宮地 元彦 健康増進プログラム 米国・インデ

ィアナ州 
H20.5.27-6.2 アメリカスポーツ医学会への

参加・情報収集 

     

大石由美子 臨床栄養プログラム オーストラリ
ア・シドニー

H20.5.31-6.6 第 15 回国際血管生物学会
(IVBM2008)発表・参加 
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出張者氏名 所   属 出張国 出張期間 渡  航  内  容 

窪田 哲也 臨床栄養プログラム 米国・カリフ
ォルニア州 

H20.6.5-6.9 第 68 回アメリカ糖尿病学会
参加 

     

谷本 道哉 健康増進プログラム ポルトガル・
ブルガリア 

H20.7.8-7.18 第 13 回ヨーロッパスポーツ
科学学会にて発表・情報収集
ならびにブルガリア国立スポ
ーツアカデミーでの打合せお
よび現地視察 

          
石見 佳子 栄養疫学プログラム フィンラン

ド・ヘルシン
キ 

H20.8.6-8.13 ヘルシンキ大学においてフラ
ボノイドの測定の実施及び共
同研究の打合せ 

          
山田 和彦 食品保健機能 

プログラム 
タイ・バンコ
ク 

H20.8.12-8.16 第 5 回アジア健康強調表示に
関する科学基盤会議及びワー
クショップに出席 

          
永田 純一 食品保健機能 

プログラム 
米国・イリノ
イ州 

H20.8.23-8.30 UJNR2008 Annual Meeting 参
加 

          
山田 和彦 食品保健機能 

プログラム 
ベルギー・ブ
リュッセル、
イタリア・パ
ルマ 

H20.8.28-9.3 食品の健康強調表示動向の現
状調査と情報交換のために欧
州委員会（EC)及び欧州食品安
全庁（EFSA)訪問 

          
石見 佳子 栄養疫学プログラム カナダ・モン

トリオール 
H20.9.11-9.17 米国骨ミネラル学会での発表

          
森田 明美 栄養疫学プログラム ブラジル・ポ

ルトアレグレ
H20.9.18-9.27 「Epidemiology in the 

construction of health for 
all:tools for a changing 
world」における学会発表 

          
村上 晴香 健康増進プログラム 米国、サウス

カロライナ
州・イリノイ
州 

H20.9.23-9.30 2008 年 APS intersociety 
meeting:Biology of 
integrative biology of 
exercise V にて発表・情報収
集 

          
石見 佳子 栄養疫学プログラム 中国・北京 H20.10.11-10.13 中医薬学会連合会老年医学専

業委員会に出席 

          
田畑 泉 健康増進プログラム マレーシア・

クアラルンプ
ール 

H20.10.12-10.16 プトラ・マレーシア大学 Dr 
Hazizi Abu Saad との共同研
究 

          
宮地 元彦 健康増進プログラム マレーシア・

クアラルンプ
ール 

H20.10.12-10.16 プトラ・マレーシア大学 Dr 
Hazizi Abu Saad との共同研
究 
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出張者氏名 所   属 出張国 出張期間 渡  航  内  容 

高田 和子 健康増進プログラム オーストラリ
ア・ブリスベ
ン 

H20.10.25-11.2 IAEA の国際共同研究におけ
る研究手法のトレーニングコ
ース参加及び研究打ち合わせ

          

渡邊 昌 理事長 ベトナム、ホ
ーチミン・ハ
ノイ 

H20.10.26-11.1 日米医学ベトナムシンポジウ
ム参加 

          

森田 明美 栄養疫学プログラム ベトナム、ホ
ーチミン・ハ
ノイ 

H20.10.27-11.1 日米医学ベトナムシンポジウ
ム参加 

          

三好 美紀 国際産学連携 
センター 

ベトナム、ホ
ーチミン・ハ
ノイ 

H20.10.27-11.1 日米医学ベトナムシンポジウ
ム参加 

          

梅垣 敬三 情報センター オーストラリ
ア、シドニ
ー・キャンベ
ラ 

H20.10.27-11.1 特定保健用食品等の有効性・
安全性を確保するための科学
的根拠の評価方法に関する研
究 

          

山田 和彦 食品保健機能 
プログラム 

南アフリカ共
和国・ケープ
タウン 

H20.10.30-H21.1
1.9 

FAO/WHO 合同食品規格委員会
(CODEX)第３０回栄養・特殊用
途食品部会に出席 

          

野末 みほ 栄養疫学プログラム マレーシア・
クアラルンプ
ール 

H20.11.6-11.10 The 40th 
Asia-Pacific-Academic 
Consortium for Public 
Health (APACPH)参加 

          

大石由美子 臨床栄養プログラム 米国ルイジア
ナ州・カリフ
ォルニア州 

H20.11.9-11.17 米国心臓学会発表・参加およ
びカリフォルニア大学サンデ
ィエゴ校との研究の打ち合わ
せ 

          

渡邊 昌 理事長 アルゼンチ
ン・ブエノス
アイレス 

H20.11.22-11.29 日本ラテンアメリカ老年医
学・老年科学シンポジウム参
加 

          

大森 豊緑 研究企画評価主幹 アルゼンチ
ン・ブエノス
アイレス 

H20.11.22-11.29 日本ラテンアメリカ老年医
学・老年科学シンポジウム参
加 

          

森田 明美 栄養疫学プログラム アルゼンチ
ン・ブエノス
アイレス 

H20.11.22-11.29 日本ラテンアメリカ老年医
学・老年科学シンポジウム参
加 

          

坪田 恵 栄養疫学プログラム アルゼンチ
ン・ブエノス
アイレス 

H20.11.22-11.29 日本ラテンアメリカ老年医
学・老年科学シンポジウム参
加 
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出張者氏名 所   属 出張国 出張期間 渡  航  内  容 

田畑 泉 
  

健康増進プログラム 
  

中国・上海 
  

H20.11.28-12.1 
  

第２回上海国際運動と健康フ
ォーラム参加 
  

曹 振波 健康増進プログラム 中国・上海 H20.11.28-12.1 第２回上海国際運動と健康フ
ォーラム参加 

          
卓 興鋼 情報センター 中国・上海 H20.12.3-12.10 第三回上海国際健康大会に参

加（健康・栄養情報の収集）、
共同研究の打合せ 

          
三好 美紀 国際産学連携 

センター 
ベトナム・ハ
ノイ 

H20.12.25-12.27 国際医療協力研究委託事業
「途上国における糖尿病予
防・治療の実態把握および患
者数増加要因に関する研究」
のための海外資料収集 

          
笠岡(坪山)
宣代 

国際産学連携 
センター 

米国・ワシン
トン DC 

H21.1.4-1.13 米国 FDA・NIH など関係諸機関
への調査研究 

          
粟澤 元晴 臨床栄養プログラム カナダ H21.1.20-1.26 Keystone Symposium Canada

参加 

          
矢野 友啓 食品保健機能 

プログラム 
オーストラリ
ア・シドニー

H21.2.4-2.7 中皮腫を標的にした補完成分
のヒト介入試験実施のための
打合せ 

          
三好 美紀 国際産学連携 

センター 
タイ・バンコ
ク 

H21.2.17-2.20 国際医療協力研究委託事業
「国際保健人材育成のための
研修制度、カリキュラム、教
材に関しての研究」のための
海外資料収集 

          
宮地 元彦 健康増進プログラム 米国・フロリ

ダ州 
H21.3.9-3.13 アメリカ心臓学会 2009 での

学会発表・情報収集 

          
三好 美紀 国際産学連携 

センター 
韓国・ソウル H21.3.22-3.24 国際医療協力研究委託事業

「途上国における糖尿病予防
治療の実態把握および患者数
増加要因に関する研究」のた
めの海外資料収集 
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8. 人事異動 
 
発令年月日 異動内容 氏  名 所属名（転入、転出先） 

    
H 20.4.1 採用 

（転入) 
大森豊緑 研究企画評価主幹 

H 20.4.1 採用 
（転入) 

望月文明 事務部庶務課長 

H 20.4.1 採用 
（転入) 

秋本若夫 事務部業務課長（会計課長併任） 

H 20.4.1 採用 
（転入) 

茅島徳幸 事務部庶務課人事・厚生係長 

H 20.4.1 採用 
（転入) 

永田幸子 事務部会計課経理係長 
 

H 20.4.1 併任 
 

門脇 孝 臨床栄養プログラムリーダー（東京大学大学院医学系研究科
糖尿病・代謝内科教授） 

H 20.4.1 併任 
 

手嶋登志子 栄養教育プログラム栄養ケア・マネジメントプロジェクトリ
ーダー（浜松大学健康プロデュース学部健康栄養学科教授）

H 20.4.1 併任解除 芝池伸彰 理事（情報センター長の併任解除） 
 

H 20.4.1 併任 芝池伸彰 理事（国際産学連携センター長及び国際産学連携センター国
際栄養プロジェクトリーダーに併任） 

H 20.4.1 併任 廣田晃一 情報センターＩＴ支援プロジェクトリーダー（健康・栄養情
報プロジェクトリーダーに併任） 

H 20.4.1 復職 
 

笠岡宣代 国際産学連携センター付（調整担当） 

H 20.4.1 昇任 
（併任) 

梅垣敬三 情報センター長（健康食品情報プロジェクトリーダーに併
任） 

H 20.4.1 併任解除 
 

岡田誠治 事務部長（事務部業務課長の併任解除） 

H 20.4.1 昇任 
（併任) 

内田信也 事務部業務課ＮＲ担当係長（産学担当係長に併任） 

H 20.4.1 配置換 箕浦正之 事務部庶務課主査 
 

H 20.4.1 配置換 
（併任･併
任解除) 

三國良樹 事務部業務課主事（事務部庶務課に併任、事務部会計課の併
任解除） 

H 20.4.1 併任解除 
 

中村雅志 事務部会計課契約管理係長（業務課産学担当係長の併任解
除） 

H 20.4.1 併任解除 橋本光彦 事務部業務課調整係長（業務課ＮＲ担当係長の併任解除） 
 

H 20.6.1 配置換 
（併任) 

窪田直人 臨床栄養プログラムメタボリックシンドロームプロジェク
トリーダー（栄養療法プロジェクトリーダーに併任）（任期
付） 

H 20.7.1 併任解除 梅垣敬三 情報センター長（健康食品情報プロジェクトリーダーの併任
解除） 

H 20.7.1 
 

昇任 卓 興鋼 情報センター健康食品情報プロジェクトリーダー（任期付）

H 20.8.1 併任解除 
 

窪田直人 臨床栄養プログラムメタボリックシンドロームプロジェク
トリーダー（栄養療法プロジェクトリーダーの併任解除）（任
期付） 

 



 

100 独立行政法人 国立健康・栄養研究所研究報告 第 57 号（2008）

 
発令年月日 異動内容 氏  名 所属名（転入、転出先） 

    
H 20.8.1 昇任 窪田哲也 臨床栄養プログラム栄養療法プロジェクトリーダー（任期

付） 
H 20.11.17 
 

配置換 卓 興鋼 情報センター健康・栄養情報プロジェクトリーダー（任期付）

H 20.11.17 
 

併任 梅垣敬三 情報センター長（健康食品情報プロジェクトリーダーに併
任） 

H 20.11.17 
 

併任解除 廣田晃一 情報センターＩＴ支援プロジェクトリーダー（情報センター
健康・栄養情報プロジェクトリーダーの併任解除） 

H 20.11.17 
 

併任 笠岡宣代 国際産学連携センター上級研究員（調整担当）（情報センタ
ー健康食品情報プロジェクトに併任） 

H 21.3.31 任期満了 
 

渡邊 昌 理事長 

H 21.3.31 
 

任期満了 小早川隆敏 監事（非常勤） 

H 21.3.31 退職 
 

山田和彦 食品保健機能プログラムリーダー（女子栄養大学生化学研究
室） 

H 21.3.31 定年退職 
 

西牟田守 栄養疫学プログラム生体指標プロジェクト上級研究員（千葉
県立保健医療大学健康科学部） 

H 21.3.31 退職 
（転出) 

岡田誠治 事務部長（東京検疫所次長へ） 

H 21.3.31 
 

退職 
（転出) 

茅島徳幸 事務部庶務課人事・厚生係長（関西空港検疫所へ） 

H 21.3.31 退職 
（転出) 

内田信也 事務部業務課ＮＲ担当係長（併任）産学担当係長（国立保健
医療科学院研修企画部へ） 

H 21.3.31 
 

退職 
（転出) 

中村雅志 事務部会計課契約管理係長（国立保健医療科学院総務部へ）

H 21.3.31 
 

転出 
（転出) 

末永和義 事務部会計課主事（福岡検疫所福岡空港検疫所支所） 
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9. 特別研究員 
 

氏  名 所 属 部 期   間 
 

河嶋 伸久 

 

栄養疫学プログラム H 20. 4.1～21.3.30 

大瀧 裕子 栄養疫学プログラム H 20. 4.1～21.3.30 

谷本 道哉 健康増進プログラム H 20. 4.1～21.3.30 

朴  鍾薫 健康増進プログラム H 20. 4.1～21.3.30 

粟澤 元晴 臨床栄養プログラム H 20. 4.1～21.3.30 

中出 麻紀子 栄養教育プログラム H 20. 4.1～21.3.30 

遠藤  香 食品保健機能プログラム H 20. 4.1～21.3.30 

瀧  優子 情報センター H 20. 4.1～21.3.30 

佐藤  陽子 情報センター H 20. 4.1～21.3.30 
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10. 名誉所員 
 

氏  名 授与年月日 在職当時の職名 

印南  敏 H 10.4.1 食品科学部長 
宮崎 基嘉 H 10.4.1 基礎栄養部長 
宇津木良夫 H 10.4.1 病態栄養部長 
山口 迪夫 H 10.4.1 食品科学部長 
市川 富夫 H 10.4.1 応用食品部長 
伊東 蘆一 H 10.4.1 老人健康・栄養部長 
板倉 弘重 H 10.4.1 臨床栄養部長 
池上 幸江 H 11.4.1 食品科学部長 
小林 修平 H 11.7.1 所長 
江指 隆年 H 12.4.1 応用食品部長 
澤  宏紀 H 13.4.1 所長 
戸谷 誠之 H 13.4.1 母子健康・栄養部長 
樋口  満 H 15.4.1 健康増進研究部長 
岡   純 H 16.4.1 応用栄養学研究部長 
増田 和茂 H 16.8.1 理事 
田中 平三 H 17.4.1 理事長 
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11. 客員研究員 
 

氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

佐々木 敏 栄養疫学プログラム H 20.4.1～21.3.31 食事摂取基準策定のため

の文献学的研究および栄

養疫学研究 
太田 篤胤 栄養疫学プログラム H 20.4.1～21.3.31 骨粗鬆症予防における栄

養疫学的研究 
吉武  裕 栄養疫学プログラム H 20.4.1～21.3.31 人体におけるエネルギー

代謝 
呉   堅 栄養疫学プログラム H 20.4.1～21.3.31 食品成分と運動の併用が

生活習慣病予防に及ぼす

影響に関する研究 
山本 祐司 栄養疫学プログラム H 20.4.1～21.3.31 メタボリックシンドロー

ムにおけるビタミンＡ転

送タンパク質の役割の解

析 
藤井 康弘 栄養疫学プログラム H 20.4.1～21.3.31 大豆醗酵食品の有効性に

関するヒトでの評価 
二見  順 健康増進プログラム H 20.4.1～21.3.31 ヒューマンカロリメータ

ーによるエネルギー消費

量測定に関する研究 
木村 靖夫 健康増進プログラム H 20.4.1～21.3.31 中・高齢者における日常身

体活動の増加と栄養指導

の健康増進効果に関する

研究 
川中健太郎 健康増進プログラム H 20.4.1～21.3.31 運動が骨格筋糖代謝に及

ぼす影響とメカニズム 
真田 樹義 健康増進プログラム H 20.4.1～21.3.31 生活習慣病一次予防に必

要な身体活動量･体力基準

値策定を目的とした大規

模介入研究 
井上 修二 健康増進プログラム H 20.4.1～21.3.31 視床下部腹内側核（ＶＭ

Ｈ）破壊動物の病態に関す

る研究 
田中 千晶 健康増進プログラム H 20.4.1～21.3.31 子どもにおける日常生活

での身体活動量 
高橋 佳子 健康増進プログラム H 20.4.1～21.3.31 生活習慣病一次予防に必

要な身体活動量･体力基準

値策定を目的とした大規

模介入研究 
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氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

家光 素行 健康増進プログラム H 20.4.1～21.3.31 生活習慣病一次予防に必

要な身体活動量･体力基準

値策定を目的とした大規

模介入研究 
寺田 新 健康増進プログラム H 20.4.1～21.3.31 運動による骨格筋代謝機

能向上のメカニズムに関

する研究 
引原 有輝 健康増進プログラム H 20.4.1～21.3.31 加速度計を用いた総エネ

ルギー消費量および身体

活動強度の評価法の提案 
野田 光彦 臨床栄養プログラム H 20.4.1～21.3.31 メタボリックシンドロー

ムにおける栄養摂取と膵

島の代謝・インスリン分泌

の関連に関する研究 
原  一雄 臨床栄養プログラム H 20.6.1～21.3.31 環境遺伝相互作用による

日本人の糖尿病・メタボリ

ックシンドロームの成因

に関する研究 
門脇 弘子 臨床栄養プログラム H 20.10.15～21.3.31 肥満・糖尿病予防と治療の

ために、食後高血糖の改善

を得る食事内容の確立 
梶本 雅俊 栄養教育プログラム H 20.4.1～21.3.31 青年期の食習慣と生活習

慣病との関連性について 
川上 純子 栄養教育プログラム H 20.4.1～21.3.31 高齢者の食介護に関する

研究－介護食を中心に－ 
渡辺 光博 基礎栄養プログラム H 20.4.1～21.3.31 分子制御によるメタボリ

ックシンドロームへのア

プローチ 
亀井 康富 基礎栄養プログラム H 20.4.1～21.3.31 骨格筋の遺伝子発現調節

に焦点をおいた生活習慣

病の分子機構解明 
高橋真由美 基礎栄養プログラム H 21.1.1～21.3.31 日本人糖尿病患者に於け

る食事、運動量の評価のた

めの予備的研究 
中川 靖枝 食品保健機能プログラム H 20.4.1～21.3.31 食物繊維の生理作用 

江指 隆年 食品保健機能プログラム H 20.4.1～21.3.31 栄養素の栄養機能代謝に

関する研究 
中嶋 洋子 食品保健機能プログラム H 20.4.1～21.3.31 食品成分の健康影響に関

する研究 
久保 和弘 食品保健機能プログラム H 20.4.1～21.3.31 脂質の機能特性に関する

研究 
    



 

 Ⅳ 資      料 105

氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

清瀬千佳子 食品保健機能プログラム H 20.4.1～21.3.31 食品成分における生体へ

の新規機能性の解明 
梅國 智子 情報センター H 20.4.1～21.3.31 Ｗｅｂ上の栄養情報教育

に関する研究 
橋本 洋子 情報センター H 20.6.2～21.3.31 子供のサプリメント利用

に関する調査研究 
石渡 尚子 理事長付 H 20.4.1～21.3.31 健康づくりのための栄養

教育プログラムの開発 
大賀 英史 理事長付 H 20.4.1～21.3.31 こころ（動機付け）と継続

を可能とする社会環境に

関する科学的（計量的）ア

プローチ 
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12. 協力研究員 
 

氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

岩本 珠美 栄養疫学プログラム H 20.4.1～21.3.31 脂質代謝とミネラル代謝の関

連について 
大木 和子 栄養疫学プログラム H 20.4.1～21.3.31 高齢者の口腔保健と全身的な

健康状態の関係についての総

合研究－全身的な健康状態の

評価とその経年変化－ 
武山 英麿 栄養疫学プログラム H 20.4.1～21.3.31 人体におけるミネラル代謝 

佐藤 七枝 栄養疫学プログラム H 20.4.1～21.3.31 カルシウムと食生活に関する

研究 
島田美恵子 栄養疫学プログラム H 20.4.1～21.3.31 高齢者の生理特性と日常身体

活動との関係 
児玉 直子 栄養疫学プログラム H 20.4.1～21.3.31 人体におけるミネラルの役割

吉岡やよい 栄養疫学プログラム H 20.4.1～21.3.31 人体におけるミネラルの役割

森國 英子 栄養疫学プログラム H 20.4.1～21.3.31 人体におけるミネラルの役割

松崎 伸江 栄養疫学プログラム H 20.4.1～21.3.31 人体におけるミネラルの役割

千葉 大成 栄養疫学プログラム H 20.4.1～21.3.31 柑橘系フラボノイドに着目し

た骨粗鬆症予防に関する研究

宇田川孝子 栄養疫学プログラム H 20.4.1～21.3.31 地域における公衆栄養活動の

評価 
三宅 裕子 栄養疫学プログラム H 20.4.1～21.3.31 INTERMAP データを用いた

肥満と食生活に関する栄養疫

学研究 
猿倉 薫子 栄養疫学プログラム H 20.4.1～21.3.31 栄養調査及び栄養の指導者側

のマニュアル作成やその評価

王  新祥 栄養疫学プログラム H 20.4.1～21.3.31 葛根の骨粗鬆症モデルマウス

の骨量に対する増加作用とそ

のメカニズム 
佐藤 裕美 栄養疫学プログラム H 20.4.1～21.3.31 人体におけるミネラル代謝 

祐成 久美 栄養疫学プログラム H 20.7.1～21.3.31 地域における栄養モニタリン

グ 
鈴木 洋子 
 

健康増進プログラム 
 

H 20.4.1～21.3.31 マウスの腹部臓器細胞増殖に

関する研究 
村上 晴香 健康増進プログラム H 20.4.1～21.3.31 生活習慣病一次予防に必要な

身体活動量・体力基準値策定

を目的とした大規模介入研究
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氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

大森 由美 健康増進プログラム H 20.4.1～21.3.31 生活習慣病一次予防に必要な

身体活動量・体力基準値策定

を目的とした大規模介入研究

河野 寛 健康増進プログラム H 20.4.1～21.3.31 生活習慣病一次予防に必要な

身体活動量・体力基準値策定

を目的とした大規模介入研究

安田 剛 健康増進プログラム H 20.4.1～21.3.31 フィットネスクラブにおける

プログラム開発における指

導･研究 
別所 京子 健康増進プログラム H 20.4.1～21.3.31 エネルギー消費量に関する研

究 
山元 健太 健康増進プログラム H 20.4.1～21.3.31 生活習慣病一次予防に必要な

身体活動量・体力基準値策定

を目的とした大規模介入研究

緑川 泰史 健康増進プログラム H 20.4.1～21.3.31 エネルギー消費量および身体

組成の評価法 
片山 利恵 
 

健康増進プログラム H 20.4.7～21.3.31 生活習慣病一次予防に必要な

身体的活動量体力基準値の策

定を目的とした大規模介入研

究 
窪田 直人 臨床栄養プログラム H 20.4.1～21.3.31 栄養療法プロジェクト・メタ

ボリックシンドロームの研究

（インスリン抵抗性中心） 
原  一雄 臨床栄養プログラム H 20.4.1～21.3.31 メタボリックシンドロームプ

ロジェクト・各栄養素摂取量

と遺伝子多型の相互作用の検

討 
松下 由実 臨床栄養プログラム H 20.4.1～21.3.31 メタボリックシンドロームプ

ロジェクト・基礎代謝に影響

を与える遺伝素因の研究 
眞鍋 一郎 臨床栄養プログラム H 20.4.1～21.3.31 代謝血管疾患の分子機構 

大石由美子 臨床栄養プログラム H 20.5.20～21.3.31 メタボリックシンドローム発

症の分子機構の解明 
日比野佐和子 栄養教育プログラム H 20.4.1～20.8.31 抗加齢を目指した食事のあり

方について 
平川あずさ 栄養教育プログラム H 20.4.1～21.3.31 栄養教育･食育に関する情報

収集 
石田 淳子 栄養教育プログラム H 20.4.1～21.3.31 食介護に関する調査研究 

山田 五月 栄養教育プログラム H 20.9.19～21.3.31 食育の効果的な展開法に関す

る研究 
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氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

佐藤 洋美 食品保健機能プログラム H 20.4.1～21.3.31 補完成分のスクリーニング 

木戸和貴子 食品保健機能プログラム H 20.4.1～21.3.31 トコトリエノール生理活性作

用に関する研究 
前田 剛希 食品保健機能プログラム H 20.4.1～21.3.31 沖縄県農産物に含まれる機能

性成分の有効性評価に関する

研究 
花井 美保 食品保健機能プログラム H 20.4.1～21.3.31 生活リズム撹乱モデルラット

の生殖機能におよぼす飼料栄

養素の影響 
石田 達也 食品保健機能プログラム H 20.4.1～21.3.31 保健機能食品の微生物成分に

関する調査・研究 
高山 光尚 理事長付 H 20.4.1～21.3.31 こころ（動機付け）と継続を

可能とする社会環境に関する

科学的（計量的）アプローチ
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